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極上ＣＥＯの真剣求愛～社長の言いなりにはなりません～










ＣＥＯのフロンティア精神




　日本有数のオフィス街、東とう京きょう・丸まるの内うち。

　隙間なく建ち並ぶ超高層ビル群の中、ひと際目立つスタイリッシュな外観の、三十階建てインテリジェントビル。その二十五階に、私が勤める会社がある。

　先週梅つ雨ゆ明けして、朝からギラギラの太陽光が照りつける、七月下旬。

　週の後半に差しかかる木曜日、午前八時ジャスト。

　私は、ボスの執務机の前に、両足を揃えて立った。「始めろ」と命じられたから、毎朝一番で行うルーティン業務を始める。

「本日は、午前中、グループトップ会議が行われます。懇親会を兼ねたランチ後、帰社予定。午後二時半より、社内で経営戦略会議。五時から、システム開発部長との定例ミーティングを予定しております」

　一応手の上で手帳を開いたものの、見なくても諳そらんじられる、我がボスの本日のスケジュール。

　だけど、肝心のボスは私の前にいない。

　直立する私の視線は、重厚な執務机を通り越し、壁一面の窓ガラスを捉えている。

　窓の向こうに広がるのは、雲ひとつない真っ青な空。それが大きなスクリーンのような効果を生み、私の言葉の途中で、奥の部屋から出てきたボスの姿が映り込んだ。

「五時まで、了解」

　これまでのスケジュールには短く了承の意を告げ、腕にかけていたシャツを、ソファの背に、バサッと放り投げている。

　その気配や物音が、耳に届く。私は窓ガラスにぼんやり浮かぶボスをチラ見しながら、振り返りたくなる衝動と必死に闘った。

　彼は、羽織っていたシャツを豪快に脱ぎ捨て、糊のりの効いた新しいシャツに袖を通している。

　長くしなやかな指でボタンを留め、ベルトのバックルに両手をかけるのを見て……。

「っ」

　私は慌てて顔を伏せた。

　スラックスのファスナーを下ろしているのだろう。ジッと、小さな音が聞こえた。

　それに続くゴソゴソという衣擦れは、シャツの裾を中にしまう音。

　ああ……もうっ！　この人はなんで、いつもいつもいつも……!!

　彼に背を向けているせいで、かえって耳が着替えの音を拾ってしまう。

　私は口の中で『無、無、無……』と唱えながら、スーハーと深呼吸を繰り返した。

　そうしているうちに、音がやんだことに気付き、窓ガラス越しに背後の様子を上目遣いで窺うかがう。

　彼はベルトをきちんと締め終わっていて、シャツの襟を立て、ネクタイを首にかけている。

　着替えが終わりそうなことにホッとして、私は回れ右をした。

　身体ごと彼に向き直り、こほんと咳払いをする。

「その後、午後七時から、清せい家けさんと会食のお約束が……」

　気を取り直して、本日最後のスケジュールを口上する途中で、

「悪い。最後のキャンセル」

　ボスは私に最後まで言わせず、遮った。

「えっ!?」

　思わずひっくり返った声をあげた私を、彼がちらりと見遣る。

「週明けからまともに家に帰ってなくて、疲れてるんだ。清家のならいつにでも変更できるだろ」

　すぐに自分の喉元に目を伏せ、慣れた手つきでネクタイを結び始める。

　涼しい横顔。なんてことない仕草が、やけに決まっている。

　私は、「いえ、ですが」と言葉を挟んだ。

「清家さんは、ＣＯＯです」

「俺はＣＥＯだ。なにを恐縮する必要がある？」

　探るような視線を投げて即答されて、「うっ」と口ごもる。

　そう……今の今まで、私の存在をまったく気にせず着替えていたこの長身の男性は、まだ三十三歳という若さで、ここ、『ＳＫエスケートレーディング・コーポレーション』の最高経営責任者……いわゆるＣＥＯの職位に就いているトップだ。

　名を、神か楽ぐら錦にしきという。

　世界でも有数の金融グループの一いち翼よくを担う、為替取引特化型の金融投資会社で、まだ規模は小さいながらも、着実に業績を伸ばしており、創立以来、毎期黒字決算を計上。三年前に東証一部上場を果たし、グループ内でも確固たる地位を築き上げた。

　神楽さんと現ＣＯＯ……最高執行責任者の清家温はる人とさんが、大学生の時に共同で起業した会社だ。

　ふたりは、高校時代からの親友だそうだ。

　この会社の中で、清家さんとの約束を、個人的理由でドタキャンできるのは神楽さんくらいなもの。そして、その逆も多々ある。

「わ、わかりました。それでは、清家さんの秘書の中なか川がわさんに、そのようにご連絡し、謝罪します」

　私は溜め息をつきたくなるのをこらえ、手帳をパタンと閉じた。

　それには、「よろしく」と軽い口調で返される。

　私は心の中で『まったく』と呟きながら、ネクタイを締める神楽さんを、気付かれないように窺い見た。

　まともに家に帰っていないと言うけれど、今週はそれほどスケジュールは詰まっていないはず。多分、いや絶対、仕事ではなく野暮用が理由に違いない。

　同グループ内の世界的なメガバンクや、国内最大手の信託銀行、証券会社からも一目置かれ、日本の金融界で躍進を続ける新鋭企業を興した、〝若きセレブＣＥＯ〟という社会的肩書のみならず、神楽さんはあらゆる意味で人の興味関心を引く人だ。

　猫っ毛なのか、ちょっとふわっとした焦げ茶色の髪。前髪の向こうに覗く、黒目がちで切れ長の目。すっと一筆で書いたような整った眉が、とても男らしい。

　とにかく、力強い目元が印象的な、端整な顔立ちのイケメンだ。

　身長は百八十センチ越えで、すっきりスレンダーな体型。でも、『いつどこで鍛えてるの？』と疑問を呈したくなるほど引き締まった身体つきなのを、私はこうして見知っている。

　起業家でＣＥＯ……そこから漂うアグレッシブな印象通り、彼の経営戦略は強気で強引。けれど、育ちのよさが滲にじみ出る上品で優雅な物腰のおかげで、クライアントにはソフトな印象を与えるらしい。ＣＥＯでありながら、直々に指名されて、彼自身が商談に赴く、超ＶＩＰ顧客もいる。

　そんな男が、女性にモテないわけがない。

　仕事で忙しいから、『かまってやる時間がない』という理由で彼女を作らないらしいけど、ちょいちょいつまみ食いするだけの女には困らない。

　この執務室の奥の部屋には、彼がオフィスに泊まり込みになる時に使う、仮眠ベッドがある。もちろん仕事で残ることが大半だけど、それ以外……女性とひと晩過ごし、ホテルから直行してくる朝などもそこで仮眠していると、秘書の私は踏んでいる。

　今朝も、出社してすぐ、そのベッドに寝そべる彼を見つけた。肩を揺すって起こそうとしたら、寝ぼけた彼に名前で呼ばれた。『ん……唯ゆいちゃん、あと五分……』なんて、気だるげでふざけた寝言だったから、昨夜は相当お楽しみだったことだろう。

　その証拠に、手を当てて隠しているけれど、今も何度も欠伸あくびを噛み殺している。

　そんなボスの様子に、私は今度こそ溜め息を抑え切れず、「はあっ」と声に出してしまった。

　それを耳に留めた神楽さんが、「ん？」と小首を傾げて私を見遣る。

「なにか言いたそうだな、秋あき津つさん」

　意地悪に細めた目で探られて、私は反射的にシャキッと背筋を伸ばし、大きく首を横に振った。

「いえ、滅めっ相そうもない」

「相変わらずお堅い口調。もう二年も俺の秘書として働いてるんだから、いい加減俺に慣れろよ」

「慣れてるつもりです。結構」

「どこが。お前、せっかく俺好みの美人なんだから、もっと俺にも愛想よくしろ」

　大して真剣な様子もなく、しれっとした言い方だったけど、私はその言葉にギクッと身を竦すくませた。

　正直なところ、〝美人〟と〝愛想〟の関連性がまったくわからない。とにかく、そこはきっちり正しておこうと、私は無駄に胸を張った。

「容姿を話題にするのは、ＣＥＯといえどセクハラです。コンプラ委員に……」

「おい。今、さりげなく〝俺好み〟は流しただろ？」

　腕組みをした神楽さんに、不服そうに言葉を挟まれ、つっと視線を逸らして逃げる。

「お前が秘書に就任した頃から、言ってるはずなんだけど。この俺が、二年も無む下げにされ続けるとは。ほんと、鉄を通り越して鋼はがねの女だな」

　無言でやり過ごそうとする私に、彼はそこはかとない嫌みで畳みかけてくる。

「いや……違うな。お前の場合、修行僧とでも言った方が正解か」

　私は不覚にも口ごもった。

　彼が、ハッと短く浅い息を吐く音が、耳に届く。

「俺はお前に、一線引いた堅苦しい態度、やめてほしいだけだよ」

　心の中で、『誰のせいで修行僧なんかになってると思うの』と毒づく。

　それをグッとのみ込み、黙って窓の方に視線を逃がした。

　窓には、真夏なのにかっちりと紺色のスーツを着た私も、ぼんやりと映っている。

　職種柄、オフィスカジュアル以上のエレガントな装いを求められる。暑苦しいのにスーツを着ているのは、そんな理由だ。

　ほんの少し癖がある茶色く染めた髪は、毛先が肩甲骨に届くくらいのセミロング。

　神楽さんは、さらりと『美人』と言ったけれど、決してそんなことはない。大きな目に力がある、とは言われるけれど、自己評価はせいぜい十人並みといったところ。もともと色白なのと、この服装のせいで、一見〝清楚なお嬢様〟のような印象を与えてしまうだけだ。

　もちろん、良家のお嬢様、なんかじゃない。私の父はどこにでもいる普通のサラリーマンだし、ごく一般的な中流階級の家庭で育った。

　特に不自由なく大学まで通わせてもらい、卒業後は、専門商社で営業部のアシスタント業務を担当していた。

　この会社に転職したのは、三年前、二十六歳の頃のこと。

　前職と同じ営業事務職に就き、仕事は順調。一年経って会社にもすっかり慣れてきて、アラサーとくくられるお年頃に突入することもあり、そろそろプライベートの充実を図ろうと思っていた時。

『営業部国内営業グループ・秋津唯を、秘書室・ＣＥＯ付き秘書に任命する』

　と、寝耳に水の辞令を受けた。

　中途入社でも、トップであるＣＥＯがとにかく〝すごい〟人なのは知っていた。

　営業部の部長からは『大抜擢だよ』と拍手で祝福されたけれど、私にはなにがなんだかわからない。

　どうして私が、いきなりＣＥＯ付き秘書!?

　混乱がおさまらないまま、営業部から役員フロアに段ボールひとつ抱えて上がるだけで、私の異動は完了してしまったけれど。

　〝大抜擢〟に戸惑う私に、ＣＯＯの清家さんが、その理由をコソッと教えてくれた。

　私の異動の少し前、神楽さんに女性スキャンダルが勃発したそうで……。

『本当は、ＣＥＯ付きは男性秘書に変えるべきなんだろうけどね。そうすると、錦の士気が下がる。真面目な仕事ぶりと評価の高い君なら、惑わされることなく立派に職務を全うしてくれるだろう。期待しているから、気負わず頑張って』

　清家さんの含みのある言い方で、ピンときた。

　きっと、そのスキャンダルの相手は、神楽さんの元秘書だ。私の辞令の少し前に、彼女が自主退職したことは知っていた。

　〝惑わされる〟という言葉から推測すると、おそらく秘書が神楽さんにどっぷり惚ほれ込み、なにかしら問題を起こした。

　ＣＯＯから私への、〝真面目な仕事ぶり〟との過分なお言葉は、〝惑わされるな〟という警告に違いない。

　混乱のあまり、しめ縄のように、ガチガチに気を引き締めての異動ではあったけれど……。

　清家さんに、『期待している』と直々に言ってもらえた。ならば、その評価に傷をつけたくはない。

　初めてで右も左もわからない秘書という仕事も、必死に勉強して頑張って……。

　転属から丸二年、清家さんの期待通り、私はなんの問題も起こさず、神楽さんと〝ボスと秘書〟の関係を続けている。

　だけどそれは、私の涙ぐましい精神鍛錬の賜たま物ものだ。

　私は窓から視線を動かし、視界の端っこで神楽さんを窺った。

　彼はすでにビシッと黒いスーツの上着を羽織っていて、ドア脇の姿見の前で、髪をセットしている。

　前髪は目元にかかっているけど、襟足はすっきりと短めのスタイル。

　触ったら柔らかそうな髪は素直なようで、それほど直す必要もなく、手櫛だけでも十分綺麗に整っている。

　鏡に映る自分にジッと目を凝らす姿を見て、私はきゅっと唇を噛んだ。

　無意識に疼うずく胸を抑えようと、胸元をギュッと握りしめる。

　どんな美女でもよりどりみどり。あえて自分から欲しなくても、おのずと女性の方から寄ってくる。特定の彼女を作らなくても、女に困ることはない人。

　つまり、その場に佇たたずむだけで、罪なほど無自覚に凶暴に、セクシーな男のフェロモンを発しているということ。

　それを、私はいつも近くで感じているのだ。惑わされないよう、頭も心も感情も〝無〟にして自分を律し続けなければならない。

　神楽さんから『堅苦しい』『修行僧』などと揶や揄ゆされても、態度を変えられない理由が、ここにある。

　声を大にして言いたいけど、私だって女だ。

　常に鉄壁を装い、鋼を通り越して修行僧なんて皮肉られるよりは、愛想よく笑って美人と言ってもらえた方が、嬉しいに決まっている。

　一線など引かず、神楽さんが望む〝普通〟の接し方をしたい。

　でも、これも自分の職務を全うするため。すべて、清家さんの期待に応えるため。そのためには、ボスから多少の皮肉を言われるのも仕方がない。

　なのに、神楽さんは人の気も知らずに、いつもいつも私の目の前で堂々と服を脱ぐ。

　ことあるごとにディナーに誘ってくるし、業務時間内でも、涼しい顔で呼吸するように私を口説く。

　口説く、口説く、口説く……。

　いくら私が修行僧に徹しようとも、物事には限界というものがある。

　これだけ頻繁だと、むしろ本気と取れないのが救いだけど、切実に、もう勘弁してほしい……！

「秋津さん。お待たせ。仕度、ＯＫだよ」

　鏡の前に立っていた神楽さんが、そう言いながら身体ごと振り返った。

　それが視界の端を掠かすめて、私はハッと我に返る。

「は、はい？」

　一瞬、なんと答えていいかわからないほど、思考が仕事から逸れていた。

　神楽さんが、訝いぶかし気に眉根を寄せる。

「なに？　握り拳こぶし作って」

「あ、いえ。えっと……」

　無自覚のうちに固く握りしめていた両手に目を落とし、私は慌ててパッと手を開いた。

　それを見て、神楽さんがニヤリと笑う。

「もしかして、修行僧って言ったこと、怒ってる？」

　探るような視線に、カッと頬が赤く染まるのを感じた。

「い、いえ。お褒めの言葉と受け取ってますので」

　とにかく今はこの話題から早く離れておきたくて、私はそう切り返して顔を伏せた。

　すると、クスクスと含んだ笑い声が耳をくすぐる。

　怪け訝げんに思いながら再び顔を上げると、神楽さんがスラックスのポケットに片手を突っ込み、肩を揺すって笑いながら、こちらに歩いてきた。

「あの……？」

「いや、別に褒めてないけど。でも、その調子」

「はい？」

「簡単になびく女じゃ、努力の必要もない。お前くらいカチカチな方が、俺の本気が刺激される」

　目の前でピタリと立ち止まった彼に、軽くウィンクをされる。

　私は、不覚にも、ドキッと胸を弾ませてしまった。

　ここはなにか言い返しておかねばと焦って、わずかに目を泳がせる。

　一度、大きく息を吸って……。

「その本気は、仕事にぶつけてください」

「言われなくても、仕事はいつも本気だよ。そろそろ行くか？　今日の一発目、グループトップ会議だろ？」

　素早くオンオフのスイッチを切り替えたボスに促され、私は条件反射で姿勢を正した。

「は、はいっ！　会議は九時からなので、もうそろそろ……」

　とっさに言い繕い、左手首の腕時計で時間を確認する。

　時計の針は、八時十五分を指していた。

　会議が行われるのは、グループ企業の中枢である、メガバンクの役員会議室だ。

　このビルからは徒歩圏内で、それほど急いで出なくても間に合う。

「……神楽さん、朝食は召し上がりましたか？」

　だから私は、彼にそう伺った。

　話題の転換がいきなりすぎたせいか、「は？」と短く聞き返される。

「私が訪室した時の状況を見ると、朝食をとったようには思えませんので。コンビニで申し訳ないですが、なにか買ってきます。糖質を補わないと、脳が働きません」

　それを聞いた神楽さんは、わずかに口角を上げて苦笑する。

「お前の頭ん中、透けて見えるな。『ま～た女遊びだろう』って呆あきれてる？」

　顎をさすりながら、斜めの角度から向けられる視線。

　思考を見透かされてグッと言葉に詰まったものの、私はそれに肯定も否定もせず、彼を見つめ返した。

　神楽さんが、軽く肩を竦める。

「まあ、それはそれ。唯ちゃん、気遣いできるしいい奥さんになりそうだな。いっそのこと、俺んとこに嫁にこない？」

　またしても、反応を試すようにからかわれる。

「ボスの体調管理も、仕事のうちと思っているだけです。ですから、夜遊び、夜更かしはほどほどにお願いします」

　探りかけてくる瞳から、私は大きく顔を背けて逃げた。

「……つれねえ……」

　ボヤくような、小さな吐息が頭上から降ってくる。

「ついでに、無駄に私をからかうのも、下の名前で呼ぶのもやめてください。そうしていただけるのが、一番ありがたいです」

　私は、神楽さんの反応は待たずに、小走りでドアに向かった。彼が視界に映らないよう顔を俯うつむかせ、執務室から飛び出した。




　四半期毎に行われるグループトップ会議には、銀行、証券、生損保、不動産、リース……日本を代表する大企業のエグゼクティブが集結する。

　日本、いや世界経済を股にかける超一流金融マンがズラッと居並ぶ様は、何度見ても圧巻だ。

　秘書の私は役員会議室には入れないので、テレビ会議システムを利用して、別室から様子を見守る。

　今、壁一面に設置された大きなスクリーンの中で、トップたちが今年度の第一クオーターにおける自社の決算、業績報告を行っている。

　グループのリーディングカンパニーである銀行の報告が終わり、うちの会社の順番が回ってきた。

　マイクを手にする神楽さんの姿が、スクリーンに映し出される。

　同席していた他社トップの女性秘書たちが、一様に仕事の手を止め、スクリーンを注視する。どこからともなく、ほおっという吐息が聞こえた。

「ＳＫトレーディングの神楽ＣＥＯ。相変わらず見目麗しいわね」

　男性秘書を憚はばかってか、コソコソと話すのが私の耳に届く。

　この金融グループに参画する企業トップの年齢層は、ほとんどが六十代で、五十代前半でも若手と呼ばれる部類に入る。

　そんな中、三十三歳の神楽さんは、もちろん最年少だ。

　それでも、金融経済界の名だたる重鎮を前に、彼にはこれっぽっちも緊張した様子はない。

　ほんの一時間前、私を口説いてからかっていたとは思えない、凛りんとした面持ち。

　私の周りで、各企業の秘書たちが陶酔して見み惚とれる中、業績報告を始めた。

『本年第一クオーターにおいては、為替市場が円安で推移した影響もあり、一部企業投資家に買い控えの空気が窺えました。しかし、個人投資家の間では、ＦＸ取引へのニーズは依然として高く、為替変動リスクを最小にとどめられる金融商品の企画を、来年度リリース予定で進めております。具体的には……』

　モニターを通して聞いても、低く張りのある声。溌はつ溂らつとした語り口が、とても力強い。

　どんな相手を前にしても、神楽さんはいつも堂々としている。

　自らの手で築き上げた確固たる成功が、彼自身に力を与える。そこから得た栄光が絶対的な自信に繋がり、彼のオーラは神々しいほどの光に満ち溢れている。

　神楽さんは、この会議に出席している誰よりも長く、この先の金融界に君臨し続ける人だ。

　彼はそんな自分を、『トップ会議での俺は、新参の開拓者だ』と評する。

　自ら道を切り拓ひらく、フロンティア精神をモットーに仕事をする神楽さんは、キラキラ輝いていて、私の目には時々眩まぶしすぎるくらいだ。

　ああやって仕事をしている時の神楽さんは、太陽みたいでカッコいい、と思わなくもない。

「……ほんと、余計なことをしゃべらなきゃ、間違いなく尊敬できる上司なのにな」

　声が届く距離には、誰もいない。

　絶対に神楽さんに聞き咎とがめられないのをいいことに、私は独ひとり言ごちた。




　定刻通り正午で会議が終わり、役員会議室の重厚なドアが開いた。先ほどまでスクリーン越しに見ていた日本金融界の重鎮たちが、中からぞろぞろと姿を現す。

「神楽さん」

　ドアから少し離れた場所で、廊下の壁際に立っていた私は、神楽さんが出てくるのを見つけて声をかけた。

　彼は資料の入った黒い鞄かばんを小脇に抱えた格好で、ふと目線を上げた。そして私に気付くと、特に表情を動かさずに、「おお」と反応してくれる。

「お疲れ様でした。報告もスピーチも、ご立派でした」

　小走りで駆け寄ると、神楽さんは「ふん」と口角を上げた。

　いつもの、好戦的な笑みを浮かべる。

「当然だろ」

　もしもプライベートでのやり取りだったら、不ふ遜そんな返しには、若干の呆れも入るところだけど。

「当然、でしたね」

　自分が属する企業のトップの言葉だと思えば、力強くて頼もしい限り。

　思わずクスッと笑って答えると、彼が私に横目を流してくる。

　その目が、なにか意味深に細められるのを見て、

「あの、なにか？」

　私は、ちょっと怯ひるみながら問いかける。

　神楽さんは、「いや」とかぶりを振った。

「……？」

　睫毛を伏せた彼が、口元を綻ほころばせているようにも見えて、私は無意識に首を捻ひねったけれど。

「あの。神楽さんはこの後ランチ懇親会ですから、お荷物、お預かりします」

　気を取り直して続けると、「サンキュ」と短く返された。

　私が彼から黒い鞄を受け取った時、

「やあ、神楽君。相変わらず、ぐんぐん業績を伸ばしているようだね」

　グレイヘアで痩身の男性が、こちらに歩み寄ってきた。

　この金融グループのリーディングカンパニーである、銀行の頭取、藤ふじ間ま英えい吾ごだ。

　反射的に一歩下がった私の隣で、神楽さんが恭うやうやしく目礼する。

「もったいないお言葉、恐縮です。藤間頭取」

「随分と立派になったものだ。君と清家君から起業相談を受けていた頃は、まさかこれほど早く成長するとは、思ってもいなかった」

　頭取は顎を撫なでながら、神楽さんの前で足を揃えて立ち止まった。

　長身の神楽さんが、小柄な頭取を見下ろす格好になる。

　体格差は歴然としているけど、さすが世界でも有数のメガバンクの頭取。その佇まいは、神楽さんを凌りょう駕がするほど威厳たっぷりで、私は軽く圧倒された。

　それでも、神楽さんはやはり堂々としている。

「よい意味で予想を裏切ることができたようで、なによりです」

　謙虚でありながら強気な開拓者の目をして返すと、頭取も口元を歪ゆがませて薄い笑みを浮かべる。

「お互い忙しく、こういった場で顔を合わせるのがやっとだが、今度清家君も交えて、ゆっくり昔話でも語らんか？」

「ありがとうございます。清家にもそのように伝えておきます」

　丁寧に返す神楽さんの二の腕をポンと叩き、頭取は廊下を引き返していった。

　私は頭を下げて見送ってから、

「……？」

　頭取の背をジッと見据えている神楽さんに、首を傾げた。

「神楽さん？　どうか……？」

　肩を竦めて遠慮がちに問いかけると、彼は無言で私を見下ろしてくる。

「なんでもない。相変わらず、狡こう猾かつな笑い方をする狸たぬきだと思っていただけだ」

　声を憚ることもなく淡々とした口調だったから、一瞬、なにかものすごい辛しん辣らつなことを言っていると、気付けなかった。

「……はっ!?　か、神楽さん、なにを……」

　次の瞬間すぐに理解して、私は慌てて辺りにサッと視線を走らせた。

　今の、どういう意味かは謎だけど、藤間頭取のことを言っているのはわかる。

　それを、まさに頭取が治める銀行内で、しれっと口にする彼に焦った。

　幸い、声が届く範囲に、他の企業のトップはいない。聞き咎められた気配はなく、私はホッと胸を撫で下ろした。

　なのに、言った当人はムッと口を結んだまま。気にする様子もなく、ふいっと私に背を向ける。

「あ、神楽さ……」

　無意識に一歩踏み出して後を追うと、

「二時までに帰る。秋津さん、議事録よろしく」

　彼は私を振り返らずに、ひらひらと手を振った。

　それを聞いて、私もピタリと足を止める。

「は、はい。行ってらっしゃいませ……」

　そう言って、ランチ懇親会に向かう神楽さんを見送った。




　神楽さんの荷物を預かって、私はひとりでオフィスに戻った。

　私のデスクは、神楽さんの執務机の左側、直角に配置されている。

　彼に言われた通り、早速議事録に取りかかろうと、すぐにパソコンに向かった。

　ランチ休憩に入る前に、アウトラインだけでも作ってしまいたい。

　何度もやるうちに慣れていたから、三十分もあればできると思った。けれど、思いの外時間がかかり、気付けば一時を回ってしまっていた。

　早くランチに行かないと、神楽さんが戻ってきた時、執務室でお迎えできない！

　ひたすら業務に徹する〝修行僧〟としては、バタバタと慌ただしく帰ってくる姿を、微み塵じんもボスに見せるわけにはいかないのだ。

　私は財布を片手に、少し急ぎ足でドア口に向かった。そして、執務室のドアを開けると。

「おっと」

「わ、す……も、申し訳ございません！」

　気が急せいていて、随分と勢いがついてしまったようだ。

　廊下にびっくりした目をして立ち尽くしている長身の男性を見つけて、私の胸がドキンと音を立てて跳ね上がった。

　すぐにハッとして、慌てて頭を下げる。

「ぶつかりませんでしたか？」

「ああ、大丈夫。ところで、錦は？」

　フランクな物言いで、神楽さんの所在を確認してくるのは、ＣＯＯの清家さんだ。

　優雅な物腰で、スマートな長身。スーツの後ろ姿だけパッと見たら、一瞬どっちだかわからないくらい、神楽さんと背格好はよく似ている。

　でも、雰囲気はだいぶ違う。

　茶色く柔らかそうな猫っ毛の神楽さんに対して、清家さんは漆しっ黒こくのサラサラショートヘア。物静かで紳士的な人で、インテリジェントという言葉がよく似合う。

「トップ会議の後、ランチ懇親会に出席されています。お戻りは二時頃の予定です」

　朝、神楽さんにも諳んじたことを、清家さんの前でも繰り返した。

　彼からは、「そ」と短い声が返される。

「あの。なにかご用でしたら、申し伝えますが」

　口に手を遣り、なにかを思案する清家さんに、私はそう付け加えた。

　彼は顎をさすりながら、何度か小さく頷き返してくる。

「今夜の約束、キャンセルされただろ？　実は話したいことがあったんだけど」

　私は、『あ』という形に開けた口に手を当てた。

「そ、そうだったんですか」

　神楽さんは、『清家のならいつにでも変更できるだろ』なんて言っていたけれど、大事な話があるようだ。スケジュールを入れ直してもらえるよう、神楽さんにお伺いを立てた方がいいかもしれない。

「でしたら、神楽さんが戻られたら、もう一度……」

「ああ、いや。会食じゃなくてもいいんだ。帰る前にちょっと時間取ってくれないかな。すぐ済むから。十分でいい」

「そ、そうですか？」

　清家さんに遮られて、私はちょっと拍子抜けしながら首を傾げた。

　大事な用っぽいのに、十分で済むんだろうか。

　私は思考を巡めぐらせたものの、すぐにシャキッと背筋を伸ばした。

「では、そのようにお伝えします」

「よろしく」

　清家さんは短くそう言って、私に背を向けた。一歩足を踏み出し、なぜだかそこでピタリと足を止め、再びこちらを振り返る。

　私は、ドキッと胸を弾ませながらも、

「あの。まだなにかご用件が？」

　話を促すつもりで訊ねる。

　彼は、目を細めてニコッと笑った。

「うん。今度は、秋津さんに」

「私……？　はい。なんでしょうか？」

　清家さんが私に用事なんて。なんだろう？と緊張して、ドキドキと加速し始める胸に手を当てた。

　彼は笑みを湛たたえたまま、両手をスラックスのポケットに突っ込む。

「見たところ、これからランチに出かけるところだった……ようだけど」

「え？　あ、はい」

　清家さんの視線が私の手の長財布に向けられているのに気付き、私もつられて目を落とす。

「午前中の会議の記録、ちょっと時間かかっちゃいまして。神楽さんのお戻りに間に合わないので、サッと行ってこようかと」

　そう説明を加えると、彼は「よかった」と呟いた。

「俺も、あまり時間がなくて。手近なカフェでサッと済ませようと思ってたんだけど。よかったら、一緒にどう？」

　悪いた戯ずらっぽく問われて、私は思わず大きく目を見開く。

「わ、私と、ですか……!?」

　ランチのお誘いだ、と合点した途端、裏返った声で聞き返していた。

　私の反応は、大袈裟だったんだろう。清家さんは苦笑気味に、「うん」と一度頷いてくれる。

「迷惑じゃ、なければ」

「迷惑なんて、そんな！　滅相もありませんっ」

　謙虚に付け加えられたひと言を力いっぱい否定して、私は勢いよく首を横に振った。

　心の中で、『うわー、うわー、うわー!!』と、絶叫して興奮する自分がいる。

　心臓はドッドッと音を立てて弾む。私は、完全に舞い上がっていた。

　清家さんとランチ。

　今まで、神楽さんや清家さんの秘書を交えて、四人でランチをしたことは何度かあったけれど、ふたりでなんて初めてだ。

　どうしよう、なにを話せばいいだろう……！

　緊張を強めて頬を染める私をクスッと笑い、清家さんはそのままくるりと方向を変えて、先にエレベーターホールに向かって歩き出した。

「ほら、行こう、秋津さん。君も二時までに戻らなきゃならないんだろ？」

「は、はいっ」

　私は財布をぎゅうっと握りしめ、小走りで彼の背を追った。




　清家さんとふたりで入ったのは、ビルの地下フロアにあるカフェだ。

　ふたり揃って、サンドウィッチとコーヒーをオーダーして、カウンター席に並んで座る。

　ＣＯＯとして、普段から多くのＶＩＰ顧客との商談の席に着く清家さんのコミュニケーション能力はさすがだ。聞き役に回り、私から話題をうまく引き出し、広げてくれた。

　緊張がほぐれたおかげで、ついさっき耳にした、神楽さんと藤間頭取の会話を思い出す。

「そういえば、先ほど、藤間頭取が、神楽さんと清家さんと、ゆっくり昔話がしたいと仰ってました」

「え？」

　コーヒーを口にしていた清家さんが、カップを離して聞き返した。

「ＳＫトレーディングの業績が好調なのを、喜んでくださっていて」

　カウンターに並ぶ彼の横顔に、私は笑いかけた。だけど、清家さんが眉根を寄せているのに気付き、笑顔を引っ込める。

「……あの？」

「ああ、いや。ごめん」

　探るように呼びかけると、彼はハッとした様子で私の方に顔を向けた。

「藤間頭取は、まだ専務だった頃、俺と錦の起業に親身になってくれたんだ。まだ学生で、経営も金融知識も浅い俺たちに、いろいろなアドバイスをしてくれた」

「あ、そういえば……」

　頭取自身も、『起業相談を受けていた』と言っていたっけ。

　なるほど、そういう縁があったのか。

「子供の成長を喜ぶような心境なんでしょうか。そんな方が今は頭取だなんて、心強いですね」

　私は声を弾ませたものの、はた、と我に返る。

　それにしては、神楽さんのあれは辛辣すぎやしない？

　無意識に難しい顔をしたのを、清家さんに見られてしまった。

「秋津さん？」

　彼が、怪訝そうに呼びかけてくる。

　私は「いえ」と、表情をごまかしながら、

「それなら、藤間頭取は恩人のような人ですよね。なのに神楽さん、頭取のこと、〝狸〟だなんて」

　困ったもんだ、という気持ちで、ぎこちなく笑う。

　ところが、清家さんが口元に手を遣って目を逸らしたから、私も言葉を止めた。

　もしかして、緊張を緩めすぎて、余計なことを言ってしまっただろうか。

「あの……？」

　怯んで窺うように訊ねると、彼も困ったように目尻を下げた。

「いや。そうだね。藤間頭取は恩人なのに……困ったね」

「……？」

　なんだかとってつけたような言い方に、私は腑ふに落ちない気分になった。

　けれど。

「そろそろ戻らないと。秋津さん。君も時間だろ？」

　左手首の腕時計に目を落とし、会話を切り上げられたら、「はい」と答えるしかない。

　私のとふたり分の食器がのったトレーを手に、カウンターから離れていく清家さんを、私は急いで追いかけた。




　ランチの支払いは、清家さんがしてくれていた。

　役員フロアのエレベーターホールで、清家さんと別れ際、「ご馳走様でした」と恐縮しきって頭を下げたのは、あとほんの少しで午後二時になるというギリギリの時間だった。

　急いで執務室に戻り、デスクに回り込むと、神楽さんがほとんど同時に帰室した。

「お、お帰りなさい」

　私は突っ立ったまま弾んだ呼吸を抑え、私のデスクの前をスッと横切る彼に声をかける。

　神楽さんは「ん」と頷き返すだけで、自分の執務机に進んだ。

「なに。今休憩帰りか？　やけに遅いな」

　そう問いかけられて、反射的にドキッとしてしまう。

　私はデスクの椅子を引いて、そっと神楽さんに目を上げた。

「はい。戻ってきてから議事録を進めていたら、意外と時間がかかってしまいまして」

　しっかり腰を下ろし、パソコンにログインしながら、ビジネスライクに返答する。

　彼が革張りの椅子にドカッと勢いよく座るのが、視界の端に映り込んだ。

「……清家と、一緒だった？」

　上目遣いの視線をちらりと向けられ、

「えっ!?」

　不意打ちの質問に、聞き返した声が上擦った。

「一台前のエレベーターに、一緒に乗っていくの、見たから」

　神楽さんは素っ気なく言葉を重ねると、長い足を組み上げた。

　私から目線を外さず、シートにふんぞり返る。

「え、っと……はい。たまたま私が部屋を出る時、いらっしゃったので」

　意味もなくドクドクと騒ぎ出す胸の鼓動を意識しないよう、私は努めて冷静に、何食わぬ顔をして返事をした。

　それには、「ふ～ん」と鼻を鳴らして返される。

「たまたま……ね」

　神楽さんはやけにゆっくり繰り返し、私からふっと目を逸らした。私が目で追う前で、再び椅子から立ち上がり、スーツの上着を脱ぐ。

「最初から、お前を誘いに来たのか？　アイツ」

　上着を執務机の上にバサッと放り投げ、そう訊ねてくる。

「い、いえ。あの」

　私はほとんど条件反射で執務机に駆け寄り、彼の上着を手に取った。

　窓際の隅っこに置いてあるハンガーラックに掛けながら、そっと振り返る。

「今夜の会食のお約束。キャンセルしたんですが、お話があったようで」

　話題を変えるチャンス。

　ここぞとばかりに声を発して伝える。

　神楽さんは私に背を向け、腕組みをした格好から、肩越しに視線を投げてくる。

「それで、お帰りの前に、少しでいいからお話する時間が欲しいと」

「話？　……ああ、わかった」

　神楽さんは、清家さんの話がなにかは特に興味がなさそうで、表情ひとつ変えないけれど、耳は傾けてくれた。

「それでは、そのようにご連絡しておきますね」

　了承してくれたことにホッとした。

　私は、ペコッと頭を下げ、そそくさと自分のデスクに戻った。

　私が清家さんの秘書の中川さんと電話をしている間、神楽さんは窓ガラスに背を預けたまま、鋭く細めた横目をこちらに向け、ジッと見つめていた。

　観察するような視線が、落ち着かない。

　平静を保ち、顔の筋肉を動かさずにいるのが精一杯。

　おかげで、トップ会議の後、藤間頭取を『狸』だなんて言ったことを注意したかったのに、できないまま。

　彼が次の会議に行くまでの時間、私は終始デスクに目を伏せていた。










憧れの彼はボスの親友




　本日最後のミーティングを終え、神楽さんが執務室に戻ってきたのは、午後六時を少し回った頃。

　あらかじめ私が時間をお伝えしていたからか、清家さんはまるで計ったようなタイミングで、神楽さんを訪ねてきた。

　お茶を淹いれようか訊ねると、清家さんに「いいよ」と言われたので、私は自分のデスクに戻った。『十分でいい』という言葉通り、どうやら手短に済ますつもりらしい。

　彼は、神楽さんの執務机の前に立った。

　神楽さんも応接セットのソファに移動するでもなく、黒い革張りの椅子にどっしりと座ったまま。長い足を組み、目線を上げるだけで、話を促す。

　私は、軽く腕組みをする清家さんをそっと窺い見た。私の位置からは、彼を真横から眺めることになる。

「今週末、休日に悪いが、時間を空けてほしい」

「……はあ？」

　清家さんの用件を耳にして、神楽さんは訝し気に眉根を寄せた。

「なんだ。この十分で完結する用件じゃなかったのか」

「お前が今夜キャンセルしたからいけないんだろ。無駄な時間を割く羽目になったのは、俺も同じだ」

　不服そうに反論する清家さんの前で、神楽さんはひょいと肩を竦めた。

　私は、本日最後の仕事を進めながら、ふたりの会話が気になって聞き耳を立てる。

「なんだ、それ。そういや、お前、今夜の約束もなんの用だか言わなかったな。もともとなにが狙いだったんだ？」

　神楽さんが、どこか警戒するような目を清家さんに向ける。

　その視線を受けても、清家さんは特に怯む様子もなく、口をへの字に曲げた。

「俺は頼まれただけだ。……お前に会いたいってヤツがいるんだよ」

　ついつい好奇心がくすぐられ、私はそおっとふたりを窺った。

「俺に？」

　ピクリと眉尻を上げた神楽さんが、ふっとこちらを見たせいで、真っ向から目が合ってしまう。私は、慌てて顔を背けた。

　ひとり焦ってバタバタする私に、清家さんは気付かない。小さく溜め息をついて、神楽さんの質問に答えた。

「絵え里りが……。錦を誘ってくれって」

　清家さんが、女性の名を告げるのを聞いて、私の胸がドクッと沸き立った。

「絵里？」

　神楽さんは、眉間に皺しわを刻んでその名を繰り返す。

「アイツ、海外留学中じゃなかったか？」

　即座にそんな質問を返すところを見ると、彼も知っている人のようだ。

「二カ月前に、帰国した」

　清家さんは、淡々と短い返事をする。

　ふたり揃って名前で呼ぶからには、プライべートで共通の知人に違いない。

　私は、キーボードの上で指を止めて、目の前で交わされる会話に耳を澄ました。

「っていうか、お前。それでまた、絵里と連絡取ってるのか？」

　神楽さんが、清家さんに呆れたような顔を向けていた。

「たまにな」とだけ言って口を噤つぐんだ清家さんが、突然私の方にチラッと視線を流す。

　今回は、反射的に顔を伏せたおかげで、目が合うのは回避したものの……。

　いけない。すっごい聞き耳を立てていたこと、気付かれたに違いない。

　私はドクドクと音を立てる心臓を気にしながら、キーボードに置いた指を再び動かし始めた。

　とにかく、最後の仕事に集中して、邪心を払おうとした。

「今夜、本当は彼女も来るはずだった。キャンセルの連絡はしたんだけど、どうしてもって聞かないからさ」

　私の様子を確認して、清家さんが溜め息混じりに話を続ける。

　モニターの議事録に没頭しようとしているのに、私の耳はやっぱりふたりの会話を拾ってしまう。

　どうやら、神楽さんより清家さんの方が、親しい関係にあるっぽい。その女性が神楽さんに会いたいと言って、清家さんはお願いを叶かなえようとしている。

　いったい、どういう関係だろう――？

　やけに気になって、仕事の手が止まってしまう。

　そんな私をよそに、ふたりの会話はいつの間にか終わっていた。

「じゃ、よろしく」

　清家さんが踵きびすを返す気配を感じ、ハッとして顔を上げる。彼は私のデスクの前を横切り、大股でドアに向かっていくところだった。

「あ、清家さん……！」

　私は弾かれたように立ち上がり、その背に呼びかけた。

　ドアに手をかけた彼が、「ん？」と振り返る。私は急いでドア口に走った。

「あの。……お昼、ありがとうございました」

　清家さんの前に立って頭を下げ、小声でコソッとお礼を言った。

　それを聞いて、彼は「ああ」と爽やかに笑う。

「今日はあんなもんだったけど、また機会があったら、ちゃんとしたとこ行こうね」

「う、嬉しいです。ありがとうございます」

　清家さんにとってはただの社交辞令だろうけど、私は気持ちを高揚させてお礼を重ねた。

　途中、彼が横に視線を流したのに気付き、私もつられて顔を向けた。

　すると、唇を結んでこちらを見ていた神楽さんと、バチッと目が合う。

「っ」

　私は、反射的に俯いて逃げた。

「じゃ、お疲れ様」

　清家さんは、軽く手を振って執務室から出ていった。

　ドアがしっかり閉まるまで見送って、肩を動かして息を吐いた。

　意識して姿勢を正し、くるりと回れ右をする。

　神楽さんの執務机と真っ向から向き合う形になったけれど、伏せた目に映るのは自分の足元だけ。

「……清家となに話してた？」

　デスクに戻ろうと足を踏み出した途端、じっとりとした声で訊ねられた。

　一瞬ギクッとして立ち止まり、そっと面を上げる。

　神楽さんはさっきまでと同様、椅子にふんぞり返ったまま、腕組みをして私を見据えていた。ムッと顔を歪めているから、不機嫌なのがはっきりと伝わってくる。

「えっと」

　私は、目を泳がせながら口を開いた。

「今日のランチ。ご馳走になってしまったので、そのお礼です」

　早口でそう答え、そそくさとデスクに戻った。椅子に腰を下ろし、なにかに急き立てられる気分でデスクの片付けを始める。

　なんとなく、ふたりの話を聞いてはいけなかった気がした。

　特に言われなかったから席を外さずにいたけれど、さっきの会話は、明らかにプライベートなもの。その上、神楽さんの様子から察するに、彼にとっては不本意な形で収束したことが判断できる。

　それならば、ここは退散するのが正解。

　私はバタバタとデスクを施錠してから、小さく椅子を軋きしませて立ち上がり、身体ごと神楽さんの方に向き直った。

「あ、あの。お先に……」

　妙に肩に力を入れて、挨拶しようとすると。

「藤間頭取の娘だよ」

　床についた足を軸に、椅子をゆらゆら揺らしながら、神楽さんがポツリと呟いた。

「っ、え？」

　なんの話題だか、瞬時に思考が働かず、聞き返す。

「藤間絵里。俺たちの八つ年下で、清家の幼なじみだ。その縁で、起業時、頭取に相談に乗ってもらえた」

　神楽さんは腕組みをしたまま、難しい顔で説明してくれる。

「大学卒業後、就職せずに留学しててね。何不自由なく育てられた、根っからのお嬢様」

「そ、そうなんですか」

　私は、何気ない相あい槌づちで返した。

　神楽さんは、ちらりと上目遣いに私を見遣ると、少し勢いをつけて椅子から立ち上がった。

「誰？って。気にしてたようだから、説明した」

　静かにそう言われて、私はギクッと身を竦ませた。

　神楽さんはデスクを回り込み、ゆっくりとこちらに歩を進めてくる。

「す、すみません。聞き耳立てるような真似を。失礼しました」

　咎められると思い、私はとっさに頭を下げて謝罪した。

　それに対する返事はない。

　神楽さんは私の目の前まで来ていた。

　伏せた視界に、ピタリと止まった革靴の爪先が映り込む。

　私は恐る恐る顔を上げて、長身の彼を仰いだ。

「お前、俺と清家、どっちを気にしてた？」

「え？」

　質問の意味がわからず一瞬戸惑い、パチパチと瞬きを繰り返す。

「絵里が、俺のなにか。それとも……清家のなにか」

　神楽さんは、どこかもったいぶって、わざと含むような聞き方をしてくる。

　私はゴクッと喉を鳴らし、無意識に胸に手を当てた。

「なにが聞きたいんですか？」

　わずかに警戒しながら質問で返すと、神楽さんは私から顔を背けた。

「お前さ。清家のこと……」

　腕組みをして、続ける横顔。

　彼が清家さんの名を出して探ってくる気配に、私はギクリと肩を動かす。

　けれど、神楽さんは眉根を寄せ、ギュッと口を噤んでしまった。

　話題を振ってきた彼が黙り込んでしまうから、私たちの間に微妙な沈黙がよぎる。

「あの……？」

　焦じれて先に口を開いたのは、私の方だった。

　小さく窺うような声だったけど、神楽さんはハッとしたように、大きな手で口元を隠した。

「お疲れ」

　その手の向こうで、私に短い労いの言葉を放つ。

　わかりやすくごまかす彼がらしくなくて、肩透かしを食らった気分になる。

「あの、神楽さん？」

　拍子抜けして、思わず呼びかけてしまった、けれど。

「なんでもないよ。帰らないなら、問答無用でデートという名のディナーに連れていくぞ」

「っ！　お、お先に失礼します」

　なぜだかふてくされた調子で言われ、私は広い背中に向かって勢いよく頭を下げた。

　返事の代わりに、深い溜め息が返ってくる。

「……清家には、簡単に連れ出されたくせに。俺は足蹴かよ」

「え？」

「さっさと帰れ。デートは嫌なんだろ？」

　神楽さんは不機嫌に呟いて、大股で執務机に戻っていく。

　その背中を、私は困惑して目で追った。

　けれど、今度は黙礼するだけでドア口に急ぎ、そのままオフィスを後にした。




　ＳＫトレーディングに転職したのを機に、私はひとり暮らしを始めた。

　初めてのひとり暮らしに選んだ部屋は、会社から地下鉄で乗り換えなしで四駅ほど。立地がいい分家賃も高いし、決して十分な広さとはいえない、八畳のワンルームという間取り。

　だけど今となっては、多少手狭でも、会社に近い物件を選んで正解だったと思っている。

　秘書室に異動してから、就業時間が変則気味だ。神楽さんのスケジュールに合わせる必要があるため、朝が早かったり、接待に同行して夜遅くなることも多々ある。

　家が遠くて通勤時間が長いと、それだけで疲労感が強まる。

　そんな中、今日は午後七時前に帰宅できた。

　それから夕食をとり、ちょっと早いけどお風呂に入って上がってくると、スマホのデジタル時計は【20：35】と表示されていた。

　ここからは、自分の時間をゆっくり満喫できる。

　髪をタオルドライしながら、身を屈めて冷蔵庫を覗き込む。缶ビールを一本手に取り、室内に移動した。

　部屋の奥、壁際に置かれたベッドに背を預け、フローリングの床にじかに腰を下ろす。

　ローテーブルの上からテレビのリモコンを手に取って操作すると、いきなり賑やかな音声が聞こえてきた。バラエティ番組だったようだ。

　チャンネルはそのままに、缶を開ける。

　プシュッと小さな音がする。

　缶を口に運び、グッとあおって一気に三口、ごくごくと飲んだ。

「……はああ」

　真夏のこの季節、仕事の後じゃなくても、渇いた喉にビールの炭酸が心地よい。

　一度缶を床に置いて、私はなんとなくスマホを手に取った。

　特になにをするでもなく、メールやＬＩＮＥを確認しながら、脳裏をよぎるのは今日一日の出来事。

　――ラッキーだったな、清家さんとランチできるなんて……。

　別になんてことない、カフェでのランチ。素早く胃を満たすのが目的で、交わした会話は当たり障りのないものばかり。時間にしたらほんの三十分足らずだったけど、思い返すうちに、私の顔は自然と緩んでいった。

　私は、入社する前から、清家さんに憧れていた。

　転職試験に備えた企業研究のつもりで、普段は読まない経済誌を何冊も買い込み、その中に清家さんのインタビュー記事を見つけて、引き込まれてしまったのだ。

　学生時代に起業したという若きＣＯＯは、当時まだ三十歳になったばかりだったのに、落ち着いた穏やかな空気を漂わせる、凛とした顔立ちのイケメンだった。

　もちろんルックスだけでなく、記事からは彼の誠実さも滲み出ていて、どんな人だろう、とイメージを膨らませていた。

　一次の筆記試験の後、人事面接を三回受けた。

　私は異業種からの中途採用試験受験者だったから、それまでの面接では結構意地悪で手強い質問もされた。私の反応を見ているとわかっていても、前職をたった数年で退職していることもあり、捉え方によっては圧迫面接ともいえる、厳しい言われ方もした。

　それもあり、四度目になる最終面接では、正直言うと若干心が疲弊していた。ここでも意地悪な質問をされたら、うまく切り返せるか自信がなかった。

　心を奮い立たせて臨んだ最終面接。

　面接官は、清家さんだった。

　インタビュー記事を読んで惹かれていた人の登場に、私は自分でも驚くくらい緊張感を増していた。

　かなり距離の開いた対面の椅子に座り、無駄に肩を怒らせ力んだ私に、彼は優しく目を細めて、言ってくれたのだ。

『今までの面接で少々意地悪な質問があったことを、お詫わびします。今日は私と世間話をしましょう。そうだな……これまでのあなたのことを、教えてください』

　新卒時の就活を含めても、そんなことを言われたことがない。

　逆に、なにを話せばいいか戸惑った私に、清家さんはおもしろそうに微笑んだ。

『難しいことは聞きません。たとえば、幼稚園時代の心に残るエピソード。小学校の運動会で、駆けっこで何位だったとか。聞かせていただけるなら、初恋がいつでどんな相手だった、というのでも』

　悪戯っぽい瞳。

　それこそ就活の面接でされたこともない質問で、私はつい苦笑を漏らしてしまった。

　けれど、それが私の緊張をすべて根っこから解いてくれた。

　いつもの私で、ちょっと気を緩めすぎ？と思う〝思い出話〟をして、最終面接が終わった。

『ご縁がありましたら、三日以内にご連絡いたします』という面接の常じょう套とう句くを耳にして、失敗したかも、という不安が胸をよぎった。

　けれど、清家さんと向き合って自分のことを話した二十分間は、これが採用面接だと思えないほど楽しかったから、もしダメでも……と、納得して満足できた。

　最後に頭を下げて、面接のお礼を告げた私に、彼が言った。

『うちで一緒に働くことができたら、今のように心置きなくいろいろなことを話してください。うちの会社はまだ小規模ですから、たとえ私がＣＯＯでも、廊下ですれ違うことも多々あると思います』

　その言葉で、清家さんが従業員を大事にしているトップだと感じた。

　彼が思った通りの人だったから、なんだか胸がいっぱいになり、言い様もなく心が躍って……。

　翌日、無事に採用の連絡を受け、私は清家さんと廊下ですれ違う日が来るのを心待ちに、ワクワクしていた。

　だから、今、清家さんが私を評価してくれて、ＣＥＯ付き秘書になったことを、誇りに思っている。

　そして、今までよりも少し……いや、かなり彼に近い場所にいられるのが、幸せだった――。

　その後の週末は、ふとした瞬間に『清家さんと神楽さんは、いつ会ってるのかな』と何度か考えたりした。

　それでも、深く思考を働かせるには至らず、私はいつもと変わらないのんびりとした休日を過ごした。




　そして迎えた週明け。

　朝から、殺人的な陽射しが降り注ぐオフィス街。まだ朝だというのに、アスファルトはすっかり太陽に焼かれ、足元から熱気が立ち上ってくる。

　ほんの数分歩いただけで、オフィスビルに着いた時には、私はじんわりと汗ばんでいた。

　グランドエントランスに入った途端、エアコンで冷やされた空気に包まれる。

　一瞬、ひやっと感じる冷気が心地よい。

　ハンカチで額を押さえながら、私はセキュリティゲートに向かった。

　すると、その向こうのエレベーターホールから、神楽さんが姿を現した。

「あ、あれ」

　スマホを片手に電話しながら、大きな歩幅でこちらに歩いてくる。

　なんだろう。随分と渋い表情だけど、電話の相手は仕事関係の人だろうか？

「昨日も言ったろ？　もう俺を巻き込むなって」

　脇目も振らずに、ずんずん歩を進める彼が、そう言うのが聞こえる。

　眉根をギュッと寄せている上、苦々しい口調。どうやら、仕事関係の相手ではないようだ。

　私はその場に立ち尽くし、セキュリティゲートにＩＤをかざす彼をジッと見つめた。

「こっちは忙しいんだ。アポなしで訪ねてきたりするなよ。常識考えてくれ」

　神楽さんは私に気付く様子はなく、素っ気なく言葉を重ねながら闊かっ歩ぽしていく。

　数メートル先を通り過ぎていく彼を、私は目で追った。

　どうやら、エントランスの隅にある、待ち合わせブースに向かっているようだ。

　なんとなく気になって、気付いたら私も足を踏み出していた。

　彼が向かう先に視線を走らせると、ブースのソファからスッと立ち上がる女性を見つけた。

　神楽さんが、スラックスのポケットにスマホをねじ込む。グッと顔を上げて、その女性の方にまっすぐに突き進んでいく。

　女性が、背中半分を覆う長さの、柔らかそうな茶色い髪を揺らした。スマホを握りしめているから、ついほんの一瞬前まで神楽さんと電話をしていた相手だとわかる。

　年の頃は、二十九歳の私より、少し年下くらい。とてもシックな紺色のワンピース姿で、この辺のオフィスで働くＯＬとは雰囲気が違う。

　私は、彼女が神楽さんのどういう知り合いか測りかねた。

「絵里」

　彼女の前に辿たどり着き、ピタリと足を止めた神楽さんが、溜め息混じりにそう呼んだ。

　それを聞いて、無意識に後を追っていた私も立ち止まった。

　絵里って……この週末に神楽さんと清家さんが会ったはずの、藤間頭取の娘さん？

　私はドキンと胸を跳ね上げ、対峙するふたりを窺う。

「常識ないことして悪かったわね。でも、もとはといえば錦のせいよ」

　美人というよりはかわいいというのが正解の、整った顔立ちの彼女が、やや眉尻を上げ、唇を尖とがらせて神楽さんに食ってかかった。

　エントランスを行き交う人に幾度となく視界が遮られるけれど、わりと近くまで追ってきてしまったせいで、耳を澄ませば会話の声は拾える。

「なんで」

「次に会う約束、ごまかして帰っちゃったじゃない。私は錦の恋人に立候補したんだけど。あんまりじゃない？」

「っ……!?」

　彼女……絵里さんが不機嫌にしれっと告げるのを聞いて、私はギョッとして息をのんだ。

　恋人……!?

　神楽さんの恋人に、立候補!?

「俺のせいなのはわかったから、今日のところは帰ってくれ」

　神楽さんは、取りつく島がない物言いで、絵里さんに告げる。

「じゃあ、正式にアポイント入れるわ。それで文句ないでしょ」

　彼女が負けじと畳みかけるのを聞いて、神楽さんは太く深い息を吐いた。

「……大人しく、清家に遊んでもらえよ」

　神楽さんが返した言葉を聞いて、私の胸はドクッと沸き立った。

　彼女は、一瞬口ごもったけれど、

「わけがわからない。どうしてここで温人が出てくるの」

　ふてくされた様子で、プイッとそっぽを向いてしまった。

「どうせ、またいつもの当てつけだろ？」

　溜め息混じりに即答した神楽さんの前で、絵里さんはグッと黙り込む。

　なんだかよくわからないけど……。

　清家さんの名前が出てきた途端、私は嫌な胸騒ぎを感じていた。

　私の心臓は、ドキドキと強い拍動を繰り返している。

『遊んでもらえ』も『当てつけ』も、神楽さんがなにをにおわせて言っているのか……。

　彼女は清家さんの幼なじみとだけ説明されたけど、まったく勘付かないほど、私は鈍くはないつもりだ。

「それに……」

　神楽さんは、先を続けながら、こちらを振り返った。

　真っ向から視線がぶつかってしまい、ぎくりとした途端――。

「唯。こっち来い」

「っ!?」

　名前で呼ばれたのは、完全に不意打ちだった。

　すぐにギョッと目を剥むいたものの、絵里さんも私に顔を向ける。『誰？』というように、うさんくさそうに目を細める彼女の前で。

「俺の秘書兼恋人。秋津唯さん」

　神楽さんは、飄ひょう々ひょうとした調子で言ってのけた。

　大股でこちらに歩いてくるのを見て、私はその場に凍りつき、一瞬呼吸を止めた。

「錦の、恋人……？」

　絵里さんが、虚を衝かれた様子でパチパチと瞬きする。

　半信半疑といった目に晒さらされ、私は慌てて大きく首を横に振った。

　神楽さんのとんでもない発言を、否定しようとした。

　ところが、私の行動を阻止するように、目の前に迫った彼が私をグイと抱き寄せる。

　息をのむ私の頭上で、「そう、恋人」と軽い調子で返した。

「嘘。そんなのいないって、温人が……」

「秘書が相手なのに、清家に軽々しく言うわけないだろ。でも、絵里が入り込む隙間もないほど、四六時中ラブラブなんだ。俺たち」

　どさくさに紛れて、なんてことを言うの、この人は……!!

「ち、ちが……！」

　私は彼の腕を解いて、その発言を撤回すべく声をあげた。なのに、一瞬早く彼が腕に力を込めて、それを阻む。

「っ、ぐ……」

　不覚にも、胸に強く顔を押さえつけられて、私の反論は声にならずにくぐもった。

「四六時中ラブラブって……。錦、業務中に秘書となにしてんのよ。いやらしい」

　絵里さんの呆れたような声が耳に届く。

　それには私も憤慨した。

　なにもしてない！

　勝手に人を『いやらしい』なんて言わないでほしい!!

「幻滅したろ？　だから俺はやめておけ」

　必死にもがく私を抱えたまま、彼は片手をスラックスのポケットに突っ込み、スマホを取り出した。

「清家なら、もう上にいるぞ。なんなら俺が呼び出してやろうか？」

　手にしたスマホに親指をスライドさせるのが、私の視界の端っこに映る。

「っ……！　い、いいわよ、呼ばなくて。錦のバカ！」

　絵里さんが、焦った声で、地味な捨て台詞ぜりふを吐くのを聞いた。

　すぐにバタバタと走り去る足音がして、頭上で神楽さんが小さくホッと息をつく。

　同時に、私の身体に回っていた腕が緩んだ。

「っ……!!」

　私は彼から飛び退くようにして離れた。

　頬を赤く染めて、まずひと言文句を言おうとしたのに、

「悪かったな、巻き込んで」

　先手を打って謝られてしまって、喉まで出かかっていた言葉をのみ込んだ。

　さらりと額に下りた前髪を鬱うっ陶とうしそうにかき上げ、正面玄関の自動ドアの方を見遣る横顔を見て、私も大きく肩で息をした。

　言いたいことは多々あるけど、彼に巻き込んだという自覚があるなら、わざわざムキになって蒸し返す必要はない。

　私は一度口を噤んで、神楽さんと同じ方向に顔を向けた。ガラス窓の向こうの大通りに、絵里さんの姿は見つからない。

「あの……当てつけって、どういうことですか？」

　私は両肘を抱え込み、神楽さんからわずかに目を逸らして、ためらいがちに訊ねた。

「随分と聞き耳立ててたんだな」

　神楽さんは、やや呆れたようにそう言った。それを聞いて、私もグッと言葉に詰まる。

　けれど彼は、私を咎めるでもなく、クスッと笑った。

「恋人に立候補なんて言っても、どうせ本気じゃないからな」

　軽い調子で言い捨て、私の横を通り過ぎると、神楽さんはセキュリティゲートの方に歩き出す。

　私も、その後を追った。

「絵里にとって、この世界で〝男〟はたったひとりだ」

　神楽さんは私に背を向けたまま、淡々とした口調で重ねる。

　彼の返事が引っかかり、私はその場でピタリと足を止めた。

「え……？」

　無意識に、短い言葉を返す。

　それを耳に留めたのか、神楽さんも私の二歩前で立ち止まった。

　ゆっくりと振り返った彼の瞳に、先ほどのざわざわとした胸騒ぎが、再び押し寄せてくる。

「これっぽっちも予想できなかった？　絵里は、清家の元カノだよ」

「っ……」

　スラックスのポケットに片手を突っ込んだ神楽さんの前で、顔が強張るのを抑えられない。

「しかも、ただの恋人じゃない。この十年近くの間、清家にとっても、唯一の彼女」

「え？　ど、どういう……」

　どこか意地悪に口角を上げて続ける神楽さんに、私は反射的に聞き返した。

　彼は、『わからないの？』とでも言いたげに眉根を寄せる。

「もうずっと、付き合って別れてまた付き合って……って関係続けてるんだよ。清家と絵里」

「……！」

「この間別れたのは、絵里の留学前。二年経ったし、さすがにもう復縁もないだろうと思ってたんだが……また性しょう懲こりもなく連絡取り合って、結局俺はまた、絵里に清家への当てつけに担がれる」

　神楽さんが、絵里さんに『巻き込むな』と言った意味が、それでやっとわかった。

　ドキドキと心臓が嫌な鼓動を刻むのを感じて、私は胸に手を当て、ぎゅうっと拳を握りしめる。

　目線はだんだん下に落ちていき、気付くと自分の足元をジッと見つめていた。

　そんな私の視界に、神楽さんの黒い革靴の爪先が映り込んだ。彼が床に踵かかとをカツッと鳴らして、距離を詰めてくる。

「俺の前では完璧な修行僧なのに、清家のことになると修行が足りないみたいだな。動揺が隠せていない」

　揶揄するような言葉が、頭上から降ってきた。

　私はギクッと身を竦ませてしまい、ハッとして顔を上げる。

「あ……」

　ほとんど喉を仰のけ反ぞらせて見上げた先に、不機嫌そうに眉根を寄せる神楽さんを見つけた。

　唇を真一文字に結んだ彼が、自分の言葉に私がどんな反応を見せるか、観察しているのがわかる。

「な、なんのことだか」

　私はようやく気を持ち直して、胸元を固く握りしめながら彼の視線から逃げた。

　大きく顔を背け、とにかく神楽さんが私に背を向けてくれるのを待つ。

　なのに、やっぱり彼は私に意地悪だ。

「ごまかすなよ。哀れなくらいバレバレだ。お前……清家にそんな女がいたこと知って、ショック受けてるんだろ？」

「そ、そんなこと、別に」

「ごまかすなと言ってる。好きなんだろ？　清家のこと」

「っ……」

　なにをどう取り繕おうとしても、『ごまかすな』のひと言で一蹴される。

　その上、さらにグイグイと心を暴こうとする神楽さんの前で、私は返事に窮した。

　私の頭上で、神楽さんが深い溜め息をつく。

「二年も俺のそばにいて、まったくなびかないのは……清家が本命だからか」

　どこか忌いま々いまし気に呟いて、彼は今度こそ大きく踵を返した。

　そして、立ち尽くす私を置いて、さっさとセキュリティゲートを抜け、オフィス棟に続くエレベーターに向かっていった。










秘密の片想いを見抜かれて




　私が二十五階のエレベーターホールに着いた時、一台先に乗っていった神楽さんは、すでに執務室に続く廊下の中ほどまで進んでいた。

「待ってください、神楽さん!!」

　廊下を駆け出し、半ば叫ぶように呼びかけると、彼はその場でピタリと足を止めた。けれど、私を軽く一いち瞥べつしただけで、すぐにスタスタと先に行ってしまう。

「っ……神楽さん!!」

　なぜか焦燥感に駆られ、私は強く床を蹴った。

　廊下に敷き詰められたカーペットに、六センチのピンヒールが沈んで走りづらい。

　それでも、とにかく一刻も早く神楽さんに弁解しないと。

　そんな気持ちに突き動かされた。

　だって、もし、清家さんの耳に入ったりしたら――。

　彼は私に、ＣＥＯ付き秘書への抜擢理由を、『真面目な仕事ぶりと評価の高い君なら、惑わされることなく立派に職務を全うしてくれるだろう』と言ったのだ。

　要は、男の色気たっぷりの神楽さんと一緒にいても、色いろ恋こい沙ざ汰たに陥ることはない、業務に邁進してくれる、と期待してくれたということだ。

　なのに……神楽さんには惑わされなくても、清家さんに淡い恋心を抱いていたなんて知れたら？

　結局、彼の期待に背いたのと同じだ。

　真面目な仕事ぶりどころか、もう幻滅されるかもしれない。

　せっかくこれまで頑張ってきたのに……。

　清家さんの信頼を失う恐怖で、私は必死だった。

「待って！」

　先に執務室に入った神楽さんを追って、ドアが閉まる前に滑り込む。

　パタンと音を立てたドアの前に立ち尽くし、ぜえぜえと荒い呼吸を繰り返す私を、彼は呆れた表情で振り返った。

「このくそ暑い中、よくもまあ朝からダッシュする気になれるな、お前」

「い、わない、で」

「は？」

「お、願いです。清家さんには、絶対に、言わないで、ください」

　途切れ途切れに訴える私は、よほど切羽詰まった表情を浮かべていたのだろう。

　彼は無言できゅっと唇を噛み、ゆっくり身体ごとこちらに向き直った。

「なんで」

　素っ気なく返された質問に、私は一度グッと声をのんでから、思い切って顔を上げた。

「知られたら、困るんです」

　まだ顔が強張っているのは、自覚している。唇を戦慄わななかせながら、神楽さんに答えた。

「信頼を、失いたくないんです。清家さんは、私が神楽さんに惑わされたりせず、業務を忠実にこなすだろうと期待して、私をＣＥＯ付き秘書に抜擢した、と」

「なるほど。お前はそう説明されたのか」

　神楽さんは胸の前で腕組みをすると、どこか愉快そうに肩を揺らしてクッと笑った。

「けど、俺じゃなく清家に惑わされてた、となれば……確かに、アイツも眉を曇らせるかもな」

「っ、だから、お願いっ……」

　必死になって繰り返す私の前で足を止め、彼は不愉快そうにハッと浅い息を吐いた。

「じゃあ……口止め料、要求しておく」

「っ、え？」

　普段馴染みのない物騒な言葉を耳にして、私は瞬きをしながら顔を上げた。

　神楽さんがやけに鷹おう揚ような足取りで、私の方に歩いてくる。

　彼の胸元が目の前に迫り、私は反射的に大きく一歩後退した。けれど、すぐに背中がドアにぶつかり、それ以上は下がれない。

「俺に代価を支払っておけば、秋津さんも安心だろ？」

「代価って……きゃっ!?」

　戸惑って聞き返す途中で、神楽さんがドアに勢いよく手をついた。耳元で大きな音がして、私は反射的に目を閉じた。

　一瞬息を止めてやり過ごした後、そおっと目を開けると……。

「なっ……」

　視界いっぱいに、神楽さんが映り込んだ。

　彼は両腕をドアに突っ張り、私をその中に囲い込んでいた。私が目を開けるのを待っていたかのように、グッと背を屈め、なにか満足げにほくそ笑む。

「焦った顔。今日のお前、いいな。別人みたいに表情豊かで」

「ふざけないでください。こんなことして、いったいなんのつもり……」

　上擦った声で返す私に、神楽さんが顔を歪めてちっと舌打ちをした。

「ふざけてこんなことするほど、暇じゃねえよ、俺は」

「ひ、暇とか、そういう問題じゃないでしょう!?　どいてください。誰か来たりしたら、どうするんですか」

　心臓が、ドッドッと太鼓の乱れ打ちのような音を発している。

　速すぎる鼓動に呼吸がついていかず、息苦しい。

　私は彼から大きく顔を背けて、腕を払おうとした。なのに、それを阻むように、神楽さんが肘を曲げた。リーチが短くなった分、お互いの身体の間隔が一気に狭まる。

「どうしようか。特に……清家だったら」

　耳元に囁ささやきかけられ、私はビクンと身を震わせた。

　私の反応に、彼は楽しそうにクスクス笑う。

　微かな吐息に耳をくすぐられ、寒気にも似たゾクッとした刺激が背筋に走った。

「い、嫌。それだけは、絶対……」

　焦りばかりが先に立ち、私は目を泳がせて口走った。

「……わかりやすくうろたえるなよ。腹立たしい」

　妙に冷たい素っ気ない声で耳打ちして、神楽さんが私の顎をグッと掴んだ。

　強引に顔の向きを固定され、思わず大きく目を見開き、

「……!!」

　私はひゅっと喉を鳴らして息をのんだ。

　私と神楽さんの前髪が掠め合う。

　くすぐったさを感じるより早く、唇になにか温かいものが押し当てられた。

　それがなにか、もう次の瞬間にはもちろんわかっていた。

「う、んっ……」

　視界いっぱいに映る神楽さんの綺麗な顔は、距離が近すぎるせいでぼやけている。

　焦点が定まらないまま、激しく唇を貪むさぼられる感覚が私の神経を支配した。

　身体の内側で直接こだまする淫みだらな水音が、私の鼓膜を震わせる。

　否応なく湧き上がってくる、ゾクゾクとした戦せん慄りつが背筋を貫き、私の膝からガクッと力が抜けた。

「おっと」

　それに気付いた神楽さんが、反射的に止めようとしたのか、ドンと音を立てて片膝をドアに押しつける。

「っ！」

　いきなり膝を割ってくる彼の足にギョッとして、私は身体を凍りつかせた。

　神楽さんが、薄目で私の反応を窺い、小さな吐息を漏らしてクスッと笑う。

「朝っぱらから、なかなかエロい体勢になったな」

　わずかに離れた唇の先で、意地悪に囁く。

　私は、生理的に滲んだ涙で濡れた瞳に力を込め、キッと彼を睨みつけた。

　その勢いのまま、力いっぱい神楽さんの胸を両手で突き飛ばす。

　彼の身体が離れ、息苦しい圧迫感が引いていくと、私は手の甲で濡れた唇をグイとこすった。

　私の仕草に、神楽さんが不満げに眉根を寄せる。

「そんな嫌そうな真似するなよ。腰砕けるほどよかったんだろ？」

「っ！　ば、バカなこと言わないでください。いきなりキスするなんて、いったいどういう神経して……」

「口止め料だよ。いただいた以上、お前が清家のこと好きだなんて、ヤツに言ったりしないから、安心しろ」

　神楽さんはどこまでも太ふて々ぶてしく言い捨て、くるりと踵を返した。

　私も、思わず口ごもる。

　ところが。

「まあ……俺がお前に惚れてることは、宣言しておくけど」

　彼はしれっと続けて、スラックスのポケットに手を突っ込んだ。

「……え」

　私は自分の耳を疑って、何度もパチパチと瞬きをした。

「あの……今、なんて……？」

　確かに聞こえたはずなのに、その言葉がとても信じられず、呆ぼう然ぜんとしながら神楽さんの背中に訊ねる。

　彼は一瞬の間の後、ひょいと肩を竦めた。

「言葉通り」

「だって、今、私にほ……惚れてるって」

「そうだよ。じゃなきゃ、キスしたりしない。何度も言わせるな」

「……!?」

　一気に大混乱に陥り、私は今度こそへなへなとその場に座り込んだ。身体を思いっきり揺さぶられているみたいに、頭の中でぐわんぐわんと不快な音が響く。

「う、そ」

　両手を床につき、がっくりとこうべを垂れた。

「お前な。この世の終わり、みたいな顔するなよ。傷つくだろ」

　頭上で溜め息が聞こえた。

　私の前に戻ってきた彼が、片膝をついた。長くしなやかな指で、私の顎をくいと持ち上げる。

　いきなり至近距離から目線を合わせられて、心臓がドキッと拍動した。

「お前が清家を好きなことも、ずっと見てたからわかるんだよ。じゃなきゃ、俺の前では修行僧に徹するお前の本心を、そう簡単には見抜けない」

「っ……」

　冗談とかふざけてるとか、そんな言葉で流してごまかせない本気を感じる。

　私の胸が、まるで疼くような音を立てた。

「か、神楽さ……」

　彼が上目遣いに見据えてくる。その目力に、鼓動は否応なく加速する。

　一度目を合わせたら、射貫かれたように動けなくなった。私は無意識に呼びかけたまま、グッと言葉をのんだ。

　けれど、絡み合う視線を解いたのは、彼の方だった。

「秋津さん。清家は、やめとけ」

　彼は小さく呟きながら、私の腕を引いて立ち上がった。私は引っ張られるがまま、なんとか自分の足で床を踏みしめる。

「絵里は、清家が三十三年間の大半を、一緒に過ごしてきた女だ。たとえ今はフリーでも、他の女が入り込む隙はどこにもない」

　どこか素っ気なく言い捨てられて、私は返事に窮した。

　黙り込む私に焦れたのか、神楽さんがその先を続ける。

「だから、俺にしとけよ」

「……え？」

　なにを言われたのか理解できず、私は無意識に聞き返していた。

　彼は背を屈め、私の反応を探って顔を覗き込んでくる。

「俺は、お前が思ってるより、ずっと誠実な男だぞ。なんなら、清家に証言させてもいい」

　意地悪に目を細める神楽さんに、不覚にもドキッと胸を弾ませて……。

「だ、ダメです!!」

　神楽さんの肩を押し退けようとして目測を誤り、彼の口と鼻を押さえつけてしまっていた。

「うぐっ」

　私の手の平で、彼が呻うめく声が潰れる。

「せ、清家さんには、言わないでください」

　慌てて手を離しながらそう言うと、神楽さんが「はあ？」と呆れたような声をあげた。

「何度言わせるんだ。言わないって言ってるだろ」

「そっちじゃなくて！　神楽さんが私を……なんて。そ、その方がずっと問題です」

　再び切羽詰まった顔で懇願する私に、彼がピクリと眉尻を上げる。

「だって私は、神楽さんとこそ、そんなことになっちゃいけないのに」

　じわじわと湧き上がる混乱に、私はパニックを強めていく。

　そうよ、だから私は、彼の前で鉄壁を貫き通してきた。それは、私が彼に惑わされないようにする鎧よろいだったけど、その逆だってマズいに決まっている。

　私が少しでも隙を見せたとか、気を惹くような真似をしたとか……そんな風に誤解されたりしたら、どうしよう……!!

　頭の中が、グルグルする。無意識に両手で頭を抱え、がっくりと肩を落とす。

　神楽さんは、私の頭上でとても大きな溜め息をついた。

「なるほど。そのための修行僧か」

　呆れ果てたような口調に、私はビクンと肩を竦める。

　彼は、「けど」と言葉を繋いだ。

「それならこれからは、もう必要ないってことだな」

　含み笑いのような吐息を聞いて、私はそおっと頭から手を離した。

「え？」

　なにか不穏な空気を感じて、おずおずと顔を上げる。

　そこに、強気に口角を上げ、盛大にドヤ顔をする神楽さんを見つけた。

「っ……」

　激しく嫌な予感がして、背筋にゾクリと寒気が走った。

「そっちも含めて、清家には黙っててやる。ただし、今後は、俺との間に無駄な壁を作るな。そんなもの築かれたら、瓦が解かいするのに時間がかかって、いつまでも本城に攻め込めないからな」

「なっ……!?」

　嫌な予感は大当たりだった。神楽さんは、私から口止め料を奪っておきながら、さらなる要求を突きつけてくる。

「ちょ、ちょっと待ってください！　そんなの、なんだかズルい気が……」

　慌てて食ってかかる私に、彼は澄ました顔でそっぽを向いた。そのまま無言で、大きな歩幅で執務室を縦断する。

「神楽さんっ」

　私も、その後を追った。

　神楽さんと執務机越しに対峙して、勢い余って両手をバンと机に置く。

　少し息を荒くして肩を上下させる私を、彼は涼やかな目で見下ろしている。

「まあ、諦めな。俺、今のキスですっかり火がついたし」

「っ!?」

　ギョッとして大きく目を剥く私の前で、彼は無駄に優雅な仕草で前髪をかき上げ、もったいぶって腕組みをした。

「俺、一度燃えたら、完全燃焼するまでおさまらないタイプなんだ。というわけで、宣戦布告は済ませたからな。よろしく」

　とんでもないことを言うだけ言って、彼は椅子に腰を下ろした。

　口をパクパクさせるだけで絶句する私を、頬杖をついて上目遣いに見遣り、クスッと余裕の笑みを浮かべる。

「八時四十五分。始業時間だよ、秋津さん」

　いきなり仕事モードに切り替わった神楽さんに言われ、私はハッとして自分の手首の腕時計に視線を落とす。

　彼の言う通り、時計はこの会社の正規の始業時刻を示していた。

　それでも、一方的に『よろしく』と言われて反論のひとつもできず、私はいつものように頭を切り替えられない。

　そんな私を観察するように見上げたまま、彼は意地悪な笑みを浮かべる。

「俺に見惚れるのは、あと十秒だけな」

　からかい混じりのひと言を耳にして、私はカッと頬を赤らめた。

「み、見惚れてないし、十秒も必要ありません」

　くるっと背を向けてつっけんどんに言ってのけると、なんとかいつもの調子を取り戻すことができた。

　私は耳まで真っ赤になっているのを自覚しながら、自分のデスクにスタスタと歩いていく。

「すぐ、今日のスケジュールを確認します」

　半分自分に言い聞かせて、荷物をデスクに置き、パソコンの電源を入れる。

　システムの起動を待つ間、意味もなくモニターを注視する。

　今、神楽さんの方に目を向けたら、宙で視線が絡んでしまうのがわかっている。

　だから、目が乾くんじゃないかと思うほど瞳に力を込め、モニターの真ん中一点に意識を集中させた。




　八月に入り、東京は連日三十五度越えの猛暑日が続いている。

　足元のアスファルトがギラギラの太陽光に焼かれて、オフィス街の道路は朝も早い時間から陽かげ炎ろうが立ち上る。

　真夏でもスーツを着崩すことのできない営業社員たちにとっては、過酷なシーズン。

　そしてそれは、会社を背負って立つＣＥＯにも、その秘書にも同じことだ。

　正午の南中時より幾分西に傾いたものの、太陽の威力は和らぎもしない午後四時。

　同じ金融グループの一角である証券会社との商談を終えて、私と神楽さんはビルの前からタクシーに乗った。

　先に後部座席に乗り込んだ神楽さんの後から、私も続く。

　流しのタクシーを捕まえるほんの少しの時間でも、うっすらと肌に浮いた汗。

　車内のエアコンがありがたい。

　運転手さんに目的地を告げる私の横で、神楽さんもわずかにネクタイを緩めながら、「ふう」と息をついて、人心地といった様子だ。

　タクシーが走り出し、三車線の大通りに合流するのを見て、私は外出用の黒い鞄からスマホを取り出した。そして膝の上で手帳を開き、次のスケジュールを確認しながら、片手でスマホを操作する。

「間に合わないだろ」

　隣から、そう問われた。

　私はそっと神楽さんを見遣って、肩を竦めて返す。

　そう、次の予定まで、あと十五分しかない。つい今しがたの証券会社社長との商談が押してしまい、ここからの移動距離を計算すると、どう急いでもギリギリなのだ。

「長引くことは予想していたので、余裕は持ったつもりだったんですけど……」

「あそこの社長、話長いからな。盛り上がってる途中で切り上げると癇かん癪しゃく起こす」

「読みが甘く、申し訳ありません」

「でも、根気よく付き合うのに相応なメリットはある。国内証券最大手のネームバリューは、うちの比じゃないからな。あそこの大口顧客を紹介してもらって、うまく攻め込めば、今期の業績、大幅な出目になる」

　商談の手応えに弾む声には、「はい」と返事をする。

「幸い、次は社内での取締役会議です。少しの遅れで済むといいんですが……」

　神楽さんから目を逸らし、無駄にきびきびと言いながら、スマホに登録してある、清家さんの執務室の直通番号に発信した。

　彼の秘書の中川さんが、ほんのワンコールで応答してくれた。

「お疲れ様です、秋津です」

　私は挨拶もそこそこに、次の会議に少し遅れる見込みであることを伝えた。

　現在の位置と、だいたいの到着時間を告げると、電話の向こうから《わかりました》と返事があった。

《清家さんにお伝えしておきます。事故のないよう、気をつけて戻ってきてください》

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　通話を終え、肩を動かしてホッと息をつく。

「清家さんに、お伝えくださるそうです。よかった」

　安堵して告げると、神楽さんは「ふん」と鼻を鳴らした。

「俺と清家の発言順が変わる程度だ。問題ないだろ」

「そうですね。清家さんにお願いしておけば……」

　無意識に相槌を打ち、すぐにハッと我に返る。

　神楽さんは私にはなんの反応も示さず、無言のまま腕組みをした。

　私も、『しまった、地雷だった』と思い、口を噤んで俯いた。

　彼の宣戦布告から、一週間が経過していた。

　来週はお盆期間に入るけれど、うちの会社には、定まった夏季休業は設けられていない。神楽さんは休暇を取らないから、私もそれに合わせて出勤だ。

　とはいえ、取引先の多くは夏季休業に入るため、今週はその駆け込みで仕事が立て込んでいる。

　そのため、神楽さんのスケジュールは外出続きで分刻み。

　宣戦布告だなんてドヤ顔をした彼も、実際のところ、そんな暇がないようだ。

　そして私も、いきなり修行僧をやめろと言われても、なにをどう変えればいいのか困り、今まで通りの態度のまま。

　その結果、私たちの〝ボスと秘書〟の関係は、これまでと変わらず続いている。

　だけど、ただ一点……。

　私が清家さんの名を出すと、彼はわかりやすく不機嫌になる。

　わかっているのに、今は会議に遅刻しそうだという焦りの中、清家さんに連絡がついたことでホッとして気が緩んでしまった。

　でも、神楽さんがなにも反応しない以上、謝るのもごまかすのも変だ。

　結局私は、そのまま会話を終えるつもりで口を噤んだ。

　その途端。

「っ！」

　短く息をのみ、身体を硬直させた。

「悪い。肩貸して」

　素っ気ない断りより先に、肩に感じた重み。頬をくすぐるのが神楽さんの前髪だとわかるから、顔を向けて確認することもできない。

「ちょっ……神楽さんっ」

　私は、狭い車内で目を泳がせた。

「やめてください、こんな真っ昼間に」

　運転手さんに聞かれることを気にして、コソッと小声で注意をする。

　私の肩に左のこめかみをのせた神楽さんがクスッと笑ったのが、振動で伝わってきた。

「真っ昼間じゃなければいいの？　だったら今夜、仕切り直そうか？」

「っ、ふざけないでください」

　反射的に神楽さんの方に顔を向けてしまい、すぐそこで目を伏せる彼を見て、ドキッと心臓が跳ね上がった。

　今までにない角度から見下ろし、男の人にしては長い睫毛がばっちり目に映った。

　こんなに近いと、先週、突然奪われたキスのことを、嫌でも思い出してしまう。

　不覚にも、頬がカアッと熱くなる。

　私は慌てて、彼とは逆の方向に首を捻った。

「業務中です、神楽さ……」

「膝を貸せとまでは言わないから、いいだろ？　到着まで十五分。ちょっと寝かして」

　咎めようとした私を、神楽さんはさらっと遮った。

　心なしか、肩にかかる重みが少し増した気がする。そっと目線で窺うと、彼は固く目を閉じていた。

　どこまで本気で寝入っているのかわからないけど、ここで無理に肩を引くほど鬼ではない。私は起こすのを諦めた。

　肩を揺らさないように、小さな溜め息をつく。

　今朝も私が出勤した時、彼は執務室の奥にある仮眠ベッドで眠っていた。

　よく見ると、睫毛が影を作る目元に、うっすらとクマができている。

　相当な、寝不足だろう。

　ちょっと前まで、彼を仮眠ベッドで見つけるたびに、昨夜も女遊びしてたのかと決めつけ、呆れ返っていたけれど――。

『俺は、お前が思ってるより、ずっと誠実な男だぞ』

　確かに、そうかもしれない。

　日中外出が多いせいで、海外とのテレビ会議は、どうしても後手になってしまう。そのため、神楽さんは夜間に対応している。私が帰宅した後も、夜遅くまで残って仕事をしているから、オフィスに泊まり込みが続いているのだろう。

　そんな姿を見ていたら、これまでも、女性とお楽しみの後じゃなかったのかもしれない、と思えた。

　私が秘書室に配属になったのは、彼の女性スキャンダルが発端だった。それに、出勤した私が見つける起き抜けの彼は、いつも気だるげでやけに色っぽいから、『きっとそうだ』と決めつけ、疑いもしなかったけど……。

「勝手に思い込んだりして、申し訳なかったな……」

　無意識にボソッと独り言ごちて、私は窓の方に顔を向けた。右の肩にのっかっている神楽さんの頭を視界の端で気にしながら、窓枠に肘を預け、頬杖をつく。

　彼の穏やかな寝息の音が、私の右耳を微かにくすぐる。

　オフィスまで、ほんの十数分。

　まだ真っ昼間で業務時間中だというのに、神楽さんがあまりに心地よさそうな寝息を立てているから、私まで睡魔に襲われそうになる。

　目を閉じたら終わり！とばかり、私は窓の外の景色に必死に目を凝らした。

　平日の昼間、都会の道路は交通量が多いけれど、渋滞にはならずスムーズだ。

　都会の景色をジッと見つめているうちに、物の輪郭がぼやけてきて、まるで放物線のように車窓を流れていく。

　必死に力を込めても、目ま蓋ぶたが重くて降りてくる一方。

　抗ったところで、重力には勝てず……。

　私は、いつの間にか、意識を手放してしまった。




「おい、もう着くぞ」

　どこか呆れたような声が意識に割って入り、私はバチッと目を開けた。

　自分が眠っていたことがわからず、ここはどこ？状態で、きょろきょろと周りを見回す。

「お前も寝不足か？　随分と気持ちよさそうに寝てたけど」

　続いて耳に届いた低い声に、ドキンと胸が跳ね上がった。

　ハッとして顔を上げると、さっきまで人の肩を勝手に借りて眠っていた神楽さんが、しっかりと身体を起こして胸の前で腕組みをしていた。

「っ！　す、すみません」

　遅刻しそうだというのに呑のん気きな上司に呆れていた私が、一緒になって眠ってしまったなんて！

　慌てて背筋を伸ばし、平謝りに徹する。

「よだれ、拭いとけ」

　横から言われてギョッとした。

　焦って口元に手を遣った途端、

「嘘だよ」

　しれっと付け加えられて、一瞬本気でピキッと凍りついた。

　すぐにからかわれたことに気付いて、隣の神楽さんを無言でキッと睨みつける。

　彼は気にする様子もなく、肩を揺らしてクックッと笑った。

「～……っ！」

　恥ずかしいんだか、腹立たしいんだか、情けないんだか。よくわからない感情が、私の胸でぐるぐると回っている。

　とにかく、ここは毅然としなければ！

　これ以上、動揺しているところを見せるわけにはいかない……！

　私は、虚勢を張って、姿勢を正した。

「俺の方、寄っかかってくれてよかったのに」

　視界の端っこに映る彼は、おもしろそうに笑い続けている。

　どうやら、さっきまでの不機嫌は直ったようだ。結果としてはよかったんだろうけど、なんだか悔しい。

　私はあえて反応を返さずに、運転手さんの方に軽く身を乗り出した。

「すみません。次の信号で停めてください」

　うちのビルの車寄せは、正面ではなく西玄関にある。そこからだと、セキュリティゲートまで遠く、グランドエントランスを大きく横切らなければいけないため、時間がかかってしまうからだ。

　路肩に停めてもらったタクシーから降りると、私は彼の先に立って背を向けた。

「神楽さん、今なら五分の遅刻で済みます。急いでください」

　タクシーが走り去るのを見送っている神楽さんを促す。

「はいはい。……っと」

　彼が、私の後を追ってくる途中で、なにかに気を取られたように言葉を切った。

「え？」

　つられて振り返ると、彼は通りの真ん中で足を止め、ビルの西の方に顔を向けている。

「もうっ……。神楽さん、ただでさえ遅れてるんですから、早く……」

　のんびりした神楽さんに焦れた気分で、私はくるっと方向転換して、大きな歩幅で彼の前まで戻った。

「ああ、悪い」

　神楽さんも、少し厳しい顔をする私を見下ろして謝ったものの、顎をさすってなにか逡巡する様子を見せる。

「？　どうしたんですか？」

　訝しい気分で、彼が気にしている方向に顔を向けた。そして。

「あ……」

　私も、その理由に行きつく。

　ビルの玄関ポーチから少し離れた日除けの下に、絵里さんが立っていた。

　彼女がそこにそうして佇む目的はわからないけど、先週アポなしで神楽さんを訪ねてきて、『恋人にして』とせがんできた人だ。今日も彼に会いに来たんだろうか？

　神楽さんも、この間は迷惑そうだったのに、彼女に気を取られるなんて。

　けれど。

「……あれ、マズいな」

　神楽さんが、ボソッと呟いた。小さな溜め息をついて、絵里さんの方に踏み出す。

「え？　あの、神楽さ……」

「五分も十分も、大して変わらないだろ」

　慌てて呼びかける私を振り返らず、彼は大きな歩幅で弾むように駆けていく。

「あ、待って！」

　まっすぐ彼女に向かっていく神楽さんを、私も反射的に追いかけた。

　当の絵里さんは、私たちがかなり近くまで行っても気付かない様子だったけど。

「絵里！」

　神楽さんが呼ぶのを耳に留め、ハッとしたように顔を上げる。

　ところが次の瞬間、突然大きくふらついた。

　きっと、勢いよく頭を上げたせいで、立ち眩くらみを起こしたのだろう。

「あっ」

　彼女がその場にくずおれるのを見て、私も神楽さんも走る速度を上げた。

「おいっ！」

　神楽さんが絵里さんの横に膝をつき、彼女の背を支えて抱き起こす。

「あ……ごめん、なさい」

　どうやら、ちゃんと意識はあるようだ。

　ちょっとぼんやりした返事があり、私はホッと胸を撫で下ろした。

「だ、大丈夫ですか？」

　膝に両手を置き、背を屈めて問いかけると、彼女は無言で頷いてくれた。

「あの……神楽さんにご用ですか？」

　ためらいながら、続けて訊ねると、絵里さんがボーッとした様子で私を見上げる。

「あなた、錦の彼女さん……？」

「いえ、違います。私は……」

「俺じゃなくて清家の方だろ？　お前が会いに来たのは」

　ほとんど条件反射で絵里さんの言葉を否定する私を、神楽さんは彼女への問いかけで遮った。

　絵里さんが、瞬時に顔を強張らせた。その反動か、わずかに瞳に力がこもる。

「違う。温人に会いに来たんじゃない」

　プイッと顔を背け、神楽さんの腕を払おうとする。

　彼女の態度に、神楽さんが眉間の皺を深めた。「だーっ……」と、妙な声を漏らして苛立ちを露あらわにする。

「いい加減、意地張るのやめろよ。なんのメリットもないだろうが」

　ぶっきら棒に言い捨てると同時に、絵里さんをひょいと抱き上げた。

「ひゃっ！」

　いきなりお姫様抱っこされた彼女だけじゃなく、私までギョッとして目を瞠みはった。

　涼しい顔をしてビル内に進む神楽さんの背中を、呆然と見送ってしまい、

「秋津さん。呆ほうけてないで、お前もさっさとついてこい」

　肩越しに振り返った彼に急かされ、慌ててその後を追った。

　女性を抱えて、グランドエントランスを悠々と突き進む神楽さんには、四方から矢のような視線が向けられている。

　おかげで、彼の後を追う私も、顔を伏せながら歩くしかない。

「秋津さん。俺が会議に出てる間、コイツ頼む」

　神楽さんは前をまっすぐ見据えたまま、私にそう指示を出した。

「っ、は、はいっ」

　一瞬言葉に詰まったものの、なんとか気を取り直して返事をする。

「それから、中川さんに連絡して、会議の後の清家のスケジュール、キャンセルさせろ。どうしても動かせない予定があれば、俺が代わりに入る」

「えっ。で、でも」

　神楽さんのスケジュールだって、パンパンなのに。

　怯む私に、彼は淡々と畳みかけた。

「俺の方は、海外とのテレビ会議だ。いくらでも変更きくだろ。とにかく清家に、絵里と話す時間、無理矢理にでも作らせろ」

「は……」

「余計なこと、しなくていいってば、錦!!」

　絵里さんが、抱き上げられたまま、激しい口調で声を挟んだ。

　スカートだから足をバタバタさせることもできず、必死に腕を動かして神楽さんを阻止しようとしているけれど。

「毎回毎回、巻き込まれる俺の身にもなってみろ！　いい加減腹くくって、清家に幸せにしてもらえ！」

　まるで空気を裂くような鋭さで一喝されて、絵里さんもビクッと身を竦ませた。

　それでも、まだ反発心が滲む目で、神楽さんを見上げている。

「……すぐ、中川さんにお願いします」

　絵里さんの反応を気にしながら、私は改めて彼の業務命令に従った。

「頼む」

　神楽さんは短いひと言を残し、彼女を抱えたまま、颯さっ爽そうとエレベーターホールに向かっていった。










激しい恋情を前にして




　執務室に着くと、神楽さんは絵里さんを応接セットのソファに下ろし、自分は急いで取締役会議に走っていった。

　私は、ソファの前のテーブルに水のペットボトルを置いて、自分のデスクに着いた。

　絵里さんは、ソファに伸びるように横たわっている。目元に腕をのせ、天井の照明を遮っているから、その表情はわからない。

　私は彼女を気にしながら、中川さんに電話をかけた。神楽さんからの命令を伝えて、この後の清家さんのスケジュールを動かせないか相談する。

　中川さんも、突然の命令に驚いていたけれど、最後は『なんとかしてみる』と返してくれた。了承を受けてホッとして、私は電話を切った。

　社内内線のＰＨＳを卓上ホルダに戻した時、視線を感じた。

　絵里さんが、ソファに肘をついて上体を支えながら、私をジッと見つめている。

「あ、あの。なにか？」

　まるで睨まれているようで居心地悪くて、私はぎこちなく愛想笑いを浮かべた。

　それでも黙っている彼女に困って首を傾げ、一瞬考えてからポンと手を打つ。

「あの、ソファじゃ窮屈ですよね？　奥に、神楽さんの仮眠ベッドがあるので、歩けそうならそちらに……」

　絵里さんが、「はっ!?」とひっくり返った声をあげて目を剥いた。

「な、なに言ってるんですか。錦と秘書があんなことやこんなことしてるベッドで、寝てられるわけがないでしょう!?」

　とんでもない誤解を受けて、今度は私がギョッとする番だ。

「へ、変な誤解しないでください!!　私はただの秘書で、彼女じゃない。あんなこともこんなことも、するわけないでしょ!!」

　椅子から腰を浮かして、半ば怒鳴るように弁解した。

「え？」と怯む絵里さんの前で、興奮のあまり肩を上下させて息をする。

「そ、それにっ……。神楽さんは、業務中にそんなことするような、いい加減なＣＥＯじゃないです」

　以前は彼を〝いい加減〟と思っていた自分をすっかり棚に上げて、言葉を重ねたものの……。

「……多分」

　急に自信がなくなって、ボソッとひと言付け加える。

　ストンと椅子に腰を下ろす私の前で、絵里さんがプッと吹き出した。

「あなた……秋津さん、でしたっけ」

「はい」

　絵里さんの口調がだいぶ落ち着いたのを感じて、私も少し肩の力を抜いた。

　そして、私からも窺うような目を向けてしまう。

「あの……あなたは、清家さんの……」

　彼女がきゅっと唇を結ぶのを見て、立ち入りすぎたと焦った。

「すみません。なんでもないです」

　そう取り繕って、急いで手元に目を落とす。

　わざわざ本人に確認して、なにを訊ねようと思ったんだろう。

　自分に疑問を抱きながら、仕事を始めようと、右手でマウスを操作した。

「錦から、聞いてるんですね。私のこと」

　なのに、絵里さんが静かにそう返してきたから、私はピタリと手を止める。

「秋津さんの言う通り、錦は全然いい加減な男じゃない。……少なくとも、温人よりは」

　絵里さんが清家さんの名を自じ嘲ちょう気味に口にするのを聞いて、一瞬胸がドキッと跳ねた。

　ゴクッと唾を飲んでから、思い切って顔を上げる。

「私と温人、もうずっと、くっついたり別れたりを繰り返してるんです」

　神楽さんも、私にそう教えてくれたっけ。

　彼女自身がなんと言うか気になり、私は促すつもりで無言でいた。

「私だって、全然常識がないわけじゃない。錦はああ見えて優しいからつい甘えて、巻き込んで迷惑かけすぎなのは、自覚してます」

「あの……巻き込むって、どんな風に？」

　聞いているうちに気になって、私はそっと質問を挟んだ。

　わざわざ言わせなくても、なんとなくわかるような気もするけど……。

「『恋人になって』って、神楽さんを担ぎ出して、清家さんへの当てつけにするのも、今回が初めてじゃない？」

　絵里さんは返事に窮した様子で、口ごもる。

　だけど、私がそれを咎めたと思ったのか、ムキになってグッと顔を上げた。

「だって……！　これ以上どうしたら……温人の心を動かせるの」

「え？」

　悔し気に顔を歪ませる絵里さんに、私は反射的に問い返していた。

　彼女はソファの上でしっかりと身体を起こし、根元から前髪をかき上げ、ギュッと握りしめる。

「今までは、まだ私が学生だったから、はっきり言ってくれないんだと思ってた。でも、大学を卒業しても、留学を終えて戻ってきても、温人は相変わらずで。……今回は、もう時間もないのに」

「……絵里さん？」

　彼女が声を詰まらせるのを見て、私は椅子から立ち上がった。

　けれど、肩を震わせて泣いているのに気付き、再びストンと腰を下ろす。

　付き合って別れてまた付き合って……という関係は、もう十年近くなると聞いた。当人同士が気付いているかわからないけど、お互いを大事に思っているのは、疑いようもない。

　ふたりの決定的な〝ゴール〟を阻むものがなにか、他人からは窺い知れない。

　だけど、彼女がなにを望んでいるか、深く感じ取ってしまった今、清家さんと比べて神楽さんを『全然いい加減な男じゃない』と言うのも、納得できるような気がする。

　静かに涙を流す彼女を、そっとしておいた方がいい、と判断した。

　一度起たち上げたパソコンをシャットダウンして、私はゆっくり席を立つ。

「あの……私、ちょっと書類届けに行ってきますね」

　それだけ言って、執務室から出た。




　業務中、デスクを離れても行くあてはない。

　私は、ひとつ下のフロアの端にある、リフレッシュメントルームにやってきた。

　奥のコーナーに数台設置されている自動販売機で、ドリップ式のアイスカフェオレを購入する。

　それを手に、いくつか並ぶ丸いテーブルから椅子を引き、浅く腰かけた。

　十五分くらいひとりにしてあげれば、絵里さんも落ち着いてくれるかな……。

　小さなクラッシュアイスがぎっしり入ったカップを意味もなく揺らし、私は小さな溜め息をついた。

　ビルの前で絵里さんを見つけて、会議より彼女を優先して駆け寄った神楽さんの背を思い出す。

　神楽さんがとった行動は、絶対正しいとわかっている。

　だってきっと、彼が気付かなかったら、絵里さんは熱中症で倒れていた。

　だけど、私の胸に、なにかが引っかかっている。その正体が、自分でもよくわからない。

『いい加減腹くくって、清家に幸せにしてもらえ！』

　そう怒鳴って、彼女を黙らせた神楽さんの横顔を思い浮かべる。

　絵里さんが言った通り、神楽さんは優しい。これまで何度も、清家さんと別れた彼女に巻き込まれて、ふたりが再びよりを戻すのに付き合ってきたのだ。

　そして今も、彼は私に清家さんのスケジュールを調整するよう、業務命令を下した。

　清家さんと絵里さんの仲を、取り持とうとしているんだろうけど……。

　どうして、放っておかないの。

　私は、そんな思いで無性にモヤモヤしていた。

　それが、〝なんで憧れの人と他の女性のために、私まで〟というものなのか、絵里さんを厳しく突っ撥ぱねない神楽さんへなのか、自分でもイマイチ判断できない。

　私は手にしたカップをグッとあおり、喉をゴクゴク鳴らしてアイスカフェオレを一気に飲み干した。

　会議が終わったら、清家さんは絵里さんにどう向き合うのだろう。

　そして、神楽さんはそれをどういう心境で見守るの？

　はーっとお腹の底から息を吐き出し、複雑な気持ちでテーブルに額を預けて突っ伏した。

　その時、カツッとヒールを鳴らす音が聞こえた。

「あら、秋津さん。お疲れ様。ちょうどよかった」

　それと同時に呼びかけられ、ハッと顔を上げる。

「あ、お疲れ様です、中川さん！」

　背中半分まであるストレートの髪をさらりと揺らし、リフレッシュメントルームに入ってきたのは、清家さんの秘書の中川さんだ。ボスが会議で不在の間に、ちょっと休憩といった様子。

　慌てて立ち上がる私に、彼女はクスクス笑った。

「私にそんな丁寧な挨拶、しなくていいから」

　彼女は私に「座って」と促し、自分は自動販売機に歩いていった。

　紙パックの乳酸菌飲料を手に戻ってきて、私の隣の椅子を引いて腰を下ろす。

「さっきの電話の件。この後の清家さんのスケジュール、キャンセルできたわよ」

　ストローを刺しながら報告してくれる彼女に、私は勢いよく頭を下げる。

「急なお願いで、すみません！　お手数おかけしました」

「やあだ。別に、秋津さんが謝らなくても。だってもちろん、神楽さんの命令でしょ？　しかも多分、清家さんのための」

　探るような視線を受けて、私は一瞬返事に窮した。

「なにかあったの？」

　なんと答えようか迷う。

　でも、清家さんが会議から戻ってきたら、中川さんはスケジュールの変更について説明しなきゃいけない。その理由がわからなくては、彼女も困るだろう。

「あの……実は今、神楽さんの執務室に、清家さんへのお客様をお通ししていて」

「えっ？」

　たどたどしく答える私に、彼女は訝し気に眉をひそめた。

「清家さんの？　そういうことだったら、こっちに……」

「あ、いえ……。神楽さんの知り合いでもあって、うちの方で休ませるように、と」

「そうなの……？」

　どういう知り合いだろう、と考えているのだろう。中川さんは頬に手を当て、小首を傾げる。

　訊ねられてもどこまで答えていいものか判断がつかず、結局私は、聞かれる前に席を立った。

「すみません。私、そろそろ」

　軽く目礼すると、「ええ」と、やっぱりまだ腑に落ちない様子の返事があった。

「清家さんが会議から戻ったら、神楽さんの執務室に行くように伝えればいい？」

「はい。お願いします」

　ドア口に向かって歩き出す私に問いかけてくる彼女に会釈して、私はリフレッシュメントルームを出た。




　絵里さんは、泣いている間に眠ってしまったようだ。

　私が執務室に戻ると、彼女はソファに丸くなり、すーすーと寝息を立てていた。

　神楽さんたちの八つ年下と言っていたっけ。となると、まだ二十五歳。

　大学卒業後に語学留学して、二カ月前に帰国したばかり。社会人経験のない彼女の言動は、根っからのお嬢様とはいえ、子供っぽいところもあるけれど……。

『もう時間もないのに』

　絵里さんなりに追い詰められていて、衝動的に行動したのだろうと感じ取れる。

　彼女の頬に、涙が乾いた跡を見つけて、私はきゅっと唇を噛んだ。

　いろいろ滅茶苦茶な人だけど、その涙は紛うことなく純粋だ。彼女に対してモヤモヤしている自分が、とても醜く思える。

　そんな自分から顔を背けたくて、絵里さんに背を向けた。




　デスクに戻り、なるべく物音を立てないよう仕事を進めるうちに、小一時間が経過した。

　ふと、執務室のドアの向こうから小さな足音が聞こえた気がして、私はハッとして顔を上げた。

　耳を澄ますと、足音はどんどん近付いてくる。やがてそこに、人が会話する声も交じった。

　反射的に腕時計に視線を落とす。

　会議の終了予定時刻まで、まだ十分ほどあるけれど、少し早く終わったのだろう。

　私の予想に違たがわず、その次の瞬間、執務室のドアが外側から開いた。

「ちょっと待て、錦。勝手に人のスケジュールをキャンセルさせるとは、横暴だろうがっ……」

「うるせえ。人を散々巻き込んでおいて、横暴もくそもあるか。女ひとりにいつまでもごちゃごちゃしてないで、さっさと決着つけろって言うんだよ」

「は!?　おい錦、いったい……」

　ＣＥＯとＣＯＯの会話とは、とても思えない。激しい口調で言い合いながら、神楽さんと清家さんがバタバタと入ってきた。神楽さんが、清家さんの背を押し込んでから閉めたドアが、バタンと大きな音を立てる。

　ふたりが入ってくるのを見ていた私ですら、その音の大きさに驚いたくらいだ。無防備に眠っていた絵里さんは、ソファの上でビクンと身体を震わせ、弾かれたように起き上がった。

「っ……絵里」

　彼女に気付いた清家さんが、ギクッとした様子で顔を強張らせた。起き抜けの彼女も、ソファの肘かけまでお尻をずらして逃げる。

　怯えているのを見て取り、私は思わず席を立った。

　ソファに走り寄ろうと足を踏み出した途端、

「秋津さん。お前は、こっち来い」

　ドアに背を預け、腕組みをした神楽さんに声をかけられる。

「で、でも」

　私は神楽さんの命令に戸惑い、身じろぎもせず凍りついているふたりを、ちらりと見遣った。

　突然押しかけられた形の清家さんはもちろんのこと、行動を起こした絵里さんの方もなにも言えずにいる。

　こんな強引なことをしたら、かえって逆効果なんじゃ……？

　目線を合わさないふたりからそう感じて、私は神楽さんに向き直った。

「神楽さん、やっぱりこれじゃ……」

　私が口を開くと同時に、清家さんがくるっと踵を返した。

　大きな歩幅でドア口に突進する彼に、神楽さんがふっと眉根を寄せて、険しい表情を浮かべる。

「逃げるのかよ？　カッコ悪」

　揶揄された清家さんが、私が見たことがないほど鋭い目つきで、神楽さんを睨んだ。

「錦、どけ。俺にはまだ仕事がある」

「俺が引き受けたって言ったろ。第一……大事な女ひとりともまっすぐ向き合えない男が、汗水垂らして仕事したって、大した成果も挙げられないよ」

　神楽さんはまったく動じることなく、太々しい口調で言ってのける。

　言い方はちょっと辛辣だけど、私は、その言葉は決して間違っていないと感じた。

　清家さんはグッと言葉に詰まったけれど、彼らしくなく意固地になって、「どけ」と繰り返す。

　ふたりの平行線のやり取りを聞いて、私はゴクッと唾を飲んだ。思い切って歩を進めて、絵里さんに足元の方から近付いていく。

「あの、絵里さん。さっき私に話してくれたこと……清家さんにもちゃんとお伝えすべきだと思います」

　自分でも、余計なことを言っているとわかっている。

　絵里さんが唇を噛むのを見て、出しゃばりすぎかもしれない、と思っていた。

　私の背後で、清家さんが「え？」と小さな声を漏らすのが聞こえる。

　彼がこっちを見ているか……私は確認せずに、彼女に向けて言葉を重ねた。

「もうずっとずっと……清家さんに望んでることがあるんでしょう？　叶えてほしいけど、今までみたいに、期待して待つ時間は、もうないんでしょう？」

「……え？」

　私が絵里さんにかけた言葉に反応したのは、清家さんだった。彼女の方は、私を睨むように見上げるだけ。

　私は小さな息を吐いて、ゆっくり振り返った。

　清家さんは、私を通り越して絵里さんを見つめていた。

　視線が錯さく綜そうする中、彼は一度なにか言いかけて逡巡して、ためらいがちに口を開く。

「縁談、決まったのか？」

　静かな低い声で、彼女に訊ねる。

　清家さんの後方でドアにもたれかかっている神楽さんが、ピクリと眉尻を上げて反応を示した。

　絵里さんが返事をしないから、執務室にぎこちない沈黙がよぎる。

　それに焦れて、私がもう一度絵里さんの方に顔を向けた、その時。

「おめでとう、絵里」

　清家さんが抑揚のない声で祝いの言葉を述べるのを聞いて、彼女の瞳が凍りついた。

　私もその場で息をのみ、ただ目を瞠る。

「お父さんが、お前のために選んだ相手だろう？　その方が、きっと幸せになれる」

　素っ気なく言われたのは私じゃないのに、ガツンと頭を打たれるようなショックを感じた。

　清家さんが言ったなんて、目の前で見ていなければ、とても信じられない。

「清家さん……？」

　恐る恐る呼びかけた私を、

「おいおい。お前、鬼かよ。清家」

　唇を真一文字に結び、傍観者然としていた神楽さんが、舌打ちしながら遮った。

　彼は少し勢いをつけてドアから背を離し、妙にゆっくりと、もったいぶった足取りで室内に進んでくる。

　彼は清家さんに視線を投げることもなく通り過ぎると、絵里さんに向かって言った。

「清家にその気がないなら、仕方ないか。それじゃあ、絵里。お望み通り、俺がもらってやるよ」

「っ……!?」

　私にも一瞥もせずに、神楽さんが横を擦り抜ける。

　その瞬間、私の胸はドクッと激しく拍動した。

　なにを言ってるの？　ふたりの仲を、いつものように取り持つつもりじゃなかったの？

「ちょっ、神楽さ……」

　神楽さんの言動が不審で、反射的に振り返った。ソファに向かう彼の背を、目で追って……。

「え。えっ!?　錦っ……!?」

　上擦った声をあげる絵里さんをソファに押し倒すのを見て、大きく息をのんだ。

　清家さんは「なっ……！」と言ったきり絶句して、表情を凍りつかせている。

「に、錦!?　なにするのよっ」

　神楽さんに組み敷かれた絵里さんが、焦りを露わに引きつった声で叫ぶ。

　今、この執務室でただひとり余裕の神楽さんが、目を細めて口角を上げる。

「なんか文句あるか？　清家に愛想尽かすたびに、俺の恋人にしろって押しかけてきたの、お前の方だろうが」

　神楽さんは意地悪そうに言って、ゆっくりと肘を曲げた。

　リーチが短くなった分、絵里さんとの距離が狭まっていく。

「親父さんを納得させるためにも、相手はエリート金融マンじゃなきゃダメなんだって、そう言ってたな。清家がダメでも、俺がお前の縁談、円満に白紙にしてやるよ」

「錦、ちょっと待って」

　絵里さんは、強引に迫ってくる神楽さんを、必死に押し退けようとしている。

「錦！　お前、なにを考えて……！」

　清家さんが、金縛りが解けたみたいに、大きく一歩踏み出した。

　気色ばんで怒鳴る彼に、神楽さんが肩越しに鋭い眼差しを向ける。

　ふっと眉根を寄せた彼の目力は、あまりにも強烈だった。清家さんですら怯んだ様子で、ピタリと足を止める。

「止めるなよ、清家。絵里が誰の嫁になろうが、お前には関係ないんだろ？」

　神楽さんは、ねっとりと皮肉めいた口調で言ってのけ、清家さんを睨ねめつける。

　彼の視線に射竦められた清家さんだけじゃなく、私もその場に立ち尽くしていた。

　ざわざわと騒ぎ、ドクドクと拍動する胸に手を当てるだけで、一歩たりとも足を動かすことができない。

「だったら、お前はそこで大人しく見てろ。……絵里を、他の男に奪われる様を」

　神楽さんは、硬直している清家さんに素っ気なく言い捨てた。

　そして、綺麗なラインの顎を傾け、まるで見せつけるかのように、完全に怯え切っている絵里さんに、ゆっくり顔を寄せていく。

　清家さんが動かないのに、部外者の私じゃ止められない。

　でも、見てられない……!!

「っ……」

　私は反射的に固く目を閉じ、顔を背けた。ドッドッと太鼓みたいな音を打ち鳴らす心臓が苦しくて、胸に当てた手をぎゅうっと握りしめる。

「っ、よせ！　錦っ……!!」

　清家さんが、身体の底から絞り出すような声を放った。

　と、同時に――。

　バキッ……と、なにかすごく痛そうな鈍い音が執務室に響いた。

「うぐっ……」

　それに続いた、まるで蛙かえるがひしゃげたような呻き声。

「に、錦……」

　空気を引き裂く叫びから一転して、困惑に揺れる清家さんの声を聞いて、私は恐る恐る彼らの方に顔を向けた。

　途端に、床に倒れ込んだ神楽さんの姿が、視界いっぱいに飛び込んでくる。

　彼が大きな手で顔を覆っているのに気付き、目を剥いた。

「え？　か、神楽さんっ!?」

　何事!?と思いながら、慌てて彼に走り寄ろうとして――。

「温人っ……!!」

　ソファから飛び起きた絵里さんが、弾かれたように駆け出した。

　ほとんど体当たり状態で、清家さんに抱きつく。

　彼女の勢いを受け止めきれず、清家さんが私の目の前でわずかにふらついた。

「っ、絵里」

　彼が、絵里さんの肩に手を置く。

「温人。温人じゃなきゃ、嫌っ……！」

　激情に駆られた絵里さんが、清家さんの胸に顔を擦りつけながら、悲痛な声で叫ぶ。

「絵里……」

　清家さんは、呼びかけた声を詰まらせ、顔を伏せる。

　絵里さんの髪に顔を埋め、次の瞬間、彼女の背中に腕を回して、そっと抱きしめた。

「あ……」

　神楽さんが言っていたふたりの絆きずなを、まざまざと見せつけられた気がする。

　自然と目線が下がっていき、私は自分の足元を見つめてから、グッと顔を上げた。

　唇を結び、床に座り込んでいる神楽さんの前に進む。

「神楽さん。……大丈夫ですか？」

　顔を覆う大きな手に、そっと両手をかける。

　その手に抵抗を感じないのを確認して、ゆっくり剥がした。

「アイツ……まさかグーでくるとは」

　どうやら、パニックに陥った絵里さんに思いっきり拳で殴られたようだ。

　右の唇の端が青く腫はれ、血が滲んでいる。

「そのくらいされて、当然です」

「ほんと……俺には容赦ないな、お前」

　神楽さんは忌々し気に顔を歪め、チッと舌打ちをして私から顔を背けた。

「すぐに冷やさないと。……行きましょう、神楽さん」

「ん……ああ」

　私は彼の腕を取り、一緒に立ち上がった。

　清家さんと絵里さんが視界に映らないよう目を逸らして、ふたりの横を通り過ぎる。

　絵里さんがしゃくりあげる声を背後で聞きながら、静かに執務室を出た。




　私は総務部で救急箱を借りて、神楽さんを連れてリフレッシュメントルームに移動した。

　もうすでに一般社員の終業時刻は過ぎていて、室内には誰もいない。照明も落ちているけれど、まだ西の空を明るく照らす太陽の光が、まっすぐ射し込んでいる。

　おかげで、窓際のテーブルに着くと、十分手元は明るい。

　自動販売機の唸るようなモーター音だけが聞こえる静かな空間に、「いてっ」と神楽さんの悲鳴が響く。

「おい、唯ちゃん。滅茶苦茶染みるんですけど。もっと優しく……」

　神楽さんが、片目を閉じてビクッと身を竦める。

　ふざけた口調は、きまり悪さをごまかすためだとわかっているけど。

「自業自得です。このくらい、我慢してください」

　私は問答無用で撥ねつける。

　神楽さんがムッと顔を歪めるのも構わず、消毒液に浸した脱脂綿を、切れて血が滲む唇の端にぐりぐりと押しつけた。

「いっ……てええっ!!　お前な、俺は上司だぞ、ボスだぞ、ＣＥＯだぞ!?　こっちは怪我人なんだ、もっと優しく労われって……」

　さすがに我慢ならずに声をあげる神楽さんにも、私は怯まない。

「知りません!!　このぐらいのお灸きゅう、神楽さんには必要です!!」

　目力を込めて、真正面から睨みつける。それには彼も、グッと口を噤んだ。

「ふ、ふたりのために、わざとしたことだってわかってても……あんなことされて、絵里さんがどんな思いをしたと思ってるんですかっ……」

　声が震えるほどの憤りを、抑えようもない。

　感情に煽あおられ、私は再び脱脂綿をぎゅうっと押しつけた。

「だから、いてえって！」

　たまりかねた様子で、神楽さんがちょっと甲高い悲鳴をあげた。

「俺だってな、お前が見てる前で、あんなこと、したくてしたわけじゃないんだよ！」

　早口でまくし立てながら、ピンセットを持つ私の右手を、ギュッと強く掴み上げる。

「っ」

　彼の反撃は、不意打ちすぎた。

　私は、神楽さんの鋭い瞳と、真っ向から目線を合わせてしまった。

「けど、絵里はあの通り意地っ張りだし、清家も意固地だし。こっちももう面倒くせえから。あのぐらいリスキーな局面に追い込まないと、あの男は踏ん切りつかないって、俺は長い付き合いでよ～くわかって……」

　彼は、言っている途中で、怪訝そうに眉をひそめた。言葉の最後は、尻すぼみになっていく。

「……秋津さん？」

　一気に勢いを鎮めた彼から、私は慌てて大きく顔を背ける。

「しょ、消毒終わりです。手、放してください」

「秋津」

「保冷剤、持ってきますから。早く冷やさないと、明日の朝には本当に腫れ上がって……」

「こっち向け。……お前、泣いてんのか？」

「……っ」

　必死に取り繕ったのに、探るように問いかけられ、私は声を詰まらせた。

　なにも言えず俯いたままでいると、神楽さんが溜め息をつく。

「容赦ないお灸は、お前の失恋を決定的にした俺への恨みってことか」

　忌々し気な舌打ちを聞いて、私はビクッと肩を震わせた。

　失恋……確かにそうだ。

　私は目の前で、清家さんが絵里さんを抱きしめるのを見た。

「それは悪かったな。でも俺は、これが正しい方向だと思ってる」

　素っ気ない謝罪が、胸に刺さる。

「絵里が好きなのも、彼女を幸せにできる男も、清家だけだ。結論は明らかなんだから、面倒くさいふたりを導いてやるしかないだろう？」

　続く言葉に胸を抉えぐられ、私の心は痛む。

　でも、違う。そうじゃない。

「ん、なのっ……わかってます。神楽さんが仰る通り、それで、正しいんです」

　身体の奥底からなにかが湧き上がってきて、私は唇を戦慄かせた。

　ずっと掴まれていた手を、肩から腕を動かして振り解く。

「え？」

　途切れ途切れの私の声に、神楽さんが眉根を寄せて短く聞き返してくる。

「親友の幸せのために、わざと汚れ役を引き受けて殴られた神楽さん、カッコよかったですよ。ええ、それはもう、本当に、めっちゃくちゃ!!」

　半分ヤケになって口走ると、彼は呆あっ気けに取られた様子で首を傾げた。

「そりゃあどうも。……で？　それなら、なんで秋津さんがそんなにキレるんだよ」

「え、絵里さんが、殴らなかったら」

　うまく呼吸ができず、締めつけるような胸苦しさを感じる。

「本当に、キスしてたんじゃないんですか」

　それでも必死に畳みかけると、「バ～カ」とやや間延びした声が返ってきた。

「その前に、清家が殴りかかってきただろ。そうじゃなきゃ、いくらなんでも……」

「そうじゃなかったら。どうするつもりだったんですかっ」

　どこまでも軽い口調で言い捨てる彼に焦れて、私は思わずそう叫んでいた。

「何度も巻き込まれた……って。絵里さんのせいみたいに言ってたけど、神楽さんがそんなに優しいのは、本当は彼女のこと好きなんじゃないか、って」

「は？　俺が？　ないない。あるわけないだろ」

　神楽さんは苦笑しながら、やっぱり軽口で否定するけれど。

「好きじゃなきゃ、キスなんかしないって言ったくせに。なんで。なんで私まで、神楽さんが他の人にキスしようとするの、見てなきゃならっ……」

　胸にせり上がってくるなにかに突き動かされ、口走ってしまってからハッと我に返った。神楽さんが眉尻をピクリと上げるのを見て、急いで口を噤む。

「その涙の理由。……泣かせてるのは、俺か？」

　そういう形に動く彼の薄い唇が、私の視界を掠める。

　目を上げたら、すごく近くに神楽さんの顔があるとわかるから、私は全身に力を込めて固まっていた。

「お前に惚れてるはずの俺が、絵里にキスしようとしたから。俺があっさり手の平返して、他の女になびいたとでも思った？」

　神楽さんが、ゆっくりした口調で、私に答えを求めてくる。

「ほ、保冷剤。持ってき……」

　彼の視線から逃げるように、立ち上がろうとすると。

「唯」

　神楽さんが私を名前で呼びながら、私の顎を掴んだ。

「答えてくれよ。俺が他の女にキスしようとするのを見て、冷静でいられなかった。……そうだろ？」

　私の心のベクトルを強引に変えようとする不遜な言葉に、否応なく胸がドキッと跳ね上がる。

「あ……」

　そのままバクバクと激しい音を立てて加速する心拍に、呼吸がついていかない。

　カラカラに渇いた喉に声が貼りついて、はっきりした音にならない。

　それでも、私は必死に口を動かした。

「あんなやり方、乱暴です。もっと他に方法があったはず……」

　最後まで言い切る前に、彼が私の方に大きく身を乗り出してきた。

　距離を縮められる感覚で、キスされると予測はしていた。

　だから、決して、強引に攻め込まれたわけじゃない。

「泣かせて、ごめん。悪かった」

　そう言いながら顔を寄せてくる神楽さんから、私は目を逸らせなかった。

　――そうじゃない。

　神楽さんが他の誰とキスしようが、私はそんなことで傷つかない。

　そう、反論したかったのに……私は抵抗を忘れて、彼の唇を受け止めていた。

　触れた途端、「んっ」と小さな声が漏れてしまう。

　尖らせた舌先で唇をつつかれ、促されるままに、薄く開いてしまった。

　神楽さんが、熱く深いキスを仕掛けてくる。

　私は、ぼんやりと目蓋を閉じた。視覚が遮断されて、他の五感が研ぎ澄まされる。

　ゾクゾクと背筋を貫く、寒気に似た甘い痺れから逃げようと、背をしならせる。

　けれど、すぐに椅子の背にぶつかり、私は逃げ場を失った。

　翻ほん弄ろうされる――。

　一瞬、確かにとろんとして、意識がのまれそうになった、その時。

「っ、いてっ……」

　小さく動いた彼の唇が、私のそれをくすぐった。

「えっ……？」

　甘い官能に溶けていく寸前で、離れていく温もりを追って、私はパチッと目を開けた。

　私のすぐ目と鼻の先で、神楽さんが自分の口元を手で隠し、顔を歪めていた。

　そして、忌々し気にひと言――。

「ディープなのすると、染みるな……」

「っ……」

　神楽さんは一応怪我人で、私はその応急処置をしていただけの秘書。彼の宣戦布告を受けて立ったつもりはないし、告白の返事もしていない。

　もちろん〝恋人〟になったわけでもないのに、このたまらなく甘ったるい空気に流されてしまった自分に、激しく動揺する。

「だから、保冷剤っ……！」

　しつこいと思いながらもいたたまれず、神楽さんの胸を両手で押し退けた。

　小さく「うっ」と呻く彼の前で、ガタンと椅子を鳴らして立ち上がり、勢いよく踵を返す。

　振り返る余裕もなく、リフレッシュメントルームを飛び出そうとする私を、

「唯」

　神楽さんが、凛と響く声で呼び止めた。

　私はドア口で足を止め、自分の靴の爪先に視線を落とす。

「待ってやるから。俺のものになれよ」

　彼が、トーンを低く落とした声で、そう告げた。

　限界を知らずドキドキと高鳴る鼓動に焦り、私はギュッと握った拳を胸に押しつける。

「世界一幸せな女にしてやるからさ」

　いつものからかい口調じゃない。まるで言い含めるような、静かで落ち着いた口説き文句が、私の鼓膜を直接くすぐる。

　心臓が、口から飛び出しそうなほど拍動している。

　神楽さんの顔を見ることもできないまま、私は今度こそ廊下に飛び出した。










ゆっくり心地よい包囲網




　翌朝――。

　普段より十分ほど遅くオフィスビルに着いて、私は正面玄関を入ってすぐのところで足を止めた。

　朝八時十五分。うちの会社の始業時間には、まだ余裕があるけれど、すでにスーツ姿のオフィス就業者が、グランドエントランスを行き交っている。

　何人もの人が私を足早に追い越し、セキュリティゲートに吸い込まれていく。

　金曜日の今日を乗り越えれば、お盆休みに入る企業も多い。この時間、いつもより人の往来が多いのは、その影響もあるだろう。

　人の波の中、濁流の真ん中にある岩の如く立ち尽くしたまま、私は、昨夜からずっとリズムを乱しまくる鼓動を気にして、胸に手を当てた。

　大きくスーハーと深呼吸してから、声に出して溜め息をつく。

　今日も朝から暑い一日。それにしたって、私の頬は火ほ照てりすぎ。それもこれも、自分でも説明のしようがないほど、緊張しているせいだ。

　後ろからやってきた男性が、立ち止まったままの私にトンとぶつかった。

　反射的に謝ると、男性は忌々し気な様子で振り返り、邪魔だと言いたげに私を一瞥して、さっさと歩いていく。

　往来の妨げになっているのを自覚して、私は少し脇に寄った。外の通りに面したガラス窓に映る自分を、視界の端で捉える。

　昨日ともその前とも、特になんら変わらない、グレーのスーツスタイル。髪もメイクも、この二年間の私のままだ。

　でも本当は、今朝、クローゼットの前で、『今日はなにを着ていこう』とたっぷり十分間は悩んでしまった。

　ＣＥＯ付き秘書になってからは、おしゃれ心皆無のカチッとしたスーツが、私の日々の戦闘服だった。

　神楽さんに言わせれば、〝鋼の鎧〟といったところ。

　この二年、〝しっかりめ、かつ機能的〟だけを重視して、このスタイルを貫いてきたのに、たったひと晩で色気づく自分に動揺した。

　だって、私が意識したのは、神楽さんの目だ。

　そんな自分に焦って、結局いつもの鎧に身を包んだ。

　昨日までと寸分変わらない自分を確認して、無意識にホッと胸を撫で下ろす。

「なにを考えてるの、私」

　オフィスは、仕事をしてお給料をいただく場所。

　神楽さんはボスで、私は秘書。その関係は、昨日も今日も明日も同じ。

　なのに私は、いったいなにを気にして服装なんかに悩んだの。

　浮き足立っている自分を吹き飛ばそうと、肩を大きく動かして深呼吸を繰り返す。

　一度気合を入れるために、両頬をパシッと叩いた。

「平常心、平常心……」

　ブツブツと自分に言い聞かせて、オフィスに向かおうと大きく足を踏み出した。

　その時。

「おはよう」

「ひっ……！」

　いきなり後ろからポンと肩を叩かれ、私はビクッと身を竦ませた。

「え？」

　私の短い悲鳴に怯んだように、肩の上の手がサッと引っ込められる。

「悪い。そんなに驚かせたか？」

　落ち着いた低い声が耳をくすぐり、私の心臓が勢いよく跳ね上がった。

「お、おお、おはようございます、神楽さんっ……」

　平常心と言い聞かせたのに、まるで無意味。呼びかけたのが神楽さんだとわかっていたから、振り返って挨拶したものの、私の声は悲しいくらい上擦った。

「……お前、どこから声出してんだ？」

　神楽さんは、私の驚きように驚いて、きょとんと目を丸くしている。

　今私が、彼の目にとてつもなく奇妙に映っているのを自覚して、妙な汗が噴き出す。

　逃げるように目を泳がせると、彼の口元の小さな絆ばん創そう膏こうに目が留まった。

　昨日、絵里さんに殴られてすぐの時は、青く腫れ上がるんじゃないかと心配したけど、痣あざは口角の周りだけで止まったようだった。

　私はその話題に縋すがろうとして、こほんと咳払いをする。

「いえ、ええと……痣。思ったほど大きくなってなくて、よかった、です」

「ん？　ああ。おかげ様で」

　神楽さんは、自分の口元に手を遣って答えてから、まっすぐ私を見下ろした。

　それでもまだ不審そうに、無言のままわずかに首を傾ける。

「まあ、いい。一緒に行こう」

　自己完結した様子で私を促すと、自分はさっさと足を踏み出し、歩いていってしまう。

「え？　はいっ……」

　なんとかごまかせた。

　私はホッと息をついて、急いで神楽さんの後を追った。

　けれど、ほんの少し戸惑って、まっすぐ伸びた姿勢のいい背中を見つめる。

『待ってやるから。俺のものになれよ』

　昨日から、何度も思い出してはドキッとした言葉。

　私は、彼に返事をしないまま、帰ってしまった。

　今朝会ったら、開口一番で返事を求められるか、いつものように口説かれるか、からかわれるか……どれかだと思っていたのに、拍子抜けするほど普通。

　彼の目を意識して、二年間の戦闘服を見直すほど悩んだ自分が恥ずかしい。

　私はほんのちょっとおもしろくない気分で、神楽さんから一歩遅れてセキュリティゲートを通過した。

　周りの人の流れに乗って、高層階用エレベーター待ちの列の最後尾に、彼と並ぶ。

　隣に立つ神楽さんの横顔を、ついつい窺ってしまった。

　というか……返事を催促されても、私はなんて答えるのだろうか。

　私は昨日、清家さんに〝失恋〟したばかり。

　平然と接してくれる神楽さんに、むしろ感謝すべきなのかもしれない。

　気付かれないように小さな溜め息をつき、私は彼から視線を逸らした。

　六台あるエレベーターは次々と到着していて、気付くと私たちの順番が近付いていた。

　一番手前のドアが開き、私と神楽さんも中に進む。

　先に乗り込んだ神楽さんが、私の目の前でくるっと身体の向きを変えた。

　私はその後に続き……。

「わっ」

　ドアの方に回れ右をしようとした途端、ドドドッと後ろから入ってきた人たちに押され、前のめりになってバランスを崩した私は、彼の胸に顔から飛び込んでしまう。

　身動きできないまま、ドアが閉まった。

「っ……」

　すぐ目の前に、神楽さんのネクタイの結び目がある。

　すごく密着しているのを自覚して、私の鼓動はドキンと跳ね上がった。

「おい、大丈夫か？」

　神楽さんだけじゃなく、背の高い男性たちの中で埋もれ、押し潰されている私を、彼が小声で心配してくれる。

　それには慌てて首を縦に振って応えた。

「す、すみません。せめて向きを変えたいんですけど……」

　そう言いながら、なんとか足の位置を変えようと試みたけど……その途端、神楽さんが私の肩を掴んで止めた。

「え？」

「いい。そのままでいろ」

「っ、でも」

　反射的に顎を仰け反らせて見上げると、神楽さんは大きな手で口元を覆い隠していた。

　私からは目線を外して、わずかに明後日の方向を向いているけれど。

「……棚ぼた」

「はい？」

「別に仕掛けたわけでもないのに、朝からこれだけお前とくっつけるとはね」

「……!!」

　口を覆っている手に阻まれ、その声はくぐもって聞こえた。

　だけど、神楽さんがどういう意味で言っているかははっきりわかり、私まで今の体勢を意識してしまう。

　寄り添う、なんて言葉では表せない、この密着具合。不可抗力だけど、昨日の今日で、心臓に悪すぎる。

　ひとりでも降りてくれればこの事態を打破できるのに、こんな時に限って、エレベーターは途中で停まることなく一気に高層階に昇っていく。

　私の胸は激しく打ち鳴っていて、この距離では神楽さんに伝わってしまいそう。

「っ……」

　頬がカアッと熱を帯びるのを感じて、私はずっと顔を伏せたままでいた。




　経理に提出する出張経費の申請書を作成しながら、私はパソコンのデジタル時計の表示に視線を落とした。

　午後三時。神楽さんが来客応対のために役員応接室に入ってから、一時間になる。

　そろそろ終わる頃だろう。

　お茶を下げに行く必要があることを考え、私は仕事の手を止めた。

　この後は、神楽さんの商談に同行して外出の予定だ。

　一度、メイクも直しておかねば。

　ノートパソコンをパタンと閉じ、ポーチを片手に執務室を出る。

　化粧室に向かって足を踏み出すと、清家さんがこちらに歩いてくるのを見つけた。

「あ」

　清家さんも私に気付き、宙で視線がぶつかった。けれど、彼はその場でピタッと足を止め、私より先に目を逸らす。

　私以上に気まずそうな様子に、少しだけ傷つく。

「お、お疲れ様です」

　挨拶しながら目を伏せ、首を縮めて急ぎ足で歩いた。

「待って、秋津さん」

　横を通り過ぎようとした時、清家さんがやや強張った声で私を止めた。

「はい」

　私は、ほとんど条件反射で立ち止まった。ドキッと跳ねる胸に手を当て、そっと見上げる。

　清家さんはガシガシと頭をかいてから、私にちゃんと目を向け直してくれた。

「昨日は、お騒がせしてすまなかった」

　そう言って、私に頭を下げる。

　私も足を引いて、しっかりと清家さんの方に身体を向けた。

「いえ……。私は、なにも」

　気にしないで、と笑いかけようとしたのに、私の笑顔はぎこちないものにしかならなかった。

　それを見て、清家さんが「ふうっ」と息を吐く。

「錦は？　平気？」

　もちろん、絵里さんに殴られて怪我をしたことを気にしているのだろう。

　申し訳なさそうに眉尻を下げる清家さんに、私は一度頷いてみせた。

「幸い、それほど目立たないです。今もいつも通り、来客応対に入ってます」

「そうか。それなら、よかった」

　清家さんはホッとしたように表情を和らげたものの、すぐにきゅっと口を噤み、サラッとした前髪をかき上げる。

「いや、よくないな。……秋津さんにも、恥ずかしいところを見せてしまった」

　どこか自嘲気味に呟く清家さんの前で、私は俯いた。

「俺と彼女のこと、錦から聞いてた？」

　探るような質問が頭上から降ってきて、首を縦に振って応える。

「そう」と溜め息混じりの応答が返ってきた。

「いや、仕方ない。錦にも相当迷惑をかけたのは、俺も重々承知してるし……」

「あの！」

　言葉の途中でグッと顔を上げ、彼を遮った。

「どうして絵里さんを、神楽さんに会わせたりしたんですか」

　彼が言葉に詰まるのを見て、私はそっと視線を宙に彷徨さまよわせる。

「すみません。差し出がましいとは思うんですが、神楽さんも、清家さんへの当てつけに決まってると仰っていたので……」

「なるほど。その話も知っているのか」

「……すみません」

　首を縮めて謝罪を繰り返すと、清家さんは「いや」とかぶりを振った。

「彼女が最終的に望んでいるのが、俺との結婚だということは、もちろんわかってるんだ。だけど、俺は……それが彼女のためだとは思えなくてね」

「え？」

　歯切れの悪い説明を耳にして、私は困惑しながら聞き返した。

「絵里は、物心ついた頃から、俺の後ばかり追ってきた。ひとり娘だし、兄を慕うようなものだと思っていたが、彼女が中学生になったくらいから、ほとんど体当たりで、俺を好きだと言うようになった。……俺が根負けする形で付き合い始めたのは、彼女がまだ十六の時」

　ジッと見つめる私の前で、清家さんが困ったように肩を落として微笑む。

　いつも堂々としている彼のそんな姿に怯み、私はこくりと喉を鳴らした。

「俺の方は、錦と一緒にこの会社を起業して間もなくて、経営を軌道に乗せるのに必死だった。当然絵里をかまってやれるはずがなく、不満を募らせた彼女に別れを告げられたのは、〝付き合おう〟ってことになって二カ月後」

　清家さんは、自嘲気味に「はは」と乾いた笑い声を漏らした。

　まだ高校生だった絵里さんと、会社を興してすぐの清家さん。正直なところ、彼が言う〝別れ〟は、訪れるべくして訪れたものだと思う。

「これで絵里も、自分と年の近い男との恋に向き合えるだろう、そう思っていた。でも、俺の予想は外れてね。……それからは、別れもやり直しも、全部彼女からだ。俺は、俺と付き合うことが絵里のためになるのか悩みながら、結局ズルズル……」

　はあ、と声に出して溜め息をつく清家さんに、なぜだか胸がズキンと痛んだ。

「重ね重ね、恥ずかしいばかりだな」

　清家さんは、わずかに苦い表情を浮かべる。

　私は胸元をギュッと握りしめ、一度ゴクンと唾を飲んだ。

「あの、清家さん。……それでも、絵里さんのこと好きなんですよね？」

「え？」

　思い切ってぶつけた質問に、清家さんはわずかに怯むような表情を浮かべた。

「絵里さんのためとか、他のなにかのためとか、そういうことよりも、清家さんの気持ちがどこにあるか、今大事なのはそこじゃないでしょうか」

　失礼を承知で意見すると、彼はハッと息をのんだ。

　けれど、すぐに私から目を逸らし、唇を噛む。

「……俺の気持ちを大事にしてる場合じゃないんだよ」

「え？」

　清家さんの言葉はわずかにくぐもり、聞き取りづらい。その上、その意図もわからず、私は困惑して聞き返した。

「絵里の父親は、同じ金融グループの銀行頭取だ。君が言っていた通り、俺と錦にとっては恩人……。その上、絵里の縁談相手は銀行専務のご令息。彼女が縁談を断って、俺と結婚するなんてことになったら……」

「お前はいろんなこと、先回りして考えすぎなんだよ」

　背後から聞こえた低い声が、清家さんを遮った。

　私も清家さんもハッとして、ほとんど同時に声の方向を振り返る。

「どうなるかなんて、まだわからないのに、気に病みすぎ。禿はげるぞ」

　来客応対を終えて戻ってきたのか、小脇に分厚いファイルを抱えた神楽さんが立っていた。

「錦……」

　清家さんが、無意識の様子で呟く。けれど、すぐにキッと表情を引き締めた。

「茶化すな。お前がそうやって短慮だから、俺が……」

「お前は、石橋叩きすぎだ。あんまり叩くと、むしろ脆もろくなって、橋の役割がなくなるぞ」

　神楽さんが溜め息混じりに言葉を挟み、清家さんを見据える。

「やっと絵里が素直に本心をぶつけたんだから、男なら逃げずに向き合ってやれ」

　空いている方の手をスラックスのポケットに突っ込み、妙にゆっくりとこちらに歩を進めてくる。

「お前が鬱うつ慮りょする厄介事は、もちろん俺も一緒に引き受ける。なんのためのツートップだ」

　廊下に敷かれたカーペットを踏みしめて歩いてきた神楽さんが、私たちの前で両足を揃えて立ち止まった。

「お前が足を止めるなら、俺が先陣切って道を拓いてやる」

　清家さんがゴクッと喉を鳴らすのが、気配で伝わってくる。

　それでも黙っている彼に、

「……昨日、俺がしたことに動揺したくせに。うだうだ理由つけて悩んでる場合じゃないだろ」

　神楽さんはそう言って、グッと顔を寄せた。

「奪われてからじゃ手遅れだってこと、思い知ったんじゃないのかよ」

　並々ならぬ目力で睨めつけられ、清家さんが怯んだように背を反らす。

　私はその様をまざまざと見せつけられ、一瞬呼吸をするのも忘れていた。

　神楽さんは言葉に詰まる清家さんをジッと観察してから、背筋を伸ばして姿勢を正した。そして、半分呆けて見ていた私に、視線を流してくる。

「秋津さん。これから外出だろ。執務室に戻るぞ」

　さらりと向けられたひと言で、我に返る。

「はいっ。……あ、応接室の片付けを……」

「いい。手が空いてる他の秘書に頼んでおく。行くぞ」

「あ」

　肩を押して促され、棒のように固まっていた足を動かして一歩踏み出す。

　手に持ったポーチを無意識にギュッと握りながら、私は清家さんを気にして振り返った。

　彼は私たちに背を向けたまま、顔を伏せて立ち尽くしている。

　そんな姿に、胸が疼くような痛みを発した。

　清家さんの気持ちがどこにあるか――改めて問うまでもない。

　その心は絵里さんに向いている。

　だけど……。

　私は、私の後を歩く神楽さんを、肩越しにそっと窺った。

　神楽さんは、清家さんがなにを気にして迷うのか、きっとわかっているんだろう。

　グループ企業の銀行頭取の娘と、その一翼を担う新進企業のＣＯＯ。

　もしかしたら、会社への影響を懸念しているのかもしれない。

　それでも。

『お前が鬱慮する厄介事は、もちろん俺も一緒に引き受ける。なんのためのツートップだ』

『お前が足を止めるなら、俺が先陣切って道を拓いてやる』

　絵里さんの、清家さんの心を慮おもんぱかり、その上で堂々と言い放つ、力強いフロンティア精神。

　どこまでも強気で傍若無人、破天荒な人。なのに情に厚く優しい、頼れるＣＥＯ。

　私は、そんな神楽さんを素敵だと思った。




　私はまるで追い立てられるようにして、執務室に戻った。神楽さんの前に立ってドアを開け、彼を先に通そうと足を引いた途端、いきなり背中を押され、

「きゃっ」

　大きく二歩、つんのめる。

「か、神楽さん？」

　ちょっと乱暴な彼の行動に驚き、私は体勢を立て直しながら振り返った。

　神楽さんが、後ろ手で閉めたドアに、背を預けている。

「あの……？」

　不機嫌を隠さない、歪んだ表情。整った綺麗な顔立ちの神楽さんは、怒ると普通の人よりずっと怖い顔になる。

「俺は、これほどまでに非力な男だったか。こんなにも自分が情けないと思ったことは、今までにない」

　そんな彼が、自嘲気味に言い放った。

「は？」

　なぜそんな、と思い、私は反射的に聞き返していた。

　神楽さんは私に答える気はないのか、大きな手で顔を覆って、お腹の底から深く息を吐いた。

「絵里のことになると、清家はいつも、ああやってグダグダになる。正直俺は、恋愛事に関して言えば、清家は本当にカッコ悪い男だと思ってる」

「で、でも。清家さんが迷うのは、なにか他にもお考えがあるからでしょうし……」

　かばうつもりじゃなかったけれど、清家さんを弁護するような言い方をした私を、神楽さんが指の隙間からキッと睨みつけた。

「ああ、そうだな。俺がなんと言って口説いても、お前は俺じゃなくヤツが好きなんだから、そう思うだろ」

　拗ねたような口調で言われ、私はグッと口ごもる。

　神楽さんは、「はあああっ」と声に出して太い溜め息をついた。

「清家以上にお前の心を占められない、自分が情けない」

　彼の悔し気な呟きに、どうしようもなく胸がきゅんとする。

　神楽さんがこんなにへこむのが、私のせいだと思ったら、なんだかいたたまれない。

「あの……ごめんなさい」

　他になんて言っていいかわからず、謝罪を口にした。

「でも、誤解です。神楽さんが、私の心、清家さん以上に占められないなんて」

　私は落ち着かない気分で両肘を抱え、そっと顔を背けた。

　神楽さんは無言のまま、なにも答えてくれない。

「情けないなんて思わないでほしいので、恥を忍んで白状します。私、昨日からずっと、神楽さんのことばかり考えてて」

　言いながら、ドキドキドキと心臓の拍動が速まるのを感じていた。

　急に喉がカラカラに渇いてきて、声が貼りつく感覚がとても不快だ。

「……え？」

　一瞬の間の後、神楽さんが顔から手を離した。

　探るように聞き返す彼の前で、私は意を決して口を開いた。

「じ、実は今日。なに着ていこう、とか、クローゼットの前で悩んでしまいました」

　目線を床に落とし、ボソボソと呟く。

「は？」

　神楽さんが、少し勢いをつけてドアから離れた。

「お前、いつもは服に悩むこともなかったのか。それ、女としてどうなんだ？」

「うっ」

　ちょっと呆れた言い様に、私はカアッと頬を火照らせる。

「まあ、でも、確かに……。リクルートスーツかってくらい、カチンコチンだし。悩んで決めているようには見えないか」

　茶化すような言葉は、すぐそばから聞こえてきた。

　神楽さんが私のスーツの襟をちょんと引っ張るのを見て、私はギョッとして一歩飛び退いた。

　それに、彼はムッと眉根を寄せる。

「逃げるなよ」

「逃げますよ！　なんでいきなり……」

「いいから続けろ。それがなんで、今日は悩んだりしたんだ？」

　腕組みをして先を促され、私は一瞬口ごもった。

　再び視線を逃がして、

「だから……神楽さんが、どう思うか、って」

　唇の動きを最小限にして、ボソボソ続ける。

　自分の耳にも、はっきりと明瞭に届いたとは言いがたい。当然神楽さんも、「ん？」とさらに眉間の皺を深めた。

「っ、だから」

　聞き返されて何度も言う方が、よほど恥ずかしい。

　私は半分ヤケになって、グッと顎を上げた。神楽さんに、まっすぐ目を向ける。

「私に惚れたって言ってくれる神楽さんの前で、どんな格好をしたらがっかりさせずに済むか、って……。仕事に行くだけなのに、私は神楽さんのことばかり考えて、クローゼットの前で十分も……！」

　捨て身の言葉は、最後まで言い切る前に彼の胸にのまれてしまった。

　強い力で抱き寄せられ、神楽さんの胸に顔を埋めているのを自覚して、私は一瞬息を止めた。

「……なに、その強烈なデレ。かわいすぎるんだけど」

　頭上から、どこか不服そうな声が降ってくる。

　頭の後ろで髪をくしゃっと掴まれる感覚に、私の心臓がドキンと大きく跳ね上がった。

「しかも不意打ちで来るし。反則だろ……」

　神楽さんが「はあっ」と吐いた息が、私の耳をくすぐる。

　そんなことにも、私の鼓動は激しくリズムを狂わせる。

「な、なにを言って」

「ヤバい。お前が俺のことばかり考えてたなんて、マジで嬉しい」

　神楽さんは私の耳元でそう囁いて、私を抱く腕にぎゅうっと力を込めた。

「っ」

　心臓がとくんと弾んだ音を立てるのに驚き戸惑っていると、神楽さんはそっと抱ほう擁ようを解いた。

「あ……」

　遠のいていく温もりを追って、目線を上げる。

　神楽さんが、真っ赤な顔を私から背けるところだった。耳まで染まっている。

　私なんかのひと言で赤面を隠せない彼に、胸がきゅんと疼く。

「か、神楽さ……」

　ドッドッと強い拍動を繰り返す胸元に手を置き、思わず呼びかけた私に、神楽さんはくるっと背を向けた。

「んーっ」と言って、長い腕を両方とも天井に突き上げる。

　激しく照れているのを、豪快な伸びでごまかす姿に、不覚にもときめいてしまう。

「……仕事、するか。外出だろ？　秋津さん」

　私には顔を見せてくれないまま、神楽さんは仕事モードに切り替える。

　だけど、前髪をかき上げる仕草が、どこか乱暴だ。俯いて、生え際からくしゃっと握りしめる様も、見慣れない。

　いつもに比べて、すんなりスイッチが切り替わらないのが私のせいみたいで、鼓動が鎮まってくれない。

「っ、はい」

　それでもなんとか、少し裏返った声で返事をして、そそくさと自分のデスクに戻る。

　外出の準備を急ぐ私の前で、神楽さんはその場に佇んだまま。

　口元に手を遣り、わりと真顔でボソッと呟いた。

「マズい。この後の商談の戦略、今ので全部吹っ飛んだな……」

「えっ!?」

　いつも仕事は完璧なボスの緩んだひと言に、私はギョッとして目を剥いた。




　丸の内の高層ビルの最上階にオフィスを構える、輸入食品商社の社長との商談が終わった。

　ビルのグランドフロアに降り立った時、私の腕時計の針は午後五時半を指していた。

　だけど、西の空を赤く染める太陽の威力は、まだまだ衰えることを知らない。

　四方がガラス張りのエントランスにも、鋭い日光が射し込んでいた。

　総合受付で入館証を返却して歩き出すと、神楽さんが「ん～っ」と両腕を上げ、頭の上で肘を抱え込んだ。

　ひと息ついた、という仕草に、私もクスッと笑ってしまう。

「商談、お疲れ様でした。出てくる前は、戦略吹っ飛んだなんて仰ってたので、心配でしたけど」

　横顔を見上げながら労いの言葉をかけると、彼はそのままの格好でちらりと私に視線を落とした。

「あの社長、いつもドカンと大口投資してくれる上客だからな。あそこ一社取ったら、上期の業績、上方修正も可能だ。一般の営業社員に任せず、俺がわざわざ出向いてるのに、取りこぼすわけにいかないしな」

　ニッと口角を上げ、デキるＣＥＯらしい好戦的な笑みを浮かべる。

「今、うちで企画を進めている新商品にも、ご興味お持ちのようでした」

「五年十年の長いスパンで投資できれば、為替変動リスクは回避できる。あの人は商売柄、ＦＸ商品をよくご存じだからな」

　神楽さんが顎を撫でながら、ふむ、となにか思案する。

「長期型投資の狙いは、為替相場の平準化。外貨建ては利率が高い分、投資効果が期待できる。……俺もやろうかな」

　結構真顔で付け加えてから、彼は腕を解いた。

　左手を軽く持ち上げ、上着の袖をちょいと摘まんで、そこからごつくて男っぽいデザインの腕時計を覗かせる。

　海外の高級ブランド、クロノのブラックフェイスが、神楽さんらしい。

「五時半か。……秋津さん、お前このまま直帰していいぞ」

「え？」

　一度オフィスに戻っても、デスクを片付けるだけで、退社できる時間だ。

「でも、神楽さんは」

「俺は、七時から香ホン港コンとテレビ会議入ってるからな。もちろん、戻るけど」

　さらりと返事をされて、私はわずかに逡巡した。

　確かに、就業時間外の会議に合わせて、私が残る必要はない。

「……で」

　どうしようかと考える私に、彼が短い言葉を続けた。

「お前、明日の土曜日、なにか予定あるか？」

「え？」

　プライベートの予定を聞かれ、私は思わず足を止めていた。

　オフィスアワーも終わりを迎えるこの時間、ビルのグランドエントランスに、ビジネスマンの往来は少ない。帰路を急ぐオフィス就業者がほとんど。立ち止まった私と神楽さんの横を、何人かの女性が通り過ぎていく。

「明日って、なんで……？」

「デートに誘いたいんだけど。……なんだよ、その不審そうな顔」

　わずかに眉間に皺を刻んで神楽さんを見上げた私に、彼はムッとした表情を見せた。

「っ、デ……!?」

　私はギョッとして、上擦った声をあげた。

「驚くことか。俺はお前に真剣に求愛してるんだ。デートに誘うくらい当然だろ。むしろ、今週仕事に追われたせいで、仕掛けるのが遅れたと言っていいのに」

　神楽さんは口をへの字に曲げながらも、どこかドヤ顔で言い切って、私をジッと音が出そうなほど強い目で見つめた。

「し、真剣に求愛って」

　飾らない率直すぎる言葉に、カアッと身体が熱くなる。

「動物の求愛行動と違うんだから、誘う以外になにができる。バッサバッサ羽広げてダンスしたって、お前堕おちないだろ」

　頭の中でなにを思い描いているのか。神楽さんは難しい顔で腕組みをした後、小さくプッと吹き出した。

「まあ、秋津さんが望むなら、やってみせてもいいけど……」

「い、いいです！　普通で！」

　週末前の金曜日、商談を終えた後だからか、神楽さんも、やや開放的な気分になっているようだ。このテンションだと、本気でやりかねない。

　神楽さんが想像したのがクジャクなのか、それとも丹たん頂ちょう鶴づるかわからないけど、私は慌てて彼を阻止した。

「じゃあ、このまま普通に」

　意味もなく呼吸を乱して顔を真っ赤に染める私を見下ろし、彼はクックッと含んだ笑い方をした。

「明日、十一時。お前のマンションまで、車で迎えに行く」

　腕組みを解いて背筋を伸ばし、どこか改まった口調で告げられた誘い。

　一度、ドキンと胸が弾んだ。そのまま拍動を速めていくのが、強く感じられる。

「う……はい」

　素直に返事をしてしまったのは、ドキドキしてうろたえてしまったせいか、それとも、『真剣』と言った神楽さんにきゅんとしたせいか……。

　勢いよく顔を伏せて固まった私の頭上から、クスッと小さな笑い声が降ってきた。

　神楽さんが愉快そうな顔をしているか、それとも満足げにほくそ笑んでいるか、俯いた私にはわからないけれど。

　ポン、と、彼が頭に手を置いた。

「早めに帰してやるから、十分と言わず一時間でも二時間でも、クローゼットの前で悩んでこい」

　そんな命令と共に、頭の上でポンポンと弾む神楽さんの手。

「お前に惚れてる俺を、がっかりさせない服。今夜も俺のことばかり考えながら、選んで着てこい。楽しみにしてるから」

「っ……！」

　さっき執務室で恥を忍んで白状した告白を蒸し返して、絶妙なタイミングで被せてくる巧妙さ。

　私の胸はぎゅんと唸るように震え、頭のてっぺんから湯気が立っているんじゃないかと思うほど、顔が火照った。

「じゃ、お疲れ」

　最後に一度、私の頭をポンと叩き、神楽さんはいつもと変わらず颯爽と、そして、どこか軽やかな足取りで、ビルの外に向かって歩いていった。

　彼が残した微かな風を受け、私は頬に手を当てた。

　振り返った時には、その広く逞たくましい背中は、小さくなっていたけれど。

　じわじわと、でも着実に、神楽さんの想いに包まれていく自分がいる。

　彼は、こちらのペースを考えず、グイグイと強引に私の心を乱すのに、囲い込まれていく感覚は不思議とゆっくりで、決して不快ではなく心地よい。

『待ってやるから。俺のものになれよ』――。

　多分きっと、私に対する包囲網は、もう完璧に敷かれているんだろう。

　そうじゃなきゃ、今日一日で、こんなに何度も彼にきゅんとしたりしない。

　何気ない言動にも、カッコいいとか素敵だとか思ったりしない。

「……っ」

　すでに心が大きく傾いていることに気付き、私は落ち着かない気分になった。










大人の健全な初デート




　神楽さんに言われたからというわけではないけど、その夜、私は結構遅くまで服装選びに悩んでしまった。

　クローゼットに、衣装ケース。夏物衣料を片っ端から引っ張り出して、それほど広くない部屋に、服の山を作った。

　そして。

「マズい。全然、今の流行に乗れない……」

　なんせ、最後に彼がいたのは、まだ転職前のことだ。

　私のワードローブには、この二年ほとんどなにも加わっていない。

　お洒落して出かける必要がなかったし、日々の戦闘服だけ揃っていればよかった。

『お前に惚れてる俺を、がっかりさせない服。今夜も俺のことばかり考えながら、選んで着てこい。楽しみにしてるから』

　帰り際の神楽さんのドヤ顔が、嫌でも頭の中でメリーゴーランドのように回る。

　カチンコチンと言われた、いつものスーツよりはマシかもしれないけど、営業部にいた頃の、普通すぎる上に流行遅れの服しか持っていない。

　もしかして、神楽さんはこういう状況を見越していたから、今日早めに帰してくれたんだろうか。

　私は、帰りにデート服を買いに行くべきだったんじゃなかろうか……？

　マンションまで車で迎えに来ると言った神楽さんが、ひと目でがっかりする顔が浮かんでくる。

　今の会社に転職して三年。アラサー真っ只中の二十九歳……。

　プライベートを後回しにしてきたツケが回ってきた、そんな気分だった。




　散々悩んだものの決められず、最後は明日の天候次第という結論に達した。

　朝起きて、カーテンを開けると、昨日までと同じ強い日光が、窓から射し込む。

　結局、選んだというより、他に選択肢がなかったというのが正解の、今の私にはちょっとかわいめの水色のワンピースを着て部屋を出た。

　いつもの自分と違いすぎて恥ずかしいけど、黒いロングカーディガンでぼかすのが精一杯。

　エントランスに下りて、外に出る前に、一度大きく深呼吸をする。

　そうやって、緊張感を強めている自分を、少しでも落ち着かせようとした。

　建物から一歩踏み出すと、すでに神楽さんは到着していた。

「おはよう」

　車に寄りかかり、腕組みをしていた彼が、私より先に声をかけてくれる。

「お、おはようございます」

　私の心臓が、ドキッと跳ね上がる。

　いつもと同じ挨拶も少し上擦り、私はその場にピタリと足を止めてしまった。

　私を見て、神楽さんがどう思うかばかり考えて、その逆を全然気にしていなかったことに気付く。

　仕事では二年の付き合いだけど、休日にプライベートで会ったことはない。

　普段のビシッとしたスーツ姿と、寝起きのだらしない姿以外の神楽さんを見るのは、初めてだ。

　黒いスリムなシルエットのスラックスに、白いＶネックのＴシャツ。ネイビーのノースリーブのパーカーで、レイヤースタイルにまとめている。大人の男のマリンカジュアルといった感じがなんともいえず爽やか。それでいて、肩に下りたパーカーのフードが少年っぽくやんちゃな印象で、なんだかとても神楽さんに似合っている。

　そのくせ、寄りかかっている車は、国産ワンボックスの最高級車だ。見事に演出されたギャップに、私の胸はドキドキと騒ぎ出してしまう。

　……と、相手を観察していたのは、神楽さんの方も同じだったようだ。

　私の頭のてっぺんから足の先まで、一筆でなぞるように視線を下ろし、最後に「へえ」と目を細めた。

「意外。カチンコチンじゃないと、随分とかわいいんだな」

「こ、これはっ。もう二年以上前に買った服だから、今着るとちょっと……いや、かなり若作りになってしまうだけで」

　私は頬がカアッと熱くなるのを感じながら、宙に目を泳がせた。

「二年以上前……」

　神楽さんが、呆気に取られた顔で、私の言葉を拾う。

　昨日、通勤着に悩まないと言った私に、『女としてどうなんだ』と呆れていたのを思い出した。もしかして、がっかりどころか、さらに幻滅されたかもしれない。

「すみません。こんなんで」

　彼の視線に晒される自分が痛い。

　カーディガンを胸元に手繰り寄せ、身を縮めた私に。

「俺をがっかりさせたって、落ち込んでる？」

　神楽さんが軽く勢いをつけて車から身体を起こし、私の方にゆっくりと歩を進めてきた。仕事中とは分け目が違う前髪が、ふわっと風に揺れる。

「それなら、安心しろ。俺を思ってあれこれ考えたんだろう、と想像するだけで、わりと満足だから」

　そう言って、私の目の前で、両足を揃えて止める。

　私は、とくんと鼓動が弾むのを意識して、そっと彼を見上げた。

「精神的満足でよかったんですか」

　そう訊ねた私に、神楽さんは虚を衝かれた様子できょとんと目を丸くした。

　けれど、すぐに、ニヤリと好戦的な笑みを浮かべる。

「お前らしい切り返しだけど、俺の反撃までは想定してない？」

「反撃？」

　質問に質問で返す私に、「そう」と、バチッとウィンクをする。

「俺の最終目的はその中身だから、普段のカチカチなスーツでも大いに結構。開拓しがいがあるからな」

「っ……!?」

「極論を言えば、一糸纏まとわぬお前が理想」

　わざわざ背を屈めて耳元で囁かれ、私はその内容の際どさにギョッと目を剥いた。

「いや、一枚ずつ脱がす楽しみってのもあるか……」

「なっ……なんてこと言うんですかっ」

　全身が火照り、変な汗がじわっと滲む。

　私は、彼から逃げるように飛び退いた。

　私の反応は予想通りだったのか、神楽さんは口元に手を遣り、クックッと肩を揺らして笑う。

「安心しろ。初めてのデートでいきなりひん剥いたりはしない。これでも一応、紳士のつもりだ」

『一枚ずつ脱がす楽しみ』なんて平然と言ってのけたその口で、『紳士』だなんて言われても、説得力がなくて信用できるわけがない。

　浜辺に打ち上げられた魚みたいに、口をパクパクさせる私に、「行くぞ」とだけ言って、神楽さんは再び車の方に戻っていく。

「か、神楽さんの中の紳士の定義、絶対間違ってます……！」

　私はその背を追って、完全に裏返った声で反論した。そして、ハッとして足を止める。

「どうした？」

　私の二歩先で、彼が肩越しに振り返る。

「どうせ、自意識過剰だって笑うでしょうが、とてつもなく身の危険を感じます。……神楽さんとデートなんてしていいのかなって」

　やられっ放しで悔しい。

　眉間に皺を寄せて、ほんのちょっと棘とげを含めてそう言った。

　神楽さんは、目を真ん丸にしたけれど。

「ぶっ」

　小さく吹き出し、身体を折り曲げる勢いで笑い出す。

「な、なんで笑うんですか？」

「いや、だってさ。唯ちゃん、それ。俺には『手を出してください』って言ってるように聞こえるんだけど？」

「っ、なっ……!?」

　どこをどう受け取ったら、そう解釈できるのかわからない。

　でもとにかく、皮肉のつもりで含ませた棘が、完全に災いしたことに慌てふためき、私は勢いよく首を横に振った。

「なに言ってるんですか！　そんなことあるわけな……」

「何度も言うが、安心してくれ。俺の方は、今日のところは、中学生レベルの健全なデートをするつもりで来たから」

「っ、え？」

　仕事中と同じ、凛と響く声で遮られ、私は思わず言葉に詰まった。

「待つと言ったのは俺だからな。まずは、俺への印象を改めてもらうのと、お前の中から清家の存在を追っ払うのが先」

　黙る私を見据えたまま、彼はスラックスのポケットに手を突っ込み、身体ごとこちらに向き直る。

「神楽さんの、印象？」

　ドキッとする胸に手を当てながら聞き返すと、神楽さんが「そう」と目を細めた。

「お前、俺のことすごい遊び人だと思ってるだろ？」

「……！　それは」

「自分で言うのもなんだが、俺は付き合って別れてを繰り返す清家よりは、真面目な男だと思うぞ？」

　ニッと目元を緩ませてから、神楽さんは鼻歌混じりに車に向かっていく。

　私は、上目遣いにその背を目で追う。

「〝中学生レベル〟の健全なデート。知ってるからには、中学生の頃、デートした経験があるからじゃないか、って思うんですけど」

　それには、彼がギクッとしたように肩を震わせた。

「私、初めての彼氏、大学生の時でした。神楽さんは、さすがに早いですね」

「あ～……え～と……」

　ちょっとした意地悪のつもりだったのに、本気で目を泳がせる神楽さんが、なぜだかとても微笑ましい。

　私は、ふふっと声に出して笑った。

「神楽さんはきっと、学校一の人気者だったでしょうから。早いのも当然」

　神楽さんは弱り切った様子で、ガシガシと頭をかいた。

「……俺の印象は、そんな簡単には変わりませんか」

　たどたどしい言い方をして肩を落とす彼に、なぜかこのタイミングできゅんとする。

「とっくに、素敵だなって、思ってますよ……」

　ほとんど口を動かさずに、唇の先だけで呟いた独り言。

　聞かせるつもりじゃなかったのに、神楽さんが「え？」と反応して振り返った。

　私は慌てて首を振ってごまかし、それ以上の問いかけを拒んで、頬を染めてそっぽを向く。

　神楽さんはやや怪訝そうに首を傾げていたけれど、気を取り直したように助手席のドアに手をかけた。

「まあ、とにかく。エスコートさせて」

　柔らかい笑みを浮かべてドアを開け、私の方にスッと手を差し伸べる。

「どうぞ？」

　スマートなレディファーストの仕草に、私の心臓は大きな音を立てて弾んだ。

「あ……ありがとう、ございます」

　素直に手を預け、助手席のシートに座る。

　車の前を通って運転席に座る彼の横顔を窺ってしまい、胸のドキドキを抑えられなかった。




　それから、神楽さんの運転で、三十分ほど都内をドライブした。

　車をパーキングに停めて、お腹が空いたタイミングで通りかかったパスタショップでランチを取り、向かった先は二カ月ほど前にリニューアルオープンした商業施設。

　いきなりふたりでショッピングって、なかなかハードルが高そうだな、と思っていたら、彼が連れていってくれたのは、その最上階にあるシネコンだった。

「神楽さんの人生初のデートも、映画だったんですか？」

　劇場の最後列、スクリーン正面の席に並んで座り、そう訊ねる。

　神楽さんは、小さな溜め息をついてから、「そう」と返事をした。

「私もそうでした。大学生の時ですけど」

「……もう〝中学生で初デート〟から離れてくれよ。いいだろ、初めてのデートは、お互い健全に映画で共通してるってことで」

　きまり悪そうに、ボソボソと歯切れ悪く呟く神楽さんを、私はクスッと笑った。

「そうですね。この映画観たかったので、嬉しいです」

　神楽さんが買ってくれたアイスティーのストローをくわえながら、まっすぐスクリーンに顔を向けた。

　お盆休み期間に突入したせいか、都内の商業施設は思ったよりも空いている。

　この夏の大作と名高いハリウッドのアクション映画は、先週封切りしたばかりだけど、同じ列に他のお客さんはいない。

　上映開始まであと十分。

　他のお客さんたちの席も遠いし、会話の声量を気にする必要はない。

　神楽さんはシートに思い切り背を預け、仰け反るように身体を伸ばしてから、「なあ」と私に声をかけてきた。

「前から聞きたかったんだけど。お前、清家のどういうところに憧れてたんだ？」

「っ、え？」

　神楽さんの質問は不意打ちで、私は一瞬言葉に詰まってしまう。

　それでも、彼の方にからかっている様子はない。世間話のような軽さもなく、わりと真剣に訊ねてきているようだ。

　だから私は、無意識に背筋を伸ばし、すうっと息を吸ってから口を開いた。

「入社前に、いくつか経済誌を読んだんです。そこに、清家さんのインタビュー記事が載っていて」

「ああ……そういや、会社興してしばらくの間は、そういう外向けの仕事は清家に任せてたっけ」

　その頃のことを思い出しているのか、虚こ空くうに目線を上げる神楽さんの横顔を、私はそっと見つめた。

「質問への言葉選びとか、仕事に関する価値観に考え方。そういうの全部共感……というか、感銘を受けて。どんな人かな、って、興味持ったんですけど」

　私は就活時の面接を思い出してそこで一度言葉を切り、わずかに苦笑した。

「最終の役員面接が、清家さんだったんですよね。最初に緊張をほぐしてくれて、面接とは思えないようないろんな話をして、楽しかったです。子供の頃に習ってたピアノで、クラスの伴奏任されたのが嬉しかったこととか、小学生の時の初恋の相手がどんな子だったかとか……」

　こんなことを、人に語る日が来るなんて、予想もしていなかった。

　こうして神楽さんに問われて、改めて振り返ってみると、清家さんへの気持ちを口にする私の胸の鼓動は、凪ないだ海のように穏やかだ。

「……？」

　私は口を噤んで首を傾げる。

　入社してからも、清家さんと顔を合わせて言葉を交わすことができる時、私の胸はいつも弾んだ。憧れの人から評価され、期待されるのが嬉しくて、いやが上にも高揚した。

　でもそれは、〝恋のときめき〟だっただろうか。

　きゅんとしたりドキドキしたり、時には切なくて締めつけられるように苦しくなったり……。

　小学校での初恋でも、知ることのできた感情だ。

　自分の心に疑問を呈しながら、神楽さんの横顔を窺い見た。

　今、こうして神楽さんと過ごしている時の方が、よっぽど――。

　それに気付いて、私の胸がドクンと沸き立った。

　彼に口説かれるとドキドキしてしまうことは、私自身が一番よく知っている。だって私はそうならないように、最終手段として修行僧に徹するしかなかったのだから。

　惑わされないよう、必死だった。ただただ、清家さんの期待に応えたかった。

　憧れの人から得た評価を、無にしたくない。

　清家さんへの私の気持ちは、上司に対する尊敬の念から湧くもので、恋とは違う――。

「っ……」

　導き出した結論に動揺して、私は短く息をのんだ。

　けれどそれは、神楽さんの深い溜め息にかき消される。

「要はお前、俺と真逆の、慎重で冷静なインテリタイプの男が好きってことか」

　自分で探りを入れてきたくせに、神楽さんはどこかふてくされた口調で言った。

「っ、え？」

　一瞬、なにを言われたのか理解できずに、つっかえながら聞き返す。

　彼はムスッとした顔で、シートにふんぞり返って腕組みをしていた。

「俺と清家は、役員連中の間でも、性格や仕事の進め方は水と油だとよく言われる。お互いのいい面で、悪い面をカバーし合えるのがメリットだが、なにかというと比較の対象にされる」

「そう、ですね。神楽さんは、インテリというより活動家……」

　私は、落ち着かない思考から離れようとして、ちょうどいいとばかりに、神楽さんの話題に乗っかった。

　何気ない相槌のつもりが、ふと疑問がよぎる。

　ＣＥＯが、企業経営におけるトップなら、ＣＯＯは業務の執行を統括する、いわば現場に近い責任者だ。

　アクティブな神楽さんは、性格的にもＣＯＯ向き。なのに、どうしてふたりの職務は逆なんだろう……？

「お前が目を通した記事、俺が取材受けていたとしても、そんな風に興味を持ってはもらえなかっただろうな。残念ながら、俺は言葉なんか選ばない。基本、思うがまま口にする男だ」

　私が首を傾げる横で、神楽さんは先を続けていた。

　自分で言っているうちに拗ねていくようで、唇を尖らせる。

「お前も、もしかしたら、うちの会社を受けようとも思わなかったかも。そうだとしたら、俺がお前と出会えたのは、清家のおかげか？　……なんだ、切ない」

　本気でいじけた口調。

　私はついついプッと吹き出してしまった。

　それには不機嫌そうに、「なんだよ」と返される。

「いいえ、ごめんなさい。でも、神楽さんは神楽さんで、清家さんと違って豪ごう傑けつで破天荒なところが魅力ですよ」

「荒くれ者が、魅力か？」

「破天荒って、本来そういう意味の言葉じゃないんですよ。神楽さんが、自分は新参の開拓者だって言うのと同義なんです。私、神楽さんのフロンティア精神、好きです」

「……珍しく持ち上げるな。そうやってボスの士気を上げるのも、秘書の役目か？」

　神楽さんは腕組みしながら、私に横目を流してくる。

「今日は休日、プライベートです。ボスに対して言ってるんじゃなくて……」

　なんとかテンポよく会話を交わしていたのに、私はその先に詰まって口を噤んだ。

「……ボスじゃなくて、なんだ？」

　言い淀む私を、神楽さんが低い声で促してくる。

「俺は……今、お前に惚れてるただの男、だけど。お前は？」

「っ」

　まるで誘導するような聞き方に、私は胸をドキンと弾ませた。

　スカートの上で両手を組み合わせ、そこに視線を落とす。頬が熱くなるのをごまかそうと、とっさにストローを口にした。

　うまく伏せた横顔に彼の視線を感じて、目を上げることができない。

「……ただの、俺に惚れられてる女」

　結局、答えられなかった私の代わりに、神楽さんが自分でそう呟いた。

　私はストローから口を離し、おずおずと彼に顔を向ける。

　バチッと目が合い、神楽さんがふっと目を細めた。

「まだそれだけでいいから、目逸らさないで、ちゃんと俺を見ろ」

　ちょっと早口で言ったかと思うと、私が瞬きする短い間で、こちらに身を乗り出してきた。そして。

「っ！」

　掠めるようにして、唇を奪う。

「こ、こんなとこでなにを……！」

　私は顔をカアッと真っ赤に染め、慌てて口を手で押さえる。

　神楽さんは平然とした顔で、「ふん」と鼻を鳴らし、長い足を組み上げた。

「俺のものになるのは待つが、こっちから仕掛けないとは言ってない。それに俺は、清家と違って、まず行動するタイプだ」

　ふんぞり返って言ってのけ、私を視界の端に映してニヤリと笑う。

「別に、キスくらいいいだろ？　もう何度かしてるんだし」

　パクパクと口を動かすしかできない私に、さらに太々しく言い放ち、不敵な目をしてほくそ笑んだけれど、なにかを思い出したように、『あ』という形に口を開けた。

「一応言っとくけど、中学生の初デートでキスはしてないからな。今のは、〝健全な〟とはいえ、お前相手の大人向けデートだから」

　神楽さんは、屁理屈としか言えないことを、いけしゃあしゃあと付け加えてくる。

　私はそんな彼に脱力して、がっくりとこうべを垂れた。

「……もう」

　照れ隠しに、呆れた口調で返す。

「いいかどうかじゃなく。こんな、公共の場で……誰かに見られたらどうするんですか。……恥ずかしいです」

　神楽さんは、ただでさえ、いろんな意味で注目を集める人だ。

　口を尖らせてボソボソとなじる私を見遣り、彼は意地悪に目を細めた。

「誰にも見られる心配がないところだったら、いいってこと？」

　低い声で探られ、私の胸はドキンと大きな音を立てる。

「だから、なんでそうなるんですか……！」

　慌てて否定しようとしたタイミングで、場内の照明がふっと落ちた。

　前方のスクリーンの幕が両側に開くのを見て、私も言葉をのみ込むしかない。

　私の心臓は、壊れるんじゃないかと思うくらい激しくバクバク音を立てているのに、神楽さんの横顔はいつもと変わらず飄々としているのが悔しい。

　肘掛けに置いた腕が、時々彼とぶつかりそうになることばかり意識して、私は身を縮こめていた。




　観たかった映画なのに、本編が始まっても気持ちが全然落ち着かず、内容に集中できなかった。

　おかげで、映画の感想を話題にすれば、この後も会話に困らずに済むと思ったのに、神楽さんの感想に相槌を返すことしかできない。

　映画の後は、エスカレーターで下りながら、各フロアをウィンドウショッピングした。

　特になにを買うでもないけど、彼と意見を交わし合って商品を見て回るのも楽しい。

　ブティックや雑貨のお店、インテリアショップの店内で、神楽さんが何気ない様子で手に取って眺める物から、彼の好みの傾向もなんとなくわかる。

　自ら道を切り拓くフロンティア精神に溢れた、エネルギッシュで力強い、豪快な男。

　そんな人となりからは想像できないけど、彼が選ぶのは穏やかで落ち着いた色合いの物が多かった。私の好みとわりと近いのを知って、なぜだか胸が弾んだ。

　シネコンを目的に入った商業施設をひと通り回って、神楽さんが購入したのはファッション眼鏡一点。七千円也。

「神楽さん、目、悪かったんですか？」

　隣を歩く神楽さんが手に提げている、眼鏡が入った紙バッグを見下ろして訊ねる。

　包装はお洒落だけど、かなり簡易的だ。実用性というよりも、ファッション性を売りにした低価格ブランド。

　彼が選んだのは、なかなか珍しい上に、カッコよく使いこなすのが難しそうな、ブルーのフレーム。細身のスクエア型のものだ。

　それが、ものすごく似合ってしまうのだから、イケメンって恐ろしい。

「いや、それほどでも。免許はギリギリ裸眼でいけるから、高いの買う必要はなかっただけ」

　神楽さんも私につられたように目線を落とし、紙バッグを顔の高さに持ち上げる。

「これかけた俺、ちょっと清家っぽくなかった？」

　悪戯っぽく小首を傾げて訊ねられ、私はきょとんとして何度か瞬きを返した。

「清家さん、オフィスで眼鏡なんかしてませんよ？」

「知ってるよ。そうじゃなくて、清家みたいにインテリっぽくなかった？ってこと」

「……へ？」

　神楽さんは噛み砕いて説明してくれたものの、眼鏡購入の理由に意表を衝かれ、私は目を丸くしてしまった。

　そして、

「……ぷっ」

　失礼は承知で、小さく吹き出す。

「そのために、眼鏡……もしかして、伊だ達てでよかったんですか？」

「……笑うなよ」

　クスクス笑う私に、彼はわずかにムッとした表情を浮かべると、顎を仰け反らせ、天井を仰いだ。

「俺は清家と真逆だってことは自覚してるから、少しでも雰囲気似せるために、思いつく限りの方法、試してみないと」

　頭上でボヤく彼を、私は黙って見上げた。

「清家とは高校時代からの付き合いだけど、今までアイツを羨ましいなんて思ったこと、一度もなかった。……けど今は、会う前からお前に興味持ってもらえた清家が、妬ましいくらい羨ましい。初めて、清家になりたいって思った」

　男らしい喉仏が小さくコクッと動くのを見て、胸がとくんと淡い音を立てる。

「かぐ……」

「でもさ」

　なにを言おうとしたかわからないまま口に出した呼びかけは、まっすぐ前に向き直った神楽さんにかき消された。

「試してみるって、なかなか有意義だ。この眼鏡かけてお前を見て、初めて気付いたことがあるんだけど」

「っ、え？」

　顔の横で紙バッグをゆらゆらさせて、ニッと唇を引いて笑う彼に、私は怪訝な気分で首を捻る。

「レンズを通したら、私の顔がなにか違って見えました？」

「ああ、それもそうだな。確かに」

　神楽さんは、私に言われて『なるほど』といった口調だから、それが正解ではないのだろう。

　実際、どう違って見えたのかが気になるところだけど、私は答えを探して思考をひとつ先に進める。

「じゃあ、なんでしょう？　……あ、世界が切り取られたように見えたとか」

　ポンと手を打つ私に、神楽さんがうんうんと頷く。

「その狭い視界に、お前しか映らなかったわ」

「えっ……」

　清家さんと違って、言葉を選んだりしない。自分のことを直情的と評する彼の言い回しに、私は素でドキッとしてしまう。

　口ごもって黙ったせいか、神楽さんが「降参？」と訊ねてきた。

　私は首を縦に振って、答えを求める。

「正解はね。レンズというフィルターが、俺の劣情を遮断する。ぶっちゃけて言えば、俺が秋津さんに向ける色目を隠せるってこと。結果、お前の警戒心を、和らげることができた」

「っ……!?」

「オフィスで顔突き合わせてる時は、滅多なことじゃ見せない明るい笑顔。眼鏡を試す間、たくさん見せてくれた。いいね、眼鏡って。月曜からずっとかけとこうかな」

　神楽さんはくくっと肩を動かし、本当に楽しそうに笑う。

　そんな笑顔に激しく胸を揺さぶられ、私は無意識に胸元をギュッと握りしめた。

　彼は私の仕草には気付かず、左手首の腕時計に目線を落とす。

「……午後六時」

　そう言って、再び私にまっすぐ目を向けた。

「中学生の初デートなら、そろそろ送らなきゃいけない時間かな。それとも、夕食くらいは許される？」

　私の意思を探る瞳に、鼓動がドキンと跳ねて、リズムを狂わせる。

　居心地悪いほどドキドキして、思わず両肘を抱え込んだ。

「きょ、今日は私相手だから、健全でも大人向けのデートだったんじゃないですか？」

　頬が熱くなるのを自覚しながら、そっぽを向いて返事をした。

　私の反応を観察していた神楽さんが、ニヤッと口角を上げたのが視界の端に映る。

「つまり、ディナーはＯＫと。ちなみに……」

　言葉を切って、わざわざ背を屈めて私の顔を覗き込んでくる。

「その後も大人向けに切り替えて、ＯＫ？」

「そ、それじゃ健全なデートとは言えなくなるじゃないですか！」

　カアッと顔を真っ赤にして言い返すと、彼は愉快気に肩を揺らした。

「お前、どんな大人向けを想像して、そう言い切ってる？」

「っ！」

　鋭く際どい切り返しに絶句する私を、彼はまだクスクス笑っている。

「怒るな怒るな。せっかくいい気分なんだから。……あ。この後はずっと、この眼鏡かけてようかな」

　コツコツと革靴の踵を鳴らして歩く神楽さんの独り言に、もちろん私はピンとくる。

「いえ。お願いだから、フィルターなしでいてください」

　中学生の健全なデートだったら、すでに延長といっていいこの後の時間。意図的に劣情を遮断されて、私の警戒心が緩んでしまったら、かなり危険だ。

　そんな思いで、私は神楽さんの横顔を見上げる。

　だけど、妙に楽し気に鼻歌まで歌い出す彼に、結局私もやれやれと肩を竦める。

　そして、無意識にふふっと声を漏らして笑った。




　夕食まで一緒に過ごし、神楽さんは私をマンションまで送り届けてくれた。

　キッと甲高いブレーキ音がして、車の振動が完全におさまると、私にまっすぐ顔を向ける。

「午後九時。どうだ、健全だろ？」

　からかうような聞き方に、私はひょいと肩を動かした。

「まあ、確かに……。大学時代の初デートの時より、一時間も早いです」

「……それ、煽られてるって受け取るぞ。もう一時間なら、一緒にいてもいいってことか？」

　いつもより低いトーンの声が、意味深に聞こえる。

　私はドキッとして、運転席の彼を窺った。

　神楽さんは右腕をハンドルに預け、上体を捩って私をジッと見つめている。

　私の瞳に微かな怯えが走ったのを見透かしたのか、彼はニッと唇を引いて笑った。

「冗談。……やっぱり眼鏡かけて、隠しておいた方がいいな」

　ちょっとおどけた口調で言って、私が膝の上に置いていた眼鏡の紙バッグに、手を伸ばしてくる。

　私は彼の手をかわすように、サッと両手で持ち上げた。

「ん？　なに？」

　自分の物なのに取り上げられた形の神楽さんが、きょとんと目を丸くする。

「神楽さんは、眼鏡かけない方がいいです」

　私は助手席のドアに背を預け、彼と間隔を開きながらそう返した。

　神楽さんが、訝し気に眉根を寄せる。

「あれ。似合わなかった？」

　彼の問いかけには、目を伏せて首を横に振った。

「怖いくらいよくお似合いでしたけど……清家さんっぽく、なんてこと考えて、かけないでほしいです」

　神楽さんはきゅっと唇を結んで、ピクリと眉尻を上げた。

「私……さっき神楽さんに、清家さんのどういうところに憧れてたかって聞かれて、答えてて思ったんですけど」

　彼の視線に晒されながら、私は思い切って口を開いた。

「もちろん、誰にも話したことはありません。だから、改めて振り返ってみて、気付いたんです。私……清家さんにときめいたこと、あったかな」

「……秋津さん？」

　黙って聞いていた神楽さんが、ハンドルに右腕をのせたまま、身を乗り出してくる。

「私、神楽さんの秘書として、清家さんに『君なら』って評価してもらえたのが、すごく嬉しくて。彼の期待に応えることが第一で、神楽さんには絶対に惑わされまいって必死でした」

　私は俯いて、勢いよくまくし立てた。

「……それでお前は、俺の前で修行僧になってたってわけか」

　グッと顔を上げると、強い光を放つ瞳で、真正面から私を射貫いてくる。

「か、神楽さんが悪いんですよ。業務中だっていうのに口説いてくるし」

「最初からわかりやすく好意を示してたのに、まったくなびかない女相手だから、こっちだって、ほんの一瞬の隙も見逃すまいって、真剣だったんだけどな」

「っ……そ、それに！　オフィスに泊まり込みになった朝も、私の前で平気で脱ぐし……！」

「そういう俺に、惑わされないよう、必死だったってことか。……でも、それってさ」

　言葉を切った後、いっそう低くなった声に、私の胸が条件反射でドキッと跳ねる。

「そうでもしなきゃ、俺にはドキドキする。そういうことじゃないのか？」

「っ……」

　先ほど、思考がそういう方向に働いたことを思い出す。

　言われたそばから、すごい勢いで加速し始める鼓動が、神楽さんへの返答のような気がして、私は慌てて彼から目を逸らした。

　なのに。

「唯」

　神楽さんは私を名前で呼び、腕を掴んで力いっぱい引き寄せた。

「ひゃっ……」

「悪い。今この瞬間までで、健全なデートは終わりだ」

「っ、え？」

　鼻先が触れ合いそうな距離で、なにか切なげに顔を歪める。

　いつも強気で強引な神楽さんの、そんな表情を見るのは初めてで、私の心臓は沸き立ち、きゅうっと締めつけられる。

「言えよ、唯。言ってくれ。お前が清家に向けるのは、ただの上司……企業のトップへの尊敬、憧れだ。でも、俺は違うんだろ？」

「か、神楽さ……」

「清家にときめかず、俺にはドキドキする。それは、お前が好きなのは、俺だからだ」

「っ……」

「なあ、そうだろ？」

　断言した上に直球で問われ、私の胸は限界を知らずに高鳴る。

　返事に窮して言葉に詰まる私の額に、彼が自分のそれをコツンとぶつけてくる。

「俺を好きだって、言ってくれよ。……唯」

　上目遣いに探られて、頬がカアッと火照った。

　まるでピンで留められたみたいに、目を逸らせない。

「……好き、です」

　心を強引に導かれ、言わされているとわかっているのに、抵抗できない。

「私は、きっともっと前から、神楽さんのこと……」

　喉に引っかかった小さな声は聞き取りづらかったと思うけど、すぐ目と鼻の先で私の唇の動きを読んでいた彼には、視覚と聴覚の両方で伝わったようだ。

「は、は」

　彼は私を射貫いていた瞳を、ホッとしたように和らげた。次の瞬間、嬉しそうに顔を綻ばせ、少年のような笑顔を弾けさせる。

「やった……マジ、嬉しい！」

「っ……」

　神楽さんへの想いが恋だと認めた途端、感情が堰を切ったように溢れ返る。

　彼が見せるひとつひとつの表情に、抗いようもなく胸がきゅんきゅんする。

「かぐ、らさ……」

「これからは、名前で呼べ。錦って」

　無意識に呼びかけた私を、神楽さんが遮った。

　思わず声をのむと、彼は目尻を下げてふふっと笑う。

「今日から、俺の彼女ってことで、いいんだろ？」

　探るように問いかけられ、私は、ドキドキしすぎて壊れそうな胸を押さえながら、一度だけ頷いてみせた。

「だったら……」

　神楽さんは、なんとも魅惑的に目を細める。

「健全なデートで終わらせちゃ、お前だって歯がゆいだろ？」

　今までで一番と思える目力で射竦められ、私は一瞬呼吸の仕方を忘れた。

　神楽さんは私に返事をする隙を与えず、唇を重ねてきた。

　わずかな隙間をこじ開けるように、侵入してきた舌に追い回される。

「んっ、ふ、あっ……」

　逃げ場なんてない。すぐにからめとられて、意思とは関係のない甘い声が漏れる。

　〝健全な〟と冠したデートのままじゃできない、熱く深く情熱的な、大人のキス。

　狭い車内で酸欠に陥ったかのように、私の意識はボーッとして、頭が蕩とろけていく。

　神楽さんを、好きだと気付けた。

　想いを伝えた今、彼から求められるという、極上の幸せに胸が躍る。

　私は仕掛けられるがまま、彼と甘いキスを交わし続けた。










会社存続の危機




　週が明けて月曜日の朝。

　またしても着ていく服に悩み、私はクローゼットの前で五分立ち尽くした。

　神楽さんは、私がこうして彼のことを考えて悩むだけで満足だと言ったけど、私は彼の恋人になったのだ。

　そりゃあ少しでも綺麗にしたいのが、乙女心というもの。

　それでも、結局、いつもの戦闘服に袖を通したのは、周りの目を考えた結果だ。

　私は、ＣＥＯ付き秘書。ＶＩＰ客の対応をしなければならないし、他の役員と接する機会も多くある。私が色気づいたことをして、神楽さんとの関係の変化に、気付かれるわけにはいかない。

「……うん。オフィスは、仕事する場所！」

　姿見に映した、いつもと変わらない自分の姿を、ちょっと残念に思う。

　だけど、そう自分を鼓こ舞ぶして、部屋を出た。




　今週はお盆期間。通勤電車もガラガラで、オフィス街に着くと、普段はビジネスマンやＯＬが行き交う広い歩道も閑散としている。

　多くの取引先が夏季休暇のため、神楽さんのスケジュールも社内でのものが多く、わりとゆったりだ。

　もしかして……一緒にランチに行ったりできるかな。

　仕事がスムーズに終われば、アフターファイブに食事デートも可能だ。

　オフィスビルに着くまでは、そんな風に浮かれていた私も、セキュリティゲートを通過した後は気を引き締めた。

　オフィスでの私たちは、あくまでもボスと秘書。公私混同は断じて厳禁。『錦』と名前で呼べと言われたけれど、それも仕事中は絶対にダメ。

　その代わり、プライベートでふたりで過ごせる時には、恋人同士らしく甘く――。

　一緒に仕事をする関係だからこそ、メリハリというものが大切だ。

　二十五階のフロアに到着すると、時計は八時十五分を指していた。

　よし、時間も完璧。

　一度深呼吸をして、改めて頭を仕事モードに切り替えようとする。

　でも、息を吐き切る前に、役員フロアが慌ただしいことに気付いた。

「……ん？」

　普段は悠然としている専務が、バタバタと廊下を走ってきて、私の横を駆け抜けていった。

　私の「おはようございます」という挨拶は、まったく耳に入っていない様子で、専務は清家さんの執務室の前でピタリと足を止めた。

「ＣＯＯ、失礼いたします！」

　妙に急いたノックをして、宣言の途中で勢いよくドアを開け、部屋に踏み込んでいく。

　それを最後まで見送って、私はそっと首を傾げた。

　なにかあったのかな……？

　役員が慌ただしいなんて、穏やかな状況じゃない。嫌な胸騒ぎがして、無意識にそこに手を当てた。

　気になって、清家さんの執務室のドアをジッと見つめたものの、結局かぶりを振って歩き出す。

　だけど、私が神楽さんの執務室に辿り着くまでの間に、他にも何人かの役員が廊下を駆けていった。その全員が、清家さんの執務室に吸い込まれていく。

「……？」

　意味のわからなさが、確かな不安になるのを感じながら、私は目の前のドアを開けた。

「おはようございます、神楽さん……」

　私を迎えたのは、「はあっ」というなんとも大きな溜め息。おかげで、語尾が尻すぼみになってしまった。

　ところが、溜め息は私に放たれたものではなかった。

　神楽さんは私の位置から真正面の執務机に着いていたけれど、身体の正面を外し、椅子を横に向けて長い足を組み上げている。

「あなたは何年金融マンやってるんですか。そのくらいのこと、いちいち私に判断を仰がずとも、今、なにを最優先すべきかわかるでしょう」

　内線ＰＨＳを手に繰り出す言葉は、口調こそ丁寧だけど上から目線。

　どっしりと腰を下ろし、床についた足を軸にして、悠然と椅子を揺らしている。

「ええ、そうです。その数字以上に買い占められたら、うちの会社がどうなるか、そのくらいのことはご存じですよね？」

　念を押すように、いつもより低い声でどこかねっとりと告げる。

　彼の眉尻が鋭く上がるのを見て、私はビクッとしてその場に立ち竦んだ。

　神楽さんは、ノーネクタイで、シャツの第二ボタンまで全開にしていた。

　これまでも出勤早々、彼のだらしない姿を目にすることは多々あった。だから、服装の乱れはそれほど気に留めない。

　でも、朝から厳しく険しい表情で皮肉を言うのは、見慣れない。しかも今、彼は私が部屋に入ったことも気付いていない。

　落ち着き払ってはいても、役員たちの慌ただしさといい、なにかよくないことが起きているのは想像に難くない。

『うちの会社がどうなるか』

　神楽さん自身の口から発せられた言葉に、さっきから抱えていた不安が煽られ、私はゴクッと唾を飲んだ。

　その音が聞こえたとは思わないけど、彼がふと目を上げた。私とまっすぐ視線がぶつかり、『あ』という形に口を開ける。

「話は以上です。幸い、今週は幾分業務量も落ち着くでしょうし、あなたはそちらの対応に専念してください」

　一方的に会話を切り上げ、溜め息混じりで卓上ホルダにＰＨＳを戻した。

「おはよう、唯。朝から騒々しくてすまない」

　神楽さんは椅子をくるっと回転させてこちらを向き、私を気遣ってくれる。

　正面から見てみると、厳しいというより憂い漂うその表情。目頭を押さえて、ふうっと息を吐く彼に、慌てて駆け寄った。

「神楽さん。あの……」

「あの、狸が」

　私の呼びかけは、神楽さんの忌々し気な舌打ちにかき消された。

「は？　狸？」

　毒のこもった言葉に虚を衝かれ、自分で繰り返して首を傾げる。

　神楽さんは、大きな手で顔を覆って、「はああっ」と随分と太い息を吐き出した。

「あの……。狸って、藤間頭取のこと、ですか？」

　前にも、藤間頭取を『狸』と言うのを聞いたことがあるのを思い出す。

　まったく話が見えないながらも、私はそう訊ねた。それには、「ああ」と短い相槌が返ってくる。

「いったい、なにが……あ！」

　私は思考を働かせて、ハッとした。

「もしかして、絵里さんと清家さんの件で……？」

　神楽さんは、椅子に深くもたれかかると、私に横顔を向け、再びゆらゆらと椅子を揺らし始めた。

「盆に入って、暇なのかな。まだ一週間も経たないってのに、驚くほど早いリアクションだ。意外とフットワーク軽いな」

　その口調は相変わらず軽いけど、なにか不穏な事態に陥っているのは一目瞭然。

　私は執務机に両手をつき、答えを求めて身を乗り出した。

「神楽さん、さっき、うちの会社がどうなるか、って仰いましたよね。先週、清家さんもなにか懸念があるようでしたが、いったいなにが……」

　清家さんが、浮かない様子だったのを思い出す。そんな彼に、『なんのためのツートップだ』と豪語して、背を押したのは神楽さんだけど。

　彼は顎をさすりながら、眉間の皺を深めた。

「俺が盆休みを取ってたら、楽しい休暇を終えた頃には、会社が乗っ取られてたかもしれん」

「えっ……!?」

　神楽さんが飄々として言ったとんでもないひと言に、私は大きく目を剥いた。

　彼は、「いや、それ以前に休暇を切り上げなきゃならないか」と、なにやらとぼけた顔だけど。

「か、神楽さん、なにをそんな呑気に！　会社が乗っ取られるって、どういうことですか」

　頭の中が真っ白になりそうで、私は執務机を回り込んで神楽さんの真正面に立った。

　彼は椅子を揺らすのをやめて、ふんぞり返って私を見上げる。

「唯、Ｍ＆Ａってわかるか？」

「え？　あ、はい。経済界用語で、買収に関する……」

　質問で返され、とっさに答えると、彼は顎を撫でながら頷いた。

「Mergers and Acquisitions。合併と買収」

　美しすぎる発音でさらりと言って、その日本語訳を付け加える。

　念を押された気分でその言葉を刻み込み、私はさらにギョッとした。

「あ、あの。それが今、どういう……」

「銀行が、うちの株式買いに走ってる」

「っ、え？」

「週末のマーケット閉鎖間際に、うちの発行済株式の十五パーセントが押さえられた。昨夜遅くに発覚して、俺のところにも連絡が来た」

「なっ……！」

　神楽さんは淡々と説明してくれたけれど、その内容は衝撃的だ。

「十五パーセントって……」

　私が無意識に口にした言葉に、神楽さんは黙って何度か頷いた。

「過半数押さえられれば子会社化。三分の二で、実質的に経営権を支配される」

「そ、そんな……！」

　悲愴な声をあげる私とは真逆に、神楽さんの方は落ち着き払っている。

「同じ金融グループという友好関係を盾に、以前から吸収合併の話をチラつかせてきていた。それにしても、この時期を狙って仕掛けてくること自体、タチが悪い」

　背後の大きな窓の外に視線を流し、皺を刻んだ眉間にさらにグッと力を込める。

「きゅ、吸収合併……？　でも、ＳＫトレーディングの業績は毎期好調です。銀行の傘下に入るような状態では……」

　私が困惑しながら意見を挟むと、神楽さんがふっと目線を上げた。

「業績好調で伸び代がある企業と、赤字決算続きで瀕死の企業。どちらが魅力かと言われたら、もちろん前者だろう？」

「そりゃあ……」

「起業してから、経営を軌道に乗せるのが先決だった。そのために、姑こ息そくなコントロールはせずに、常に業績を上積みしてきた。順調に成長を遂げる一方で、周りの恋心を刺激しているのはわかっていた」

　彼は淡々とした口調で言ってのけ、わずかに眉を曇らせる。

「絵里と清家が復縁した、この機に乗じて、熱烈なラブコールもあるだろうとは思ってたんだが……」

「それなら、清家さんがグダグダと悩むのは、当然です！」

　私の鼓動は、今や早鐘のように打っている。

「会社の危機です。なのに、なんで。なんで神楽さんは、そんなに平然としていられるんですか！」

　切羽詰まって、居ても立っても居られない私に、彼はスッと視線を戻した。

　組んでいた足を解き、しっかりと両足で床を踏んで立ち上がる。

「仕掛けてくるのはわかっていたから、防衛策は準備してある」

　長身の神楽さんが、私を威厳たっぷりに見下ろしてくる。

「まあ、いざやるとなったら、世界的なメガバンクに楯突く以上、穏やかに進むとは思わない。取締役会からは、大反発を食らうだろうが」

「っ……」

　彼が言うように、穏やかに聞き流せることでもない。

　私は、反射的に彼を見上げた。

　なのに神楽さんは余裕の顔をして、スラックスのポケットに両手を突っ込む。

「未開の地を切り拓こうってのに、無傷で済むとは思っていない。やるしかない状況に追い詰められたら、ジタバタしても仕方ないだろ」

『違うか？』と問うように、私に小首を傾げてみせる。

　神楽さんは、誰にどう反対されても、やると決めている――。

　私の胸が、ドキンと弾んだ。

「もう……どうして神楽さんは」

　鼓動が際限なく加速しそうで、私は彼から目を逸らして俯いた。

「唯？」

「それ。……さっきから、オフィスで名前で呼ぶのは危険だから、控えてくださいって、ずっと言いたかったんですけど」

　彼の、よく磨かれた黒い革靴の爪先に視線を落とし、私は早口でまくし立てた。

「けど？」

　神楽さんは私の言葉を引き取って、先を促してくる。

「……そんなカッコいいこと言われちゃ。あなたの恋人である自分が誇らしくて。……嬉しいから、言えません」

　最後はボソボソと小さな声で続ける。

　神楽さんは、一瞬返事に窮した様子で言葉をのんだけれど。

「ぶぶっ」

　わりと豪快に吹き出した。

　すぐに続く、なんとも楽し気な笑い声。肩を上下に揺らし、目尻に涙まで滲ませている。

「お前……。俺じゃなくて、自分の方を称賛するのか」

「っ。か、カッコいいって、言ったじゃないですか！」

「しかも、俺が真面目くさって経済について語る間、気にしてたのは名前の呼び方とか……」

「違っ……。だって神楽さん、第一声で『おはよう、唯』って言ったから……！」

　やっと修行僧から脱したと思ったら、今度は非常事態なのに余計なことに気を取られる図太い女、とでも言われたらたまらない。

　私はムキになって言い訳をしたけど、神楽さんはなかなか笑いを鎮めてくれない。

「で？　ダメと言われなければ、俺はお前の呼び方を変えるつもりは、さらさらないんだが？」

　彼は含み笑いを続けたまま、背を屈めて私を覗き込んでくる。

「ん？」とおどけて探りかける神楽さんを見ていると、自分が興した大事な会社を奪われる危機に直面しているなんて、とても思えなかった。

　いや……私も一社員だから、不安を与えないよう、そう見せているのかもしれない。

　だけど、彼があまりに力強いから、どんなに困難な事態にぶち当たっても、乗り越えられないものなんてない、と信じられる。

　強い、強い人。

　自分を律するだけじゃない。

　彼の屈強な心は、周りのすべての人を勇気づけ、導いてくれる。

　この人についていけば、絶対に大丈夫。

　そう思わせてくれる神楽さんは、間違いなく人の上に立つリーダーに相応しい……絶対的統率者だ。

　彼のそばにいれば、なにも恐れることはない。

　無条件で信頼を向けられるボスの秘書として、一番近くで支えられる喜び。

　そしてなにより、恋人として愛してもらえる幸せ――。

「もう……好きにしてください」

　溜め息混じりに返事をしたものの、私の顔は綻んでいた。

　神楽さんは、小首を傾げて私を窺っている。

「もちろん、他の人の前で呼ばないよう、気をつけてくれれば。……いいですよ」

　ボスに対して、なにやら上から目線で、許可するような言い方になってしまった。

「お前は？」

「え？」

「オフィスでは、〝神楽さん〟のまま？」

　名前呼びをねだるような上目遣いに、私は思わず口ごもってしまったけれど……。

「私は、気が緩んだ時、名前で呼んでしまいそうなので。もうしばらく、神楽さんって呼びます」

「ちぇー」

　彼はやっぱりおどけた口調で、語尾を伸ばしてボヤいた。

　でも、私の反応は読んでいたようで、

「まあ、お前ならそう言うと思ってた」

　ほんのちょっとふてくされた様子で、ドスッと勢いよく椅子に腰を下ろす。

　それでも、その声はいつもと変わらず明るい。

　目を細めて笑っていたから、私も軽く一礼して自分のデスクに向かった。

　席に着くよりも早く、

「唯。朝一番で役員臨時会議を行う。全役員に招集かけろ」

　きびきびとした命令が繰り出される。

「はい」

　私はパソコンを起動させながら、ピンと背筋を伸ばした。




　休暇に入っていた役員にも連絡すると、そのうち何人かは、遅れて臨時会議に参集した。

　役員会議室には、社内でも最上級のトップシークレット会議である機密経営会議と同様に、ほぼすべての役員が居並んでいる。

　一様に厳しい表情を浮かべた彼らは、神楽さんの防衛策の説明を聞いてどよめき、会議は紛叫した。

「無茶だ」などと声があがる中で、神楽さんもやや険しく顔を歪める。

「買収を阻止するための徹底抗戦です。これ以上の良策があるなら、ぜひご教示いただきたい」

　それでも彼は落ち着き払って、コの字型のテーブルを囲んだ役員たちをグルッと見渡し、意見を求める。

　突然の事態にすぐには策も浮かばないのか、役員たちは互いに顔を見合わせ、ヒソヒソと小声で言葉を交わすだけだ。

　私は役員会議室の隅で、議事録作成のため記録を取りながら、その様子を窺っていた。

　神楽さんが口にしたのは、Ｍ＆Ａにおける一般的な防衛策のひとつで、買収合併の意義を失わせるために、一時的に企業価値を落とすという方法だ。

「起業以来の黒字経営、堅調な業績が目を引いたのであれば、その逆に急落してみせればいい」

　そう言って、進行中の案件も含むすべての大口取引を、当面の間凍結させるという方針を打ち出した。

　大口取引を縮小すれば、収益の減少に直結する。起業以来初の赤字決算への転落は必至で、一時的とはいえ多大な損失は免れない、危険な手段だ。

　神楽さんの隣に座っている清家さんは、顔を強張らせて黙ったまま。

　考え方や仕事の進め方は正反対だというから、きっと彼もこの策には異論があるはずだ。でも、神楽さんを見ることなく、無言で腕組みをしている。

　神楽さんが言っていたように、この事態は清家さんに起因しているんだろうか。

　厳しい表情を見ていると、彼もそれを重々承知している様子が窺える。

　いったい、藤間頭取との間で、なにがあったんだろう――？

「大口投資を望む企業投資家などとの、新規取引を失うということです。信頼の低下に直結し、顧客離れに繋がります。ＣＥＯ、どうか考え直してください」

　営業部門を統括する常務がやや頬を紅潮させ、腰を浮かせて神楽さんに訴え出た。

「ご意見はごもっともです。が、大人しく買収に応じ、企業としての存続を賭けた交渉をすべきだ、とでも？」

　神楽さんからちらりと横目を向けられ、常務がうっと口ごもる。

「それは……ＳＫトレーディングは、ＣＥＯとＣＯＯが起業された大事な会社ですから、そんなことを申し上げる気は毛頭ありません。ですが、Ｍ＆Ａといっても、デメリットばかりではありませんし、もっと友好的な歩み寄りを検討すべきだと思うのです」

「こちらに事前通告もなく、週末のマーケット終了間際に、いきなり株を買い占めるような相手ですよ。仰る通り、友好的に歩み寄っていては、あっという間に乗っ取られます」

　神楽さんは、不遜にも一刀両断した。

　常務だけではなく、役員全員が言葉に詰まる。

　会議室が、しんと静まり返った。

　それ以上反論の声があがらないのを確認して、彼は「ふう」と小さな息を吐く。

「マーケット対策については、戦略部部長に命じてあります。我々経営陣は、社員に余計な不安を与えず、職務に専念してもらうよう、会社を守るべき義務がある」

　彼が眉間に皺を刻み、ゆっくり諭すように話すと、それには数人の役員が頷いた。

「ＣＥＯである私が、全責任を負います。現時点における取引残高、今後の予測推移を、即急に洗い直してください。そこから凍結対象先を絞りますので、至急報告を」

　神楽さんは、最後にそれだけ言って席を立つ。

　私も記録をやめ、持ち込んだノートパソコンを片付けた。それから、水を打ったように静まり返っている役員たちを残し、会議室から出ていく彼の背を追った。

　大きな歩幅で颯爽と廊下を歩いていく神楽さんに、私が小走りで追いついた時。

「錦、待て！」

　役員会議室から飛び出してきた清家さんの声が、廊下に響き渡った。

　神楽さんはピタリと立ち止まり、身体ごと振り返る。

「なんだ？」

　世間話と変わらない調子で応じる。

「お前の言うやり方は危険だ。いくらなんでも、予測損失が大きすぎる」

　清家さんの硬い表情にギクッとして、私はきゅっと唇を結んだ。

　彼は大股でつかつかと歩いてきて、私と神楽さんの後ろで足を止める。

　わずかに息を弾ませている。会議中ずっと感情を抑えていたせいで、今になって気持ちが昂ってきているからだろうか。

「なんだ。ＣＯＯのお前が、合併に応じるべき、とでも言うのか？」

　どこか皮肉めいた神楽さんの返しには、清家さんも気色ばんだ。

「そうじゃない！　だが、合併、買収……それ以上の最悪の事態が懸念され、危険だと言ってるんだ！」

　清家さんの怒声が、しんと静まった廊下にこだまする。

　私は、清家さんが仄ほのめかす〝最悪の事態〟を胸に描き、一瞬ビクンと身体を震わせてしまった。

「常務が言った通りだ。危険を冒して会社を死守しても、信用を失い顧客離れを招いては、元も子もないだろ」

　清家さんは、ちょっと悔し気に奥歯を噛んだ。神楽さんも、口を噤んで眉根を寄せる。

　黙る彼を見て、清家さんは自分自身を落ち着かせようとしてか、「ふうっ」と声に出して息を吐いた。

「……わかってるよ。錦がいつも以上に無謀ともいえる策に走ろうとするのは、俺に負い目を感じさせないよう、配慮あってのことだ」

　清家さんは額に手を当て、頭痛を抑えるようにグッと目を閉じた。

　神楽さんは、プイッとそっぽを向く。

「会社の生命がかかってるんだ。そんな生温いこと、考えてないよ」

「だったら、錦。この件に関して、社としての方針は、俺に任せてくれないか」

「……え？」

　思い切った様子で畳みかける清家さんに、神楽さんは訝し気に眉尻を上げた。

　一瞬、ふたりが睨み合うように対峙する。

　私はふたりを交互に見遣り、最後は無意識にゴクッと喉を鳴らした。

「なに言ってんだ。相手は絵里の親父さんだぞ。お前じゃ板挟みになるだけだろうが」

　神楽さんが、珍しく警戒心を露わに言い返す。

　清家さんは溜め息混じりに頷き、再びまっすぐ神楽さんを見据えた。

「俺が板挟みになることを、心配するのか。錦らしくもない」

「茶化すな」

「……そういうつもりじゃないんだが」

　不快げに、いっそう目力を強める神楽さんをかわすように、清家さんがひょいと肩を竦めた。

「錦。お前は、なぜ頭取がこんな奇襲攻撃を仕掛けてきたか、大体のところは読んでるんだろう？　そう、その要因は俺にある」

「……っ」

　会議中、私がずっと気になっていたことを、清家さんがさらりと口にした。

　それを聞いて、私は小さく息をのんでしまったけれど、神楽さんはピクリと眉尻を上げただけで黙っている。

「だから、俺がなんとかする。交渉は任せてほしいんだ」

　清家さんは、どこまでも真摯に言葉を重ねる。

　私は、神楽さんがどう答えるか気になり、そっと彼の横顔を見上げた。

　神楽さんは、それでもまだ、鋭い視線を緩めずにいたけれど。

　最後はハッと浅く短い息を吐いて、清家さんにくるりと背を向けた。

「錦」

「わかったよ。だったら、この件はお前に任せる」

　神楽さんは感情を抑えている様子で、手をひらひらさせて、しっしっと追い払うような仕草を見せた。

「ありがとう」

　清家さんが、ホッと表情を和ませる。

「ただし。会社や社員の不利益になるような交渉は、断じて許さない。お前にも、だ」

「……ああ。もちろん」

　視線を足元に落とした清家さんの声は、とても小さく聞き取りづらかったけれど、背を向けていた神楽さんにもちゃんと届いたようだ。

　神楽さんは一瞬黙り込んで、大きな手で前髪をかき上げた。

「やっぱり腹が立つな……俺とは真逆の、お前の落ち着いたインテリぶり」

　ボソッと呟いたひと言に、

「は？」

　清家さんが、虚を衝かれたようにきょとんとする。

　それを聞いて、ピンときたのは私だ。

「か、神楽さん！　それなら、この後はリスケなしでいいんですよね!?」

　わずかに上擦った声を挟む。

「そうだな」

　意味がわからない、といった様子で首を傾げる清家さんには、愛想混じりの笑顔で目礼して、私はふてくされる神楽さんの背を押し、執務室に戻った。




　その日、私は、清家さんの秘書の中川さんに誘われて、外食ランチに出た。

　オフィスのあるビルの低層階は、商業施設になっている。

　私たちはオフィスフロアから直通のエレベーターに乗り、直接レストランフロアに出た。お盆休みのおかげで、ランチタイムのピークだというのに、どこのレストランも空いている。

　私たちは、いつもは混んでいてなかなか入れない洋食屋に入り、眺めのいい窓際の四人掛けの席に、ゆったりと腰を下ろした。

　お互い、このレストランの一番の看板メニューである牛フィレステーキランチセットをオーダーして、お水を飲んでひと息つく。

　途端に、中川さんがわずかにテーブルに身を乗り出してきた。

「ねえ、秋津さん……。どうなっちゃうんだろ」

　周りのテーブルを気にして、声を潜めた中川さんの言いたいことは、私ももちろんわかっている。

「その件については、清家さんが対応すると仰ってましたが……」

　私も中川さんに顔を近付けて、そう返す。

　それには彼女が、溜め息混じりに何度か頷いた。

「そうそう。おかげで清家さんの今週の予定、全部リスケの指示が出たわよ。午前中バタバタだったわ」

「お疲れ様です……」

　もしも清家さんが対応することにならなかったら、バタバタするのは私だったはず。

　だから私は、同情とかじゃなく本当に本心から労った。

「まあ、世間がお盆休みで助かった。社内の会議の調整で済んだしね……」

「あの……。清家さんは、今なにを？」

　私は水で喉を潤してから、上目遣いに中川さんを探った。

「臨時会議の後、銀行頭取に自分で面会のアポイント入れて、そのまま出ていったわ。さっき、今日は直帰になるって連絡がきた」

「そうですか」

　中川さんの返事は、もちろん予想していた通りだ。清家さんは、自分に任せてほしいと言って、神楽さんを説き伏せたのだから。

　でも、私は神楽さんと同じ心配をして、きゅっと唇を噛んだ。

『お前じゃ板挟みになるだけだろうが』

　そんな状況で、どんな交渉をしようというのか。どうしても気になり、私はテーブルの上に戻したグラスに目を落とした。

　そのタイミングで、ランチセットのスープとサラダが運ばれてきた。

　店員が離れていくのを待って、

「でも……どうして？」

　中川さんが私にそう問いかけてくる。

「え？」

　私はサラダを口に運ぼうとして、フォークを持った手を宙でピタリと止めた。

「だって、経営に関する問題の対処をするのは、ＣＥＯである神楽さんじゃない。なのにどうして、今回は清家さんが表に立つの？」

　怪訝そうに眉根を寄せる中川さんの言葉に、私は一瞬ギクッとした。

「神楽さん自ら、清家さんに任せたわけじゃないでしょ？　あの方なら、絶対自分で動くはずだもの」

　中川さんも、神楽さんの人となりはもちろんよく知っている。彼女が疑問に思うのも当然のことだ。

　だけどその理由を、私は言えない。

　唇を結んで目を伏せ、『言えません』という意思を示した。

　中川さんもＣＯＯ秘書として心得ているから、それ以上探ることなく肩を竦める。

「まあ、どっちにしても、私たちはボスを信じて、いつも通り業務を遂行するしかないってことか」

　そう言って、食事を進める彼女に倣ならい、私もフォークを口に運んだ。

　自分が働く会社の、危機的状況。そして私も中川さんも、ツートップである経営者の秘書だ。機密事項を知れてしまう立場だからこそ、今後への不安が膨らむ。

　でも、清家さんは今、会社を、私たち社員を守るために動いているのだ。

　それなら、私たちは彼を信じて仕事をするだけ。

　買収阻止の交渉を清家さんに委ねた神楽さんが、今どんな思いでいるかよくわかるから、私は彼を支えなければ。

　私は、自分にそう発はっ破ぱをかけて、気を引き締めた。




　それから数日、清家さんは他の予定を断って、ずっと藤間頭取との交渉にあたっていた。

　けれど、その進しん捗ちょくについて、ＣＥＯである神楽さんにも報告はない。

　神楽さんは、日に何度となく清家さんに電話をして、状況を確認しようとしたけれど……。

「ったく、アイツ……いつまで電源落としていやがる！」

　取引先との商談を終え社に戻る途中、社用車の後部座席で語気を荒げた。

　忌々し気な舌打ちをして、繋がらなかった電話を切る。

　そう……。

　清家さんは、自ら通信手段を遮断していて、こちらからは報告を求めるどころか、連絡を取ることすらできないのだ。

　おかげで、週の後半に差しかかると、神楽さんも苛立ちを強めていた。

「か、神楽さん。落ち着いて。言葉遣い、乱暴です」

　私は慌てて彼のスーツの袖を摘まんで、そっと小声で窘たしなめた。

　それには、神楽さんもムッと唇を結んでそっぽを向いた。

「わかってるよ。……すまん」

　一応、私の注意に耳を貸してくれたものの、やっぱり不機嫌な様子は変わらない。

　といっても、私も、それは仕方がないと思っている。

　神楽さんは、会社のことはもちろん、清家さん自身のことを心配している。

　清家さんと連絡すら取れず、ずっと気を揉もんでいるのだから、多少口調が乱暴になるのも当然だ。

「私も中川さんに、どうにか連絡が取れないか聞いてみたんですが、朝一番に『今日も出社できない』って電話をくれる時も、用件だけ言って一方的に切られてしまうそうなんです。もちろん、彼女から電話しても繋がらず……」

　私の説明の途中で、神楽さんは「はあっ」と随分と太い溜め息を漏らしていた。

「ＣＥＯの俺にも隠すなんて。いったいアイツ、どんな交渉してるんだ」

　まあ、彼がこうして声を荒げて苛立ちを露わにするのは、私とふたりの時だけ。

　商談相手と対面した瞬間から、いつもの調子に切り替わる。

　丁寧な口調でありながら、グイグイ踏み込んでいくという強気な仕事ぶりは健在だ。

　というか……。私の前では焦燥感を隠さず、それで少しでも神楽さんの不安が和らぐのなら、私も嬉しい……なんて思っていたりもする。

　ほんのちょっと前まで修行僧なんて言われていた私が、なんて虫のいいことを。

　自分で自分がおかしくて、それでも頬の筋肉が緩むのを自覚した途端。

「……おい、唯。お前、なにニヤニヤしてるんだ？」

　隣から訝し気にツッコまれて、私はギクッとして身を竦めた。

「っ、えっ!?」

　慌てて両手で頬を押さえる私を、神楽さんは胸の前で腕組みをして見遣っている。

「この緊切した状況下で、緩々の顔ができるとは。お前、鎧だけじゃなくて心も鋼でできてるのか」

「す、すみません！」

　神楽さんの呆れ切った言い様に、私は焦って謝罪した。

　ほんと、彼の言う通り。

　ＳＫトレーディングの社員としても、神楽さんの秘書としても、のっぴきならない事態に直面しているというのに、なんて腑抜けたことを考えているんだか。

　私は恐縮しきって首を縮めた。

「ほんと、申し訳ありませ……」

「別に。さすが俺が惚れた女だと感心してた」

「っ、へ？」

　両手で頬を押さえたまま、神楽さんの方をまっすぐ向く。

　彼は深くシートに背を預けていて、私の視線を受け、ニヤリと口角を上げた。

「俺についてる以上、知らなくていい経営の機密事項を耳にすることもある。一社員として、唯だって不安に晒されているのに、オロオロしないでくれてありがたい」

「あ……」

「……お前がそばにいると、俺も心が和む」

　そう言って腕組みを解き、ふわっと前髪をかき上げる。

　今さら照れ隠しをしているのか、ふっと顔を背け、窓枠に肘をついてその手にこめかみを預ける。

　――そうだった。

　本当は、この事態を一番鬱慮して焦っているのは、神楽さんのはずだ。

　なのに、彼が見せる強気な姿勢をそのまんま受け止めて、『強い人』なんて安心していちゃいけなかったんだ。

　私は、彼の一番近くにいる秘書で、恋人なんだから……。

「あの……。私も、ありがとうございます」

　熱くなる頬から両手を離し、神楽さんにお礼を言った。

　彼が、私にちらりと横目を向けてくる。

「なんで、礼？」

「社員を代表して……って気持ちもあります。神楽さんがいつも強く在ってくれるから、社員はみんな、あなたを信頼してついていく。それは、これまでの業績に、はっきりと数字で表れています」

　私がスッと背筋を伸ばして告げると、彼も私の方にしっかりと顔を向けてくれた。

「私は、そんな神楽さんの秘書になれたこと、今、すごく誇りに思ってます」

　言っていて気恥ずかしくなって、最後は顔を伏せてしまったけれど。

「……サンキュ」

　神楽さんが、くぐもった声でボソッと呟いたひと言で、そおっと顔を上げた。

　彼は、再び窓の方を向いていた。

　こめかみを預けていた手で、顔を覆っている。

　どうやら本当に照れているのか、隠せていない耳が真っ赤なのを見つけてしまった。

「っ……」

　彼の反応は予想外で、私の胸がドキドキと急激に加速し始める。

『つらい時は、我慢せずに私に言ってくださいね』

　本当は、神楽さんを気遣ってそう言いたかったのに、口に出せないまま……。

　狭い車内に私の心臓の音が響いてしまいそうで、私も慌てて顔を背けた。

　私たちはお互いそっぽを向いて、オフィスビルに着くまで、窓の外の景色ばかり眺めていた。




　清家さんと連絡が取れないまま、迎えた金曜日。

　彼を信じて諦めたのか、神楽さんは昨日までとは打って変わって落ち着きを取り戻し、朝から通常通りに仕事をこなしていた。

　ところが――。

　彼がシステム開発会議に出ていって三十分ほど経った時、会社の総合受付から、執務室に電話がかかってきた。

「はい。ＣＥＯ秘書、秋津です」

　執務室に残っていた私は、ワンコールで電話を取った。

《受付の花はな井いと申します。あの……アポイントはないそうなんですが、どうしても神楽ＣＥＯにお会いしたいというお客様がお出でで》

「え？」

　受付の女性も、ちょっと困惑気味だ。

　ビルのグランドエントランスを通過することができても、役員へのアポなし訪問は、会社の総合受付でしっかりと断ってくれる。それをここまで伝えてきたからには、なにかしら切迫した用件だった、そういうことだと思っていい。

「お客様は、どなたですか？」

　一気に警戒心が胸に湧くのを覚え、緊張しながらそう訊ねた。

《藤間様という女性です。あの……銀行頭取の娘だと言えば、聞いてくださると。お断りしたのですが、なにやら必死なご様子で……》

「えっ」

　困り果てている女性の言葉に、私の胸がドクッと嫌な音を立てた。

　まさに今、清家さんは藤間頭取との交渉に当たり、連絡を断っている。そこに、娘である絵里さんが訪ねてきた。清家さんの状況に関わる用件かもしれない。

「承知いたしました。すぐお通ししてください！」

　受付の女性にはそう言って、電話を切る。続けて、神楽さんがいる会議室に内線電話をかけた。

　応答したのは、システム部の若いエンジニアだった。

「ＣＥＯ秘書、秋津です。恐れ入りますが、至急の用件がありますので、ＣＥＯに代わってください」

　そう告げた私の声は、緊迫していたのかもしれない。

　電話の相手は、ちょっとオドオドした様子で、《はいっ》と答えた。

　その後聞こえた呑気すぎる保留音に、私はひとり、ジリジリしていた。










傷ついた鳥の宿り木




　私は、会社の受付フロアのエレベーターホールまで、絵里さんを迎えに出た。

　彼女の姿を目にした途端、ギクッと身を竦ませる。

　絵里さんに会ったのは、まだほんの一週間ほど前のこと。あの時の強気な印象とは真逆に、憔しょう悴すいしきった様子に怯む。

　彼女は私に気付くと、青ざめ、強張った顔で、縋るように飛びついてきた。

「錦は!?　錦には会える!?」

　くずおれそうな彼女に驚き、私は両腕で支えながらゴクンと唾を飲んだ。

「神楽さんは会議中ですが、執務室に戻るようお伝えしました。絵里さんも、こちらに」

　不安に駆られそうになるのを必死にこらえて、声のトーンを低く抑えて伝えると、絵里さんはきゅっと唇を噛み、黙ってこくんと首を縦に振った。

　ふたり並んで、廊下を小走りで急ぐ。

　執務室に戻り、絵里さんにソファで待つよう勧めた時、ドアの向こうからバタバタと足音が近付いてきた。

　ハッとそちらに目を遣ると同時に、勢いよくドアが開く。

「唯！」

　ドア口で息を切らす神楽さんを見て、絵里さんが弾かれたように立ち上がった。

「錦！」

　彼女は私をドンと押し退け、ほとんど転がる勢いで神楽さんの前に駆けていく。

　彼の視線が、絵里さんの上で留まった。

「絵里、お前……」

「錦、お願い！　温人を止めて!!」

「……え？」

　きっと神楽さんも、絵里さんに清家さんのことを問い質そうとしたんだと思う。

　なのに先手を打ってその名を口走られ、一瞬にして顔を強張らせた。

「清家が、どうした？」

　両腕に縋りつく彼女を支えながら、警戒が滲む声で訊ねる。

「なにか知ってるなら言え。絵里、清家は今、なにをしてる？　お前の親父さんと、なにを交渉して……」

「会社……辞めるって」

「っ、え？」

　絵里さんのか細い声に、神楽さんが目を見開いた。

　私も、一瞬呼吸を止めた。

「辞める？」

　神楽さんは呆然として、彼女の言葉を繰り返した。

　絵里さんが、顔を伏せたまま、何度も頷く。

「ＣＯＯを退任するって。わ、私のために、温人が会社を……」

　必死に答えようとしているけど、パニックに陥って言葉が続かない様子だ。

　彼女を見つめる神楽さんの瞳が、だんだんと凍りついていく。

　彼の心の動揺に引きずられ、私の胸もきゅうっと苦しくなる。

　ドクドクと嫌な音を立てて加速する胸に手を遣り、握りしめた、その時。

「神楽ＣＥＯ！　た、大変です……!!」

　人事部門統括の専務が、目を白黒させて執務室に飛び込んできた。

　神楽さんは、ハッと我に返ったように振り返る。

「た、ただいま、清家ＣＯＯからご連絡がありまして。ほ、本日付けで辞表を提出すると……！」

「あの……バカがっ……!!」

　身体の奥底から絞り出すような彼の怒声に、私の胸がぎゅんと締めつけられる。

「神楽さ……」

「唯、今日この後の俺の予定、全部キャンセルしろ。専務、辞表は頑として突っ撥ねてください」

　無意識に呼びかけた声は、即座に自分を奮い立たせた神楽さんに遮られた。

「は、はいっ……」

　見たこともない厳しい形相で、次々と命令を繰り出す彼に、私と専務の返事がかぶった。

　専務は廊下に転がるように飛び出し、私は自分のデスクに駆け戻る。

　早速、この後のリスケ対応を始める私の前で、神楽さんは自分を落ち着かせようとするように、前髪をかき上げ、深く太い息を吐いた。

　そして。

「絵里、清家はお前の親父となにを話していたんだ？　今、どこにいる？」

　先ほどまでとは打って変わり、感情を抑えた静かな声だったけど、返答を拒ませない力を感じる。

　絵里さんは、ガタガタと震えながらも、彼をまっすぐ見上げた。

「錦、私……」

「事実だけ伝えろ。後は俺が対処する」

　パニックがおさまらない絵里さんの説明は、要領を得ず、たどたどしい。

　それでも、清家さんがＣＯＯを退任し、ＳＫトレーディングを去る決意を固めた理由が、会社を、そして絵里さんを守るためだというのは、うっすらと感じ取れた。

　詳しい状況を掴み切れず、神楽さんはもどかしげな様子を隠せていない。

　表情には、焦燥感と苛立ちが滲み出ている。

　私がスケジュールをすべてキャンセルしたことを伝えると、

「絵里、俺を清家のところに連れていけ。唯、お前も一緒に来い」

　彼はキビキビと、私と絵里さんを促す。

「は、はい」

　私は慌てて腰を浮かしながら、パソコンをシャットダウンした。

　神楽さんはもう執務室のドアを開けていて、絵里さんもオドオドとその後についていく。私は最後に廊下に出て、ふたりを追いかけた。




　ビルの車寄せからタクシーに乗り込む。

　神楽さんと並んで後部座席に座った絵里さんが告げたのは、高級住宅街、白しろ金かねの住所だった。

　助手席に座った私は、バックミラー越しに、神楽さんがふっと眉根を寄せるのを見た。

「清家は、自宅にいるのか？」

　タクシーが走り出すと、神楽さんは腕組みをして、隣の絵里さんに視線を流す。

　私の後ろで、彼女が「うん」と小さな声で答えた。

「今週、父は休暇を取っていて、昨日までは温人、毎日うちに来てた。今朝は来なかったから気になって、父に聞いてみたら、『もう決着はついたから』って……」

　絵里さんは、語尾を尻すぼみにしていく。

『決着』

　つまり、清家さんは自身の辞職と引き換えに、会社を守り切ったということ？

　だけど、そんな決着では、神楽さんは納得しない。

　絵里さんには何度か無言で頷いただけで、神楽さんはふいと窓の外に顔を向けた。

　それきり、みんな互いに顔を背け合うようにして、誰も口を開かなかった。

　私は、車窓を行き交う車ばかりを見ていた。

　ほどなくして、高級な住宅やマンションが建ち並ぶ街の中でも、ひと際立派な佇まいのマンションの前で、私たちはタクシーを降りた。

　エントランスに向かって駆け出す絵里さんを、神楽さんと並んで追いかける。

　彼女がオートロックの操作盤でインターホンを鳴らすと、二回目で応答があった。

『絵里？　悪いがしばらく忙しいんだ。ここに来るのは控えて……』

　少しくぐもっているけれど、そこから聞こえたのは確かに清家さんの声だった。

　私は無意識にゴクッと唾を飲み、神楽さんもキュッと唇を噛んだ。

「いいから、開けて！」

　絵里さんは気を昂らせて、清家さんの応答を遮った。

　彼はわずかの間、口を閉ざした。インターホン越しの会話に、沈黙がよぎったけれど。

『……どうぞ』

　結局、清家さんが折れる形で、オートロックが解錠された。

　ゆっくり開く自動ドアにも焦れた様子で、絵里さんが隙間に潜るように中に入る。

　私たちは、エレベーターに向かって走り出した。

　十階でエレベーターを降り、右の通路に折れ、絵里さんは一番奥の部屋まで進んでいった。

　ドアの前でインターホンを押すと、今度はすぐにドアが開かれた。

　溜め息混じりに顔を出した清家さんは、Ｔシャツにチノパンという、私が見たこともないラフな服装だった。普段オフィスでかけていない黒縁の眼鏡もプライベート感たっぷりで、ＣＯＯではない彼の姿を見ていることに、私はなぜだかギクッとする。

「絵里、お茶出すから、それ飲んだら帰って……」

　清家さんは、絵里さんに向かって言っている途中で、神楽さんがいることに気付き、ピタッと言葉を止めた。

　一瞬、その表情がハッとして固まったのを、神楽さんは見逃さない。

「どういうことだ、清家。絵里の説明じゃ、まったく背景がわからん」

　大きな一歩で、清家さんの前に立ちはだかった。清家さんがドアを閉めようとするのを、手をかけて阻む。

「お前の辞表は受理していない。つまり、お前はまだＳＫトレーディングのＣＯＯだ。ＣＥＯの俺に、この事態に関して説明の義務がある。そして俺は、報告を求める権利がある」

　ピンと背筋を伸ばした長身のふたりが対峙する様は、こんな状況下でなくても迫力がある。

　私の心臓は、いつの間にか、ドッドッと早鐘のように打っていた。

　神楽さんの正当な要求と目力に観念した様子で、清家さんは彼から目を逸らし、肩を落として溜め息をついた。

「お前への説明は、少し考えてからにしたかったんだが……どうぞ、入ってくれ」

　そう言ってドアを押さえて脇に退き、神楽さんと絵里さんを中に通した。

　通路に立ち尽くしていた私に、清家さんが目を留める。

　彼は、ただの秘書の私が一緒に来ていたことに戸惑った様子だったけど。

「秋津さん。君も、どうぞ」

　私も中に招いてくれた。




　清家さんは、私たちを広く立派なリビングに通すと、黒い革張りのソファを勧めてくれた。

　私と神楽さんが並んで腰を下ろし、その対面のソファに絵里さんが座る。

　それを見て、清家さんはカウンターキッチンに入っていった。

　飲み物を用意しようとする彼に、神楽さんが焦れたように「おい」と声をかける。

「そんなものいいから、さっさとこっちに来て話せ」

　それには清家さんが、ひょいと肩を竦めて苦笑した。

「そうは言ってもね。そんなにカッカしながら話してたら、脳卒中でも起こしかねない。水分は必要だろ」

「茶化すな」

「お前はともかく、女性陣にはぜひ。帰りに熱中症で倒れられても困る」

　手元に目を伏せ、のらりくらりといった調子で返す清家さんに、神楽さんはムッと口を噤み、チッと小さな舌打ちをした。

　清家さんがアイスコーヒーを用意するのにかかった時間は、そう長くはなかったけれど、神楽さんはこの一週間ずっと、彼の連絡を待ち続けていたのだ。

　落ち着き払った清家さんが呑気にも思え、舌打ちしたくなる気持ちもわかる。

「お待たせ」と、清家さんがグラスを四つトレーで運んできて、二脚のソファに挟まれたローテーブルに置いた。

　ひとつずつ丁寧に差し出してくれて、私は「ありがとうございます」と軽く頭を下げてから、ありがたく頂戴した。

『そんなものいいから』と言った神楽さんも、喉は渇いていた様子で、すぐにストローをくわえた。ブラックで三口ほど一気に飲んで喉を潤し、小さく息を吐く。

　そして、キッと表情を険しく引き締めると、まっすぐ清家さんと向き合った。

「説明しろ、清家。この一週間、お前は頭取となにを交渉していたんだ？」

　神楽さんの問いに、清家さんは黙って何度か頷いた。グラスをテーブルに戻し、ゆったりとソファに背を預けて口を開く。

「先週末、銀行に買い占められた株式は、十五パーセント。俺は最初から、随分と中途半端な真似をしてきたもんだと思っていた。世界的なメガバンクが本気でうちにＭ＆Ａを仕掛けるのなら、一気に五十パーセント持っていけばいいんだから」

　清家さんは眼鏡の向こうの目を厳しく細め、ふっと横に逸らす。

　神楽さんは、彼に先を促すように黙っている。

「つまり、狙いはうちを買収することじゃない。敵対的買収を目もく論ろんだわけじゃないなら、真の狙いを探り、交渉する必要があると思った。だから、お前の無茶を止めた」

　清家さんの淡々とした説明に耳を傾けながら、神楽さんはソファに身を沈め、長い足を組んだ。

「そうだろうな。実際この一週間、銀行がマーケットに絡んでくることはなかった。俺は、お前の交渉がいい方向に進んでいると思っていたんだが」

　腕組みをして、低い声を挟む。

「俺の交渉の成果ではないな。……実際、昨日までは平行線だった」

　清家さんがどこか皮肉げに顔を歪める。

　彼の隣で、絵里さんが、膝の上でスカートをグッと握りしめた。その様子を視界の端で捉えたのか、清家さんが彼女を見遣る。

　それまで俯きっ放しだった絵里さんが、わずかに面を上げた。

「銀行内部のことは、詳しくないけど……。どうやら、取締役会が、頭取である父と現会長の二大派閥に分かれてるみたいで。私が断った縁談は、頭取派の重鎮だった専務のご子息とのもので……」

「大会社ともなれば、たいていどこにでも派閥はある。珍しいことじゃない。まあ、要は、娘の破談が原因で、頭取派は劣勢に追い込まれる。そういうことか」

　神楽さんが、絵里さんの言葉を引き取って続けると、彼女は黙って頷いた。

「清家。はっきり言え。つまり、銀行……頭取の真の狙いは、お前のヘッドハンティングか？」

　神楽さんがいっそう声を低めて、清家さんに鋭く探りを入れる。

　清家さんは眉尻を上げ、無言で逡巡していたけれど……。

「そういうことだ」

　最後は溜め息混じりに、神楽さんに肯定の返事をした。

「頭取に就任した頃から、絵里との関係を盾に、打診されてはいたんだ。だが俺には到底頷けるものではなく……結局、絵里との結婚に、ずっと踏み出せずにいた」

　清家さんは目を伏せ、淡々と続ける。

「だが、お前が絵里とよりを戻したのを機に、強引に出た。お前を一気に崖っぷちに追い詰めて、自ら落ちてくるように」

　神楽さんがそう結論づけると、絵里さんは思い切ったように顔を上げた。

「温人はずっと、首を縦には振らなかった。だけど、温人が会社を辞めて父の腹心として銀行に来るのが、ＳＫトレーディングの買収から手を引く条件だって言われて。父は、温人が頷くなら、私との結婚も認めるって……。でも、やっぱり、ダメ！　そんなのダメだよ、温人！」

　彼女はお尻の位置をずらして、清家さんの方に身体ごと向き直る。彼の足の上で、その両手をギュッと掴んで握りしめた。

「絵里」

「銀行での父の立場とか権力とか、そんなもののために、錦と一緒に興した大事な会社を、温人が辞めることない。だから、ねえ、錦……！」

「お前に頼まれなくても止めるよ。清家、お前の辞職は、ＣＥＯである俺が認めない」

　神楽さんは、痛切に訴えかける絵里さんを遮り、いっそう表情を険しくして、そう言い捨てた。

　それには清家さんが苦しげな顔で、グッと前に乗り出してくる。

「錦。頼むから」

「一企業のＣＯＯともあろう男が、なにを腑抜けたことを言っていやがる。お前、権力の亡もう者じゃの犬に成り下がろうとしてるんだぞ。情けないことするな」

　神楽さんは苛立ちを強め、短く浅い息を吐いて足を組み直した。

「絵里の言う通りだ。頭取の立場とか、権力とか、そんなどうでもいいお家事情のために、お前が犠牲にならなくても……」

「そうであっても、頭取は俺たちにとって恩人だ！　絵里と結婚したら、父と呼ぶことになる人に乞われて、断れるわけがないだろう！」

　どこかあざけるような神楽さんの言葉の途中で、清家さんが勢いよく立ち上がった。

　空気を切り裂く鋭い怒声に、神楽さんもハッと息をのむ。

「ツートップだって言って、俺の背を押してくれたのは、お前じゃないか。……そうだよ、ツートップ。俺が立ち止まって戦線離脱しても、お前がいる」

　早口でまくし立てる清家さんを、彼は喉を仰け反らせて見つめている。

「錦、お前がいれば、ＳＫトレーディングは安泰だ。俺がいなくても、お前らしい強気で傍若無人な戦略で、日本金融界を切り拓いていってくれる。去ることに、なにも不安はない」

　いつも冷静で穏やかな清家さんらしくない、激しい剣幕。

　彼の激情にのまれ、神楽さんの方が言葉を失う。

　その男らしい喉仏がゴクッと上下するのを、私は見た。

　清家さんが放った『恩人』という言葉には、ものすごく心当たりがある。

　私の背筋を、つーっと冷たい汗が一筋伝った。

「俺とお前で興した、大事な会社。俺は全権を返上して、お前に託す」

　清家さんは感情を抑えようとしているのか、いつもより声を低めた。

　そして、神楽さんに向かって深々と頭を下げる。

「会社と同じくらい大事な、愛するものを守るためなんだ。……頼む、錦。わかってくれ」

　その声は、最後は苦しげに詰まって消えた。彼の横で、絵里さんは両手で顔を覆って啜り泣いている。

　神楽さんは大きく見開いた目を、清家さんから離せずにいた。

　けれど。

「……んだよ、それ……」

　喉に引っかかったように途切れ途切れになる声をのみ込み、膝の上でグッと握った拳を、カタカタと震わせる。

　頭を下げ続ける清家さんから顔を背け、勢いよく立ち上がった。

「っ、神楽さ……」

　なにも言わずに大股でリビングのドアに向かう彼に気付き、私は慌てて腰を浮かした。

　ピクリとも動かない清家さんと絵里さんに困惑しながら、一度ペコッと頭を下げる。

　廊下に出ていく神楽さんを追おうとして――。

「秋津さん」

　清家さんに、呼び止められた。

　私はリビングの中ほどでピタリと足を止め、恐る恐る振り返る。

　ゆっくりと顔を上げた清家さんが、とても寂しげな目で私を見つめていた。

「これからも、錦を支えてやってくれ」

　静かに穏やかに告げられた言葉に、胸が震える。

「清家さん」

「大丈夫。今は冷静になれなくても、錦もいずれはわかってくれる」

　彼はそう言って、神楽さんが出ていった方向に目を遣った。

「アイツも、君っていう大事な人がいるんだから。今の俺の気持ち、きっとわかるはずだ。やはり、君を錦の秘書に抜擢して、正解だったよ」

「っ……」

　私と神楽さんの関係の変化を、完全に見透かしている。

　目を細める清家さんに、私の胸がドキッと跳ねる。

　一瞬、頬がカッと熱くなるのを感じながらも、私はきゅっと唇を結んだ。

　もう一度、無言で、深く頭を下げる。

　そして、今度は振り返ることなく部屋を飛び出し、神楽さんを追いかけた。




　エレベーターが一階に着くまでの短い時間もジリジリして、清家さんのマンションから出た。

　目の前の広い通りで足を止め、左右に顔を向けて視線を走らせる。

　少し先で、神楽さんの背を見つけた。彼はスラックスのポケットに両手を突っ込み、らしくないほどぼんやりと空を見上げていた。

　真夏の夕刻。大気は不安定で、東の空は真っ暗だ。遠く、ゴロゴロと雷らい鳴めいが聞こえてくる。あんまりのんびりしていると、夕立にあうかもしれない。

「神楽さん！」

　私は、その背に呼びかけながら、駆け寄った。聞こえていないのか、彼はピクリとも動かない。

「神楽さん」

　彼の正面に回り込んで仰ぎ見て、ドキッとして言葉をのむ。

「悪い。……今は見ないでくれないか」

　私から顔を背けて俯いた神楽さんの声は、ひどく掠れて聞き取りづらかった。

「情けないけど、止まらないんだ」

　そう言って、彼は大きな手で顔を覆い隠す。

「ひとり欠けても、大丈夫。ツートップって、そういう意味じゃ、ないだろ……」

　神楽さんは、何度も声を詰まらせながら吐と露ろする。

「俺と清家で、興した会社だ。ＳＫトレーディングは、清家がいなくなって、俺だけで存続させたって、なんの意味もない……!!」

　聞いている私の心が張り裂けそうなほど、悲愴に響く声。私の胸は抉られたように痛み、悲鳴をあげる。

「……でも」

　私は顔を伏せ、喉に声が貼りつく不快感を必死にこらえながら、ポツリと呟いた。

「神楽さんがここで挫くじけてしまったら、あなたを信じてついてきた私たち社員は、どうなるんですか」

　心の底から傷ついている人に、他の人の心配をしろなんて、冷たいことを言っていると自分でも思う。

　だけど、私の声が心に届いたのか、神楽さんが小さく息をのむ気配がした。

「神楽さんは、いつも強く在ってくれた。でも、今は弱くてもいいから。だから、なんの意味もないなんて、言わないで」

　言っているうちに、鼻の奥の方がツンとしてきた。

　それでも、ここで諦めないでほしい一心で、私は涙混じりの声で訴え続ける。

「清家さんがいなくなっても、私がいます。私は、ずっと神楽さんのそばにいて、支え続けます。だから、お願い。どんな弱音でも私が聞くから、心は負けないで」

「っ、唯っ……！」

　私が言い切るのが早いか、神楽さんが私を強く強くかき抱いた。

　腕の力が強すぎて、一瞬呼吸もできない。

　それでも、私は彼の背に腕を回した。広い背中を、優しく労わるように撫でる。

　そうしていると、彼の傷ついた翼を癒しているような気分になった。

　いつも力強く羽ばたき、私を、私たち社員をグイグイ導いてくれる、神楽さんの翼。

　そこに力を取り戻してほしくて。そのために必要なら、私を束の間でも宿り木にしてほしくて、私は彼の背を撫で続けた。

「唯」

　神楽さんが、掠れた声で私を呼ぶ。

「お前は、俺から離れるな」

　まるで縋るような囁きに、胸がきゅうんと締めつけられる。

　私は彼の胸に顔を埋め、しっかりと頷いてみせた。

「離れない。私はいつも、あなたのそばにいるから。……錦」

　初めて神楽さんを名前で呼んで、私はそっと彼の胸から顔を上げた。

　それはちゃんと、彼の耳にも届いたようだ。

「唯」

　神楽さんは、顎を引いて私を見下ろす。涙で潤んだ瞳で、私を射貫く。

　いつもの目力が、今は完全に消え失せてしまっているのに、ゾクゾクするほど色っぽい。

　私の心拍は急速にスピードを上げ、限界を超えて高鳴っていく。

「今夜は、そばにいてくれないか」

　弱々しくくぐもった懇願が、私の鼓膜に直接刻み込まれる。

「頼む。……なにも考えずに、お前に溺れてしまいたい」

　ストレートな誘いに、私の鼓動はリズムを狂わせた。

　だけど、もちろん、断ろうなんて気持ちはこれっぽっちも浮かばない。

「……はい」

　私は、一度小さく頷いて返事をした。




　大通りに出る前に、強い雨が降り出した。私たちは、迷うことなくタクシーを拾った。

　神楽さん……錦の自宅は、清家さんの家から車で十五分ほどだった。

　豪華すぎるタワーマンション。二十階の錦の部屋に着いた時、私も彼も髪がペッタリするくらい濡れていた。

　先に玄関に通され、背後でドアの鍵をかける音を聞いた。

　ドキッと胸を弾ませる間もなく、後ろから強く抱きしめられる。

「っ、錦」

　余裕のない、急いた抱擁が、彼らしくない。

　すぐに首筋を這う唇にゾクゾクしながら、私はわずかに身を強張らせた。

「わ、私も錦も、雨に濡れてるから、シャワー……」

「悪い。待てない」

「っ、ひゃっ……」

　錦は抱擁を解くと、私の腕をグッと掴み、ずんずんと廊下の奥に突き進んでいった。

　そこに広がる開放感溢れる立派なリビングは、彼らしいスタイリッシュなインテリアがとても素敵なのに、それを眺めている間もない。

　一面ガラス張りの窓の外の空に、稲光が走るのを見た。反射的にビクッと肩を竦める間に、私は寝室に連れ込まれていた。

　立派なダブルベッドが目に飛び込んできて、鼓動が跳ね上がる。

　背後でバサッと音がして、私は反射的に振り返った。

　錦が、脱いだ上着を床に落とし、ちょっともどかしそうにネクタイを緩めていた。

　濡れた前髪の隙間から覗く潤んだ瞳に、けぶるような男の色香が漂っている。

「っ……」

　ドキドキと猛烈に加速する鼓動に煽られ、頬が熱く火照るのを感じた。

　思わず後ずさる私の前で、錦は解いたネクタイをシュッと音を立てて、首から引き抜く。

「唯」

　シャツのボタンを上からひとつずつ外しながら、彼が私に近付いてくる。

　私は間隔を保とうと一歩ずつ後退して、最後は足がベッドにぶつかった。ベッドの上にストンと座った途端、錦の影が頭上から降ってきた。

　ハッとして喉を仰け反らせて、仰ぎ見る。

「唯。好きだ」

　錦は濡れた瞳に情欲を滲ませ、覆い被さるようにして私にキスをした。

　すぐに舌が絡み合い、奥深くまで仕掛けられる。

　今まで経験がないくらい濃厚なキスに、私は抗いようもなく目蓋を閉じた。

　視界を遮断してしまうと、錦から与えられる甘く淫らで官能的な感触に、全神経が支配される。前後左右の感覚も曖あい昧まいになっていく。

　恍こう惚こつとする間に、私はベッドに組み敷かれていた。

「ん、あっ……。錦っ……」

　自分でも信じられないくらい艶つやっぽい声が漏れてしまうのを、隠せない。

　そんな私が、彼の欲情を強く煽ってしまった。

「ごめん。今夜俺、全然余裕ねえや……」

　私を両腕で囲い込んだ錦が、ブルッと身体を震わせた。

「優しくしてやれる、自信ない。……勘弁な」

　宣言通り、ちょっと乱暴に服と下着を乱され、胸にいきなり強い愛あい撫ぶを施される。

「あっ！　や、あ……錦っ」

　活きのいい魚みたいに、私の身体が跳ねる。

　ゾクゾクと背筋を上ってきた甘い痺れが脳天を貫き、目の前に何度も火花が散る。

　ビクビクと全身が痙けい攣れんするのを、抑え切れない――。

　どうやって全部服を脱がされたのか、わからない。いつの間にか錦も裸になっていて、私たちは肌の境界線がなくなるくらい、強く固く抱き合った。

　窓の外は大雨。どこかで雷が落ちたのか、轟ごう音おんがする。

　時折空に走る稲光が真っ暗な寝室に射し、錦と私の身体がシルエットのようにぼんやりと浮かび上がる。

　嵐にのまれていきながら、何度も繋がり、何度も果てた。




　最後は、ゆらゆらと波間を彷徨っているような感覚の中で意識を失い、目が覚めた時、カーテンの隙間から夏の強い朝日が射し込んでいた。

　眩しくて目を開けられず、腕を目の上にかざして光を遮る。

「ん……。起きたか、唯……」

　私の気配で覚かく醒せいしたのか、すぐ隣から気だるげな声が聞こえてきた。

　反射的にドキッと心臓を跳ね上げてから、声の方向に顔を向ける。

　そこに引き締まった胸板を惜しみなく披露する錦を見つけて、さらに鼓動が弾んだ。

「お、おはよう、ございます」

「ん。おはよ」

　錦は目元をゴシゴシとこすってから、ようやくぼんやりと目を開けた。

　お互いあられもない姿のまま、バチッと正面から目が合い、私は慌てて布団の中に逃げ込んだ。

　私の反応に、錦がクスッと笑う。

「なんだよ、随分と今さらな反応……」

　ボヤくように言って、彼が私を布団ごとぎゅうっと抱きしめてくる。

「ひゃっ」

　私はその中で身を固まらせた。

　けれど。

「あ～……こんな幸せな朝、初めてだな……」

　柔らかい声に耳をくすぐられ、そっと布団から顔を覗かせると、彼が唇に小さなキスを仕掛けてきた。

「んっ」

　思わず短い声を漏らし、パチパチと瞬きをする。

　錦が、見たこともないくらい緩く和んだ顔をしていた。

「……少しは、気持ち、浮上しましたか」

　私の質問に、彼はふっと口角を上げる。

「むしろ、溺れきって底なし沼に沈んだ気分」

「えっ!?」

「冗談だよ。……昨夜は、悪かったな。恥ずかしいとこ見せたし……余裕なくて、全然優しくできなかった」

　錦は気まずそうに呟いて、ベッドに肘をつき、その手にこめかみを預けた。

　愛おしむような温かい瞳の真ん中に晒され、私の胸がドキドキと跳ねる。

「い、いえ。そんなこと、全然……」

　錦が、私の頬を軽く手の甲でくすぐる。優しく柔らかい触れ方に、否応なく鼓動が騒ぎ出す。

　身体を重ねて迎えた朝、この甘く気だるい空気が気恥ずかしい。

「っ……あ、あの。そういえば」

　私は、無理矢理話題の転換を試みた。

「ん？」

「ちょっと前から思っていたんです。ＣＥＯと、ＣＯＯの役割について」

「……それ、ベッドでする話題か？」

　錦は頬を引きつらせて苦笑するけど。

「どう考えても、錦には、アグレッシブに現場を統率するＣＯＯの方が向いてるような気がします。なのに、どうして清家さんがＣＯＯなんですか？」

　強引に続ける私に、諦めたように、「ああ」と相槌を打った。

「清家曰く、適材適所だそうだ」

「……？」

　瞬きで返す私の前で、錦はゴロンとベッドに仰向けに横たわった。

「唯だけじゃない。多分、誰もが、逆だろうって思ってるんだろうけど」

　頭の後ろで組んだ両腕を枕に、まっすぐ天井を見上げる。

「『錦が得意分野で突っ走ったら、一般社員はその能力と速度についていけない。お前が独走して勝つようじゃ、企業としての成長は見込めない。だから、俺がやる。お前は企業経営でその手腕を発揮しろ』」

　錦は、清家さんがそう言った時のことを、まさに脳裏に思い描いているのかもしれない。横顔を見ているだけで、私にもその様が手に取るように伝わってくる。

「そういう意味では、〝適材〟なんだか、どうか。でも、〝適所〟には間違いない……って」

　彼は言葉を切り、「なに？」と首を捻って私の方に顔を向ける。

「え？」

「笑ってるから」

「あ」

　そう言われて、私は頬に手を当てた。

　彼の話を聞いているうちに、いつの間にか頬の筋肉が緩んでいたのを自覚する。

「すみません」

「いや、いいけど」

「なんか……素敵ですね。男の友情って」

「……？」

　訝しそうに首を傾げる錦に、私は微笑みかけた。

「お互いのこと、すごく細部までわかり合ってる。私、ふたりがツートップで率いるＳＫトレーディングで働けて、本当に幸せです」

　昨夕、錦が言ったように、ツートップの片方が潰れて、そのまま走れる会社じゃない。

　ふたりがどう思っているか、わからないけれど。

　錦には、清家さんがいなければ。

　清家さんには、錦がいなければ。

　心の底からそう思うから、昨日の錦の涙は本当に美しいものだったと、つくづく身に染みる。

「っ……」

　鼻の奥の方が、ツンとした。なにか胸に迫りくるものがあって、私はグッと唇を結んだ。

　泣きたくなるのをこらえながら、このまま諦めてはいけない、と強く強く胸に刻む。

「……唯」

　きっと、無様に歪んでいるであろう私の顔を、錦が手の甲でそっと擦った。

「お前がいてくれて、よかった」

　優しく細められた目に、胸がドキッと跳ね上がる。

「清家は、お前をＣＥＯ秘書に抜擢した理由を、俺にはこう言ったんだ。『彼女なら、いい意味でお前のストッパーになってくれる。だから、思う存分暴れ馬になっていい』」

「っ、え……？」

　初めて聞く言葉に、私は戸惑いながら聞き返した。

　錦は目元を和らげたまま、私の髪に指を通し、柔らかく撫でる。

「俺は、人事考課の評価でしか、唯を知らなかった。でも、清家は面接でお前と会って、いろんな話を聞き出してる。きっと……お前なら俺に惑わされないだけじゃなく、俺が進む道を見失う時は道しるべになってくれる。そう確信してたんだろうな」

　ちょっとはにかんだ、照れくさそうな笑みに、私の胸はきゅんと疼く。

　そして、なにより、錦がそう言ってくれることがとても嬉しくて、温かいものが胸いっぱいに広がっていく。

「っ、あ……」

　なにか言おうと口を開いたものの、うまく声にならずに喉に引っかかった。

「私、少しはお役に立てましたか……？」

　掠れた声でそう続けると、彼はふっと口角を上げた。

「随分と謙虚だな。清家にも認められた、俺の秘書なのに」

　そう言って、私の肩に腕を回し、そのまま、私を抱き寄せる。

　私は、彼の肩口にトンと額を預けた。触れた部分から伝わってくる温もりは、甘くて心地よい。

「錦」

　抗わず、そっと彼に身を委ねる。錦は、私の頭をポンポンと叩きながら、吐息混じりに笑った。

「わかり合ってる……か。ほんとだな。アイツ、こうなることも見通してたかな」

「え？」

「俺よりもＣＥＯ向きの、インテリならではの先見の明ってヤツで……」

　私の髪に顔を埋めた彼の声は、小さくなって消え入った。

「……錦？」

　呼びかける私にはなにも言わず、錦はただ、私を抱きしめる腕に力を込めた。




『月曜日には、ちゃんと這い上がって、いつもの俺に戻るから。この週末は、一緒にいてくれないか』

　錦はそう言って、私に甘えた。

　いつも強引で破天荒な人から、縋るように求められて、私もすっかり絆ほだされてしまった。

　清家さんのマンションを出た後からずっと、錦の瞳の奥に、なかなか消えない暗い光が燻くすぶっているのを気にしながら、ふたりきりで、甘くちょっと自堕落な週末二日間を過ごし――。




　週明け、月曜日の朝を迎えた。

　錦がベッドから起き出す気配で、私の意識は覚醒に導かれた。

　ゴソゴソと、衣擦れの音を耳にして、

「錦……？」

　まだ半分くらい寝ぼけたまま、そっと上体を起こす。

「悪い。起こしたか」

　即座に、彼の声が返ってくる。

「まだ五時だ。唯は寝てていいぞ」

「え？　五時？」

　聞き返しながら、ゴシゴシと目をこする。

　そんな早い時間なのに、錦はスラックスを穿はいて、ワイシャツを着終えていた。

　指先でカフスボタンを留めている。

「錦……。いつもこんなに早いの？」

　しっかりとベッドに身体を起こして訊ねると、「いや」と短い返事をされた。

「いつもはもうちょっとゆっくりだが、今日からはやること山積みだからな」

　錦はクローゼットを開き、ズラッと並んだネクタイの中から、上品なブルーのストライプの一本を取り出し、首にかける。

「ありがとう、唯。おかげで英気を養えた」

　そう言って、私にいつもの強気な笑顔を向けた。

「っ」

　そんな彼に、私の胸は否応なくドキンと弾む。

　錦は顎を引いて視線を落とし、慣れた手つきでネクタイを結ぶと、

「俺は、やるぞ。唯」

　力強く宣言して、スーツの上着に袖を通した。

「お前は、いつも通り出勤してくれ。オフィスで待ってる」

　それだけ言い残し、颯爽と寝室から出ていった。










起死回生の絶対的勝利




　いつも通りでいいとは言われたけれど、先に出た錦が気になり、私も少し早めに出勤した。

　執務室で改めて向き合った錦は、私がよく知る、強いＣＥＯの顔を取り戻していた。

「早速で悪いが」と言われ、私は彼の午前中のスケジュールのリスケ対応を始めた。

　その横で、錦は銀行の藤間頭取に、自ら電話をかけた。




　そうして、業務開始から一時間後の、午前十時――。

　私は錦と一緒に、銀行の頭取室に出向いた。

「こうやって、サシに近い状況で会うのは久しぶりだな、神楽君」

　藤間頭取は、鷹揚にソファにふんぞり返り、目を細めて錦を眺めた。

「そうですね。会議等でお姿をお見かけしても、なかなかゆっくりお話しすることができず……」

　錦はソファに浅く腰かけ、スッと背筋を伸ばす。

「この間も言ったが、随分と立派になった。起業の相談を受けていた頃より、ずっと」

「お言葉、痛み入ります」

　錦は普段のどんな商談の時よりも腰が低く、慇いん懃ぎんといっていいほど丁寧だ。

　そんな彼を横目に、私は向かい側のソファに座る頭取を、上目遣いで観察した。

　私が拝顔する機会は、四半期毎のグループトップ会議の時くらい。

　世界的なメガバンクの頭取として君臨する、超一流銀行マン。金融業界を知り尽くしている男……。

　この季節、銀行でもクールビズを推奨している。ここに来るまでに見かけた行員の多くは、カジュアルな服装だったのに、彼は上等なスーツをビシッと着こなしている。

　痩躯な体型でも威厳が漂っていて、畏おそれすら覚えるほど、貫禄十分だ。

「さて、用件は？　……まあ、聞かずともわかってはいるが」

　頭取の方から話を振られ、錦は無言で口角を上げる。

「話が早くて助かります。こちらも単刀直入に申し上げます」

　そう言って、一度言葉を切る。テーブルから冷たい麦茶のグラスを手に取り、ひと口飲んで喉を潤わせてから、再びまっすぐに頭取を見据えた。

「うちの清家を、返していただきたい」

『聞かずともわかっている』と言う通り、錦がなにを切り出すか読み切っていた様子で、頭取は表情を変えずに腕組みをした。

「彼がＳＫトレーディングのＣＯＯを辞すことになった経緯は、知っているのか」

「もちろんです。その上で、提案があります」

　強気な姿勢を崩さない錦に、頭取が興味を示した。

「ほう……？」

　錦はその機を逃さず、グッと身を乗り出し、畳みかける。

「清家ひとりを配下に置くより、藤間頭取の……いえ、御行のメリットになるかと思います」

　彼が言い切るより早く、頭取がごくりと唾を飲んだのを、私はしっかりと目に留めた。




　頭取との面会を終えて社に戻ると、錦は私に緊急役員会議の招集を命じた。

　お盆期間が終わり、今日は清家さんを除いてすべての役員が出勤している。

　午後一時、役員会議室に役員が集結した。

「この一週間、皆さんには不安な状況下での労働を強いてしまい、申し訳ございません」

　冒頭で、錦は深々と頭を下げて陳謝した。

　彼の次の言葉を待って、役員たちが口を閉じる。

　錦は、皆の視線を浴びながら、ゆっくりと顔を上げた。

「皆さんご存じかと思いますが、清家ＣＯＯが、辞意を表しております」

　彼のそのひと言に、多くの役員がゴクッと喉を鳴らす。

「それを阻止するために、私は本日、藤間頭取に面会し、業務提携を申し入れました」

　一瞬、役員たちがどよめいた。

　それでも、この前の役員会議の時のように、顔を見合わせヒソヒソと言葉を交わす様子は見受けられない。

「先週私は、今事態を打破するために、業務縮小を提案しました。ですが、皆さんの賛同は得られなかった。……私自身、らしくないことを言ったと、猛省しております」

　彼は一度顔を伏せてから、今度は胸を反らせて先を続けた。

「頭取を頷かせるために、我が社の強みと提携の魅力を示す必要があります。具体的には、今期の営業目標を二倍にして、収益を上乗せ計上する。その上で、商品の販売許諾権の交渉をします」

　錦の言葉に、役員たちは驚きを隠せない。この間と同じように、「無茶だ」という声があちこちからあがった。

　けれど。

「社員にこれ以上の負荷を課すつもりはありません。上乗せ分は、私が獲とります」

　錦の凛とした声が、役員たちのどよめきをかき消した。

　会議室は、水を打ったように静まり返る。

「これは私の我わが儘ままですから、社員に負担を強いるような真似はしたくない。ただ、その間、私はＣＥＯとしての職務に専念できなくなる。その点、ご理解、ご協力を賜りたいのです」

　錦はひとりひとりの役員の顔を順々に見つめ、そう訴えかけた。

「これから上半期末までの間、ご迷惑をおかけします」

　真摯な口調で言い切り、腰を折って頭を下げた錦に……。

「今から営業目標を二倍……。いくらなんでも、ＣＥＯおひとりでは無理ですよ」

　この間、錦に先陣を切って意見した営業部門統括の常務が口を開いた。

　錦は無言で頭を上げ、やや強張った顔で彼に視線を返す。

「上乗せ分の半分は、営業部門の目標として引き受けましょう。ＳＫトレーディングを守るために必要な負荷です。そこは、私が部下たちに説明します」

　そう言って、常務は表情を和らげた。

「神楽ＣＥＯ。清家ＣＯＯは、我が社に必要不可欠な人です。取り返すためであれば、社員への負荷は負担にはならない。私は、そう思いますよ」

「あ……」

　錦が小さな声をあげ、そのまま喉に詰まらせる。

　彼の反応を確認して、常務に続けとばかりに、他の役員も腰を浮かせて口々に意見を呈した。

「収益拡大という意味であれば、勤務体制の見直しにも意義があると思います」

「それであれば、総務部門でも……！　微力ながら、備品や営業経費の削減で尽力できます！」

「も、もちろん広報部門でも！　広告経費を縮小し、より有益な媒体を開拓します！」

　記録を取りながら、私は鼻の奥がツンとするのを必死にこらえた。

　錦が打ち出した戦略は、無謀といっていいものだ。なのに今、ここに集まった役員たちが賛同してくれている。

　目頭が熱くなるのを抑えられず、思わず手で口を覆った時。

「……ありがとう。ありがとう、ございます」

　錦がくぐもって掠れた声を途切れさせながら、そう告げた。

　テーブルに額をこすらんばかりに腰を折り、頭を下げる彼に、温かい拍手が湧いた。

　錦の指揮のもと、社全体が一丸になった――。

　そんな空気を、私は強く感じていた。




　錦は役員の前で宣言した通り、倍増した分の目標をすべて自分で獲りに行く意気込みで、精力的に営業を仕掛けた。

　かねてから取引のある輸入食品商社の社長には、特に果敢に攻め込み、当初の予定額の三倍にあたる投資金を引き出すのに成功した。

　新規のＶＩＰ顧客を獲得するために、証券会社へも足繁く通う。

　日中の業務時間の大半を営業活動に割き、通常のＣＥＯ業務に戻るのは、帰社後。

　当然、仕事は深夜まで続き、錦はほぼ連日連夜、オフィスに泊まり込みだ。

　そんなＣＥＯの姿に、一般社員たちも触発され奮起した。管理部門でも、役員が口を揃えて協力を申し出た通り、様々な経費削減に尽力してくれた。

　執務室は、日中はほぼ主不在だけど、ＣＥＯ決裁書類は続々と上がってくる。

　今は錦がＣＯＯの全権を託されているから、普段なら清家さんが目を通す書類も、こちらに回ってくる。つまり、錦の事務量は軽く倍増だ。

　ここに戻ってきた後、すべての書類を目にする錦の負担を、少しでも軽くしたい。

　二年、彼のそばで仕事をしていたから、ＣＯＯ決裁の書類とはいえ、感覚で判断がつくものもある。私ではわからないものには付ふ箋せんをつけて、錦本人に確認してもらう。

　日中、錦と一緒に外出することがなくなり、執務室に残って対応できるとはいえ、私の仕事も一気に増えた。

　目が回りそうだったけど、毎日のように上がってくる営業報告や収益予測を見れば、この危機的状況の中でも、社内全部署で士気が高まっているのが感じ取れる。

　これを見て、錦もきっと喜んでるだろうな。日々過酷なスケジュールをこなすための、糧にしてるんだろうな。

　彼の心中を慮って、私もそれを支えに、業務に専念した。




　九月二週目の水曜日。

　私は秘書室の定例会議を終えて、終業時刻を少し過ぎてから執務室に戻った。

　私のデスクには、片付けたい書類が、まだ山になっている。

　早く終わらせなきゃ、と気が急いた。

　この時間では、まだ錦は戻っていないと思い込んでいたのもあり、ノックもせずにドアを開けて、

「っ！　錦！」

　私のデスクに軽く腰かけ、山になった書類を手に取っている錦を見つけて、素っ頓狂な声をあげた。

「おー。お疲れ、唯」

「お、お帰りなさい。今日は、早かったんですね」

　日中、錦が営業に出るようになってから、この執務室で顔を合わせることは、ほとんどなかった。

　いつもいつもすれ違い。同じ執務室にデスクを並べているのに、書類につけたメモで、交換日記状態のやり取りしかできずにいた。

　だから、こうして彼の姿を見ることができて嬉しくて、一日の疲れも吹っ飛ぶ。

　錦の方は、この過密スケジュールで、疲労困憊のはずだ。

　彼はもともとスレンダーな身体つきだけど、頬の肉がわずかに落ちて、顎のラインがシャープになったように見える。

　けれどそれがまた、彼の精せい悍かんさを強めていて、いつもよりセクシーに感じる。

「予想してたより、あっさり商談片付いたからな」

　錦は、ドキッと胸を弾ませる私をよそに、わりとさらっと言ってのけた。

　そして、手にしていた書類を、指先でパチンと弾く。

「唯、これ、ありがとうな。お前が事前に目を通して、至急度を判断してくれるおかげで、ほんと、助かってる」

　ふっと目を細める彼に、私の鼓動は乱された。

「い、いえ。私は、こんなことくらいしか、力になれないので」

「十分だよ。……と言いたいところだけど。それなら、もうちょっと役に立ってもらおうかな……」

　錦は書類で口元を隠し、声を尻すぼみにした。

　首を傾げて先を促す私を、おいでおいでと手招きしてくる。

「ほら、早く。上司命令」

「あ、はい」

　私は即座に返事をして、自分のデスクまで駆けていく。

「錦、なにか……あっ！」

　目の前まで来て立ち止まり、用件を伺おうとした私の腰に、彼が両腕を回した。

　強引な力ではなく、優しく抱き寄せられる。

　錦が、私の肩に、トンと額をのせた。柔らかい髪に頬をくすぐられ、私の胸がとくんと淡い音を立てる。

「に、錦」

　誰もいないとはいえ、ここは神聖な執務室だ。

　錦に注意して私から引き剥がそうと、彼の両方の二の腕に手をかけた。

　なのに。

「あー……。人心地」

　彼が、心の底からといった大きな息を吐いたから、なにも言えなくなった。

　私もついさっき、錦の顔を見ただけで、一日の疲れも吹っ飛ぶなんて思った後だ。

　彼の身体に積もり積もっている疲労は、私の比じゃないだろう。私の肩で羽を休めることができるなら、今は甘えてほしい。

「……あれ？」

　私が微動だにせずにいるからか、錦の方が怪訝そうに頭を上げ、横から窺ってきた。

「『執務室なのに、こんなことダメです！』は？」

　まさに、そう言おうと思っていたことを、完全に見透かされている。

　私は苦笑しながら、首を横に振った。

「もう、就業時間は過ぎてるし。誰もいないし。錦は今、会社のために身を粉にして働いてるんだから。このくらいなら、いいですよ」

　そう言ってはにかんでみせると、彼は虚を衝かれた様子で目を丸くした。

　そして、

「……あ～……」

　わりとすんなりと私を解放して、照れくさそうに頭をかく。

「清家をＣＯＯに取り戻すってのは、俺の我儘だったはずなんだけど。みんな会社のためだって言って、頑張ってくれる。やっぱり、清家への信頼は厚いな」

　私から目線を外し、しみじみと言う錦に、私は微笑みかけた。

「錦が先頭に立ってくれるから、みんなついていこうって思うんですよ」

　彼は、まだなにか言いたげに、口を噤んだけれど。

「……そうだな。そういうことにしておこう」

　私に手を伸ばし、手の甲で頬を撫でた。

「泣いても笑っても、あと半月。未達という結果は、あり得ない」

「はい」

　強い光を取り戻した瞳に、私は大きく頷いて返した。

「藤間頭取に文句を言わせない数字を叩きつけて、清家を取り戻そう。なにもかももとに戻ったら……」

　錦は意味深に言葉を切って、どこか不敵な笑みを浮かべる。

「戻ったら？」

　私が、続きを促そうとして問いかけると。

「お前とゆっくり、恋人の時間過ごすぞ」

　早口でそう言って、私の額をコツンと小突いた。

　そして私の返事も待たずに、くるりと背を向ける。

「あ……」

　私は、無意識に額に手を遣った。

　胸がドキッと跳ね上がるのを感じて、反対の手で胸元を握りしめる。

　錦と、恋人の時間……。

　そういえば、私たちは恋人関係に踏み出した途端、会社の存続危機という事態にのまれてしまった。

　彼が力を取り戻してからずっと、恋人としての進展は後回しにしていた。

　言われて初めてそれを意識して、頬が火照って熱くなる。

　錦は、執務机に向かってスタスタと歩いていって、ちょっと乱暴にドスッと椅子に腰を下ろした。そのまま、私が優先順に並べた書類の山に向き合う。

　私に有無を言わせないつもりなのか、それとも照れ隠しなのか。こちらを一瞥もせずに、書類に目を落としている。

『なにもかももとに戻ったら……』

　彼の言葉を心の中で反はん芻すうして、私の心臓がドクッと大きな音を立てて沸き立った。

「……はい」

　唇の先だけで呟いた小さな返事は、錦に届くわけがない。

　真っ赤に染まった頬に手を当てて冷ましながら、私も本日最後の仕事に取りかかろうと、椅子を引いて座った。




　それから一週間後、この時期としては異例の業績上方修正がなされた。

　そして怒涛の勢いのまま上期末を駆け抜け九月が終わり、十月中旬――。

　先日、速報ベースながら、上半期業績の数字が出揃った。錦を除く全役員が、『無茶だ』と口を揃えた二倍増しの目標が、目を出す形で達成されたのだ。

　そして、今日。十月第二週目の金曜日。

　グループトップ会議を待たずに、錦は報告書を手に、私を伴って銀行頭取室を訪れた。

「ほう……。驚いたな。本当に目標を倍額に乗せてきたのか」

　世界的メガバンクのトップ、日本有数の金融マンが、錦が差し出した報告書の数字に目を瞠った。

　錦は、その反応に満足げに目を細め、ソファから軽く身を乗り出す。

「うちが手掛ける金融商品は、投資家の興味関心を大いにくすぐるということを、ご理解いただけたでしょうか」

「ああ。数字で示されずとも、収益性の高い商品なのは、わかっていたがな」

「御行の何万という行員たちの手で販売するようになれば、相当な取引高が期待できるはずです」

「もちろん。弊行は、御社の百倍の行員数を誇る。かなりの収益増が見込める」

　藤間頭取の表情は挨拶した時から特に変化はないけれど、その声は明らかに少し上擦り、弾んでいるのがわかる。

　もちろん、錦はこの好機を逃しはしない。

「先のグループトップ会議でも報告いたしましたが、為替変動リスク回避型の新商品を、来年度初めにリリースします。まずはその販売許諾から、業務提携交渉といきませんか」

　まるで水を得た魚のように、強気でグイグイ畳みかける錦を、頭取がちらりと上目遣いに見遣る。

　探るような視線を受けても、錦は怯むことなくにっこりと微笑んだ。

「ＦＸは、特に個人投資家からの注目度が高い商品です。実際、弊社では、プレスリリース前でありながら、従来の顧客から多数の問い合わせをいただいております。御行が力を入れている個人富裕層取引において、有力な商品になるかと思います」

　そこまで言って、錦は隣に座っている私に目配せをして合図する。

　私は彼に頷いてから、先日上がったばかりのパンフレットのゲラと提案書をテーブルに置き、藤間頭取の前に滑らせた。頭取の目線が動き、そこに注がれる。

「弊社では、これに続く新商品をこれからも企画していきます。この業務提携は、御行の今後の業績面で、十分なメリットになると考えます」

　錦の言葉に促され、頭取が提案書を手に取る。

「清家個人を引き抜くより、彼が率いる弊社との業務提携の方が、頭取の権力基盤を堅固にしうるのでは？」

　一気に商談の核心に迫り、錦の瞳の光がいっそう力を帯びた。

　頭取は、無言で提案書に目を落とす。錦の視線を警戒するように、やけにゆっくりページをめくる。

　読み進める彼が、ごくりと喉仏を上下させた。

「……ああ。その通りだな」

　頭取が、ニヤリと口角を上げて発したそのひと言で、錦の勝利が確定した。

「っ……」

　私は、声をあげそうになるのを、どうにか必死にこらえる。

　それでも、頬が上気するのは抑えられず、錦の横顔を勢いよく見上げた。

　藤間頭取をまっすぐ見つめる錦は、涼し気な表情だったけれど、不敵に上がった眉尻を見ればわかる。彼も、勝利の興奮に酔いしれ、気分を高揚させている。

　それが、私には手に取るように感じられた。




　帰社後すぐ、頭取との面会の結果を報告するために、役員会議が予定されていた。

　錦の帰りを役員会議室で待っていた全役員が、その場に立ち上がって彼を迎える。

　錦の顔には、自信と誇り、そしてほんのちょっぴり安堵したような感情が滲み出ていて、報告せずとも、商談成功の結果は伝わったようだ。

　自然と拍手と歓声があがる。

　会議室の一番上座に当たる席に堂々と歩いていく錦は、まるで戦勝報告を手に凱がい旋せんする勇者のようだった。

「皆さんにも、ご苦労おかけしました。多大なるご支援とご協力をいただき、大変ありがとうございました」

　錦は椅子に腰を下ろす前に、全役員の顔を見渡した。

　彼が述べた丁寧な謝辞に、逆に「ＣＥＯ、ありがとうございます！」と、役員たちからも声があがる。

　お礼にお礼を返され、錦は一瞬きょとんとした様子だったけど、すぐに嬉しそうに目元を和らげる。

　そんな彼を見ていて、私はジーンとして、心がポカポカと温かくなっていくのを感じた。

　錦、もう実感してるよね。

　ＣＥＯの錦が頑張るから、社員は負けじと奮起するんだって。

　ＳＫトレーディングのＣＥＯを、全社員が誇りに思っているから、錦が守ろうとする大事なものを、一緒になって支えてくれるんだって――。

　ＣＯＯの清家さんを取り戻し、会社を守った錦に、全役員から向けられるのは、確固たる信頼。

　力強く逞しい、絶対的なリーダーが、またひと回り大きくなった。

　その瞬間に立ち会えた幸せを、私は噛みしめていた。




　ほんの少し浮き足立った気分でその日の業務を終えた、午後八時。

　私は錦と一緒にオフィスを出て、その足でまっすぐ清家さんのマンションを訪れた。

　今日の訪問は、前もって約束を取ってある。

　エントランスからインターホンを押し、「ＳＫトレーディングＣＥＯ秘書、秋津です」と名乗る。すぐに『どうぞ』とオートロックが解錠された。

　十階に上がり、一番奥の部屋に急ぐ。

　ドアの横のインターホンを押すと、清家さんがドアを開けて出迎えてくれた。

「いらっしゃい、秋津さん。錦」

　彼はまず私に笑いかけてから、錦にふっと目線を上げた。

「ああ」

　錦が短く頷くのを見て、清家さんがわずかに目を細める。

　リビングに通された私たちは、前回の訪問時と同じソファに腰を下ろした。

　清家さんが、コーヒーを出してくれた。

　彼が対面のソファに座るのを待って、錦が改まった様子で背筋を伸ばす。

「清家」

「ありがとう、錦」

　錦の呼びかけは、清家さんのお礼に遮られた。

「ここで会った後、錦がなにを仕掛けて動いていたかは、役員たちからも報告を受けていた。ついさっき、藤間頭取から連絡があったよ。ＳＫトレーディングのＣＯＯ職に復帰していい、と」

　先手を打ってニコッと微笑まれて、不意を衝かれた形の錦が、一瞬口ごもった。

　そして。

「……なんだ、あの狸。それは、どう考えても俺のセリフだろうが」

　彼は、わかりやすく憤慨する。

「お前の辞職願は受理していないと言ってるだろ？　お前は今でもＣＯＯだし、職務復帰の命令をするのは俺だ。頭取じゃねえ」

　ここに来るまで、彼は清家さんになんて報告しようかと、わりと真剣に考えていた。

　私には、ちょっと緊張しているようにも見えたくらいだから、頭取の越権ともいえるフライングが、許しがたいのだろう。

「というか清家。お前、この二カ月ほどの欠勤は、職務放棄とみなすぞ。もちろん無給だからな」

　清家さんも、錦の本心を見抜いている。私と同じタイミングで、クスッと笑った。

　それが、錦は気に入らなかったらしい。

「なにを笑う。笑うとこじゃないだろ」

　ムッと顔を歪ませる錦に、清家さんが、「ごめんごめん」と謝った。

「錦。お前のおかげだ」

　ふっと真面目な顔をして、深々と頭を下げる。

「すまなかった。本当に、ありがとう」

　顔を伏せた彼の声が、ほんの微かだけど震えたことに気付き、私は鼻の奥の方がツンとするのを感じた。

　それはどうやら錦も一緒だったようで。

「……バーカ。職務復帰したら、今まで俺が被った分も、全部仕事振ってやる。一度やってみろ、ＣＥＯとＣＯＯの職務兼務。マジ、死ぬぞ」

　わざと太々しい言い方をして、そっぽを向いた。小さくズッと洟はなを啜ったのがわかる。

「お前、来週から毎日泊まり込み残業だからな。まあ覚悟しとけ」

　それには清家さんが苦笑いした。

「毎日か。参ったな」

「なに甘えたこと言っていやがる。俺だって、お前のせいで、今日までずっと泊まり込んでたんだぞ」

　錦はソファにふんぞり返り、ここぞとばかりに盛大に愚痴る。

　けれど、清家さんは取り合わず、悪戯っぽく目を細めた。

「錦の一番の不満は、せっかく秋津さんと両想いになったのに、恋人らしくいちゃつく暇もなかったことだろ？」

「えっ!?」

　突然話題を振られた私は、取り繕うこともできずに、素で声をひっくり返らせてしまう。

「はいはい。しばらくは俺がお前の仕事も引き受けるから、これまでの分も彼女とゆっくりしてくれ」

　その上、しれっと言われて、ギョッと目を剥いた。

「なんだお前。やっぱり、俺と唯のこと知ってたのか」

　ところが、錦は特に驚いた様子もなく、テーブルの上からコーヒーカップを手に取った。

「錦はわかりやすいから」

　清家さんはそう言って、悠然と長い足を組み上げた。

「ふたりで飲みに行くと、いつの頃からか、秋津さんのことばかり話してたよな」

　腕組みをして、錦にチラッとからかうような目を向ける。

　まさにカップを口に運んでいた錦が、ブッと吹き出した。

「そ、そうなんですか!?」

　ゴホゴホと噎むせ返る彼の横で、私は思わず身を乗り出してしまう。

「そうなんだよ」

　清家さんはひとり平然として、カップを持ち上げる。

「食事に誘ったのに、軽くあしらわれたとか、俺の秘書はつれないとか。アイツ絶対、俺を男として見てないとか、そもそも本気にしてもらえないとか……いや、もうほとんど愚痴だな」

　業務中、ところ構わず口説かれても、もちろん本気にしていなかった。それどころか、シャットアウトするために、修行僧に徹してきた。

　どれもこれも、清家さんの期待に応えたい一心だった。なのにそれが、まさか当の本人に筒抜けだったなんて……！

「っ」

　カアッと頬が火照り、私は返す言葉を失ってしまう。

「おい、清家！　なにもそれ、このタイミングで暴露しなくてもいいだろ!?」

　ひどく噎せたせいで目尻に涙を滲ませた錦が、猛抗議を始める。

「今回俺も、絵里のことで結構言いたい放題言われたからな。軽い仕返しだよ」

　清家さんは涼しい顔で、コーヒーを啜っている。

　錦がムッと唇を引き結んだ。

「それは、言われて当然だろ」

「……まあねえ」

「あのっ！　清家さん」

　錦の睨みをかわす清家さんに、私は思い切って声をかけた。

「それなら、どうして、私をＣＥＯ秘書から外さなかったんですか？」

「え？」

　私の質問に、彼がふっと目線を上げる。

「だって……。清家さん、私をＣＥＯ秘書に抜擢した理由、話してくださいました。私がにし……神楽さんとそういう関係に陥るのは、ご法はっ度とだったんじゃ」

　私の隣で、錦が再び「ごほっ」と咳き込んだけれど、私は答えを求めて清家さんをジッと見つめる。

　それには、「ああ」と軽い調子で返された。

「業務中に錦に色目を使うような秘書じゃ困るが、目が眩んだのは錦の方だ。それは、錦本人の愚痴から、わかりきっていたしね。君にとっては不可抗力だ。仕方がない」

　あまりにも飄々と言われたから、私は返事に窮した。

「君はちゃんと俺の期待通りに、粛々と仕事をしてくれた。この錦が、二年も手をこまねいていたんだから」

「……俺、つくづく思う。俺が知る中で、お前以上に黒い策士はいない」

　清家さんに言葉を挟む形で、錦が長く深い溜め息をつく。

「なにが、不可抗力だ。俺が唯に目を眩ませるのも、計算尽くだったろうに」

「っ、え!?」

　忌々し気な呟きに反応して、私は声を裏返らせてしまう。

　錦の言葉には、存分に嫌みがこもっていたと思ったのに。

「お褒めの言葉と受け取っておくよ。だからこそ、ＳＫトレーディングに……いや、ツートップの片割れには、俺が必要なんだろう？」

　ちょっと錦っぽい強気な目をする清家さんに、一瞬、私の胸がドキッと跳ねた。

　言われた錦は、大きく目を丸めたけれど……。

「これだから、頭脳派のインテリは……」

　ふてくされたように、チッと舌打ちをする。だけどすぐ、清家さん以上に不敵に瞳を光らせた。

「そうだよ。俺にもＳＫトレーディングにも、お前が必要だ」

　錦の率直な言葉を受けて、清家さんはふっと微笑んだ。

　水と油ほど性質の違うふたり。

　それでも、お互いを認め、高め合うことができる関係。

　男の友情って、いいな……。

　私はそんな思いで、ほんのちょっと子供みたいな言い合いをするふたりを、和やかな気分で見守った。




　清家さんとの面会を終えて、マンションの外の大通りでタクシーに乗り込んだ錦に、私はドアの外から軽く頭を下げた。

「お疲れ様でした。この週末は、ゆっくり休んでください」

　頭を上げて、にっこり微笑んだ私に、錦はふっと眉根を寄せる。

「なんで、そうくる」

「え？」

「労うつもりがあるなら、お前も来い」

　ふてくされたような言葉と同時に、勢いよく腕を引かれた。

「ひゃっ……」

　短い悲鳴と共に、私は彼の隣に腰を下ろしてしまった。

「出してください」

　私の反応も待たずに、錦が運転手さんにそう告げる。

　戸惑う私を置き去りにして、タクシーが走り出した。

「えっ……。錦？」

　恐る恐る呼びかけると、彼はふいっと顔を背けた。

「清家の言う通りだ。あれからずっと、お前といちゃつく暇もなく、ずっと焦れてた」

「っ……」

「言ったろ？　すべてもとに戻ったら、その時は……」

　あまりにもさらっと言われて、私の心臓がドキッと大きな音を立てる。

「ゆっくり休め、と言うなら。俺と一緒にいろ、唯」

　不遜な命令に、鼓動が跳ね上がる。

　思い出すのは、彼が大事なものを取り戻そうと動く前、翼に傷を負った時の記憶。

　あの後、錦は再び翼に力を得て、これまで休む間もなく飛び続けた。

　その翼をまた休める時、私がそばにいていいんだろうか。

「は、い……」

　ドキドキと胸が高鳴るのを感じながら、私は、どこまでも従順にそう返事をした。




　錦のマンションに着くと、すぐにリビングに通された。

　彼に勧められて、沈み込みそうなほど座り心地のいいソファに腰を下ろす。

　キッチンに入っていった錦が、「勝利の美酒に酔いしれよう」と、シャンパンボトルと、グラスをふたつ指に引っかけるようにして持ってきた。

　私の隣に座り、ポンと小気味いい音を立てて栓を抜く。

　ソファの前のローテーブルに置いた、細長い華奢なシルエットのグラスに、黄金色の液体が注がれる。

　私にひとつ差し出してくれた後、彼は自分のグラスの縁を私の方に軽く傾けた。

「乾杯」

　短い音頭に応じて、彼のグラスにカチンとぶつける。ひと口飲むと、よく冷えた微炭酸のアルコールが心地よく喉を刺激し、潤してくれた。

「アルコール、久しぶりだ。唯と一緒のせいか、やけに美味しく感じるな」

　どこまで本気か、彼はどこかしみじみと言ったけれど、このシャンパン、なかなか手に入らない超高級品だ。美味しいに決まっている。

　それでも、その言葉が嬉しくて、私は無意識に顔を綻ばせた。

「錦。改めて、おめでとうございます。お疲れ様でした」

　勝利の瞬間に立ち会い、今までずっとそばにいたのに、今になってやっと、彼にお祝いを言うことができた。

　錦は男らしい喉仏をゴクッと上下させてから、私を見下ろす。

「サンキュ。唯のおかげだ」

「私はなにも。役員や、全社員の心を動かしたのは、錦です。全部、あなたの力」

　謙遜したわけじゃない。

　だって、本当に、社員が一丸となったのは、すべて錦の人望故のことだから。

　だけど彼は、ふっと目を細めて微笑む。

「俺の背を押してくれたろ。あの時、唯がそばにいてくれなかったら、本気で挫けてたかもしれない」

　錦の言葉に導かれ、私の胸に、彼が涙を流すのを見た時の、切なさがよぎった。

　あれから二カ月経った今でも、胸が締めつけられる。

「私が押さなくても、錦ならきっと、ちゃんと自分で這い上がったはずです」

　膝の上で、両手で持ったグラスに目を落とし、私は彼にそう返した。

「そうかもしれない。でも、俺が唯に救われたのは、確かだ」

　錦はとても落ち着いた穏やかな声で言って、グラスをテーブルに置き、私の肩を抱き寄せる。

「ありがとう。ありがとう、唯。……なんか、改まって感謝の気持ちを向けるのも、ちょっとこっ恥ずかしいな」

　照れ隠しといった様子で俯き、私の肩にこめかみを預けてくる。

　彼の柔らかい髪が、私の頬をくすぐる。

　そんな感触にもきゅんとときめきながら、私は小さく首を横に振った。

「もう、どんな錦でも、カッコいいとしか思えません。……こんなすごいことされちゃ」

　ふふっと笑いながら呟く。

　錦が私の肩口から、私を上目遣いに見つめてくる。

「……唯」

　なにかを抑えるような静かな声で名前を呼ばれて、私の胸がドキッと跳ね上がる。

　彼は、黙って私の手からシャンパンのグラスを取り上げた。それを、ゆっくりテーブルに置く。

　シャープなラインの顎を傾け、私に近付いてくる。

　私は、視界が彼でいっぱいになるのを待って……。

　触れることを予感した温もりが、唇に降りてくる前に、そっと目蓋を閉じた。




　週が明けて、月曜日。

　錦から職務復帰命令を受け、清家さんが二カ月ぶりに出社した。

　役員ひとりひとりの執務室を丁寧に謝罪して回り、彼は最後に錦の執務室を訪れた。

「失礼します」という声にちょっと緊張して、私はドキッとしながら仕事の手を止めた。

「おはようございます。清家さん」

　室内に足を踏み入れる清家さんに、立ち上がって深く頭を下げる。

　彼も、軽い目礼を私に返してくれた。

　清家さんはきびきびと執務室を縦断し、錦のデスクの前でピタリと足を止める。

「来たか」

　錦は彼をちらりと見遣るだけで、なんとも鷹揚な様子で声をかけた。

　清家さんは、黙って錦に微笑みかける。

「おはよう、錦。なんとか無事に、お詫び行あん脚ぎゃを終えてきたよ」

　彼の報告を受けて、錦は「ん」と頷いて、椅子を軋ませて立ち上がった。

「宣言通り、朝からバシバシ仕事振るからな。しばらくは、まともに休憩取れると思うなよ」

　腕組みをして、悪戯っぽく目を細める錦に、私は思わずふふっと笑ってしまう。

　清家さんが戻ってくる月曜日を心待ちにして、金曜日から週末もずっと、そわそわしていたというのに。

　いざ、この瞬間を迎えて、嬉しさのあまり素直になれない天邪鬼あまのじゃくな錦が、なんとも彼らしい。

「それは、いくら経営者の立場とはいえ、労働基準法を盾に抗議したいな」

　苦笑しながら返した清家さんに、錦もふっと口角を上げて、「ふん」と鼻で笑った。

「まあ、仕事の勘も早急に取り戻したいし、よろしく頼む」

「ああ」

　錦は上から目線で頷いて腕組みを解き、デスクを挟んで清家さんと対峙した。

「お帰り、清家」

　そう言って、清家さんにまっすぐ手を差し出す。

　清家さんは、一瞬その手に視線を落とす。けれど、すぐに錦に目線を戻した。

「ただいま、錦」

　返事をして、錦の手をしっかりと握りしめた。

　再びタッグを組んだ、ＳＫトレーディング不動のツートップ。

　彼らが揃えば、向かうところ敵なし。なにも怖いものはない。

　力強く頼もしいふたりのトップの姿を目の前にして、私の胸は震えた。

　清家さんの表情は、先ほどからずっと穏やかで、わかりやすい変化はない。だけど、彼の瞳は、錦に負けないくらい力が漲みなぎりキラキラしている。

　明らかに声が弾んだのが、私にもわかった。

　もちろん、錦が気付かないわけがない。

　彼は、本当に嬉しそうに、まるで少年のような満面の笑みを浮かべた。




　清家さんは、復帰早々、精力的に業務に就いていた。宣言した通り、錦の分の仕事も引き受けてくれている。

　おかげで、錦はこの一週間、毎日ノー残業。私も、定時に上がることができた。

　清家さんが戻ってきてから、最初の週末を迎える金曜日。

『週末は、俺んちに来いよ』と誘われ、私は一度自分のマンションに戻ってから、着替えとお泊まりグッズを入れたバッグを手に、錦の家を訪れた。

　玄関先で「はい」と出迎えてくれた彼は、シャワーを浴びた後なのか、濡れ髪でＴシャツにイージーパンツというラフな格好。

　リラックスモードの錦に、私は思わずドキッとしてしまう。

「お、お邪魔します……」

　なぜだか彼を正視できず、私は挙動不審に目を泳がせた。

　錦は気にした様子もなく、「ん」と私の手からバッグを取り、中に促してくれる。

「唯、メシまだだろ？　色気ないけど、宅配ピザでも取るか？」

　いつもと変わらない調子で、先に立って廊下を進む背を、やっぱり私はまっすぐ見ていられない。

　リビングに入っても、足元ばかり見ている私に、ようやく彼も気がついた。

　私のバッグをソファの横に置いてから、訝し気に眉根を寄せる。

「どうかした？」

　腰で穿いたパンツのウエストに指を引っかけ、小首を傾げる。

　そんな姿にも、私の胸はドクッと沸いて反応してしまう。

「え、えっと」

　上擦った声を漏らし、目が合わないよう、宙を漂わせる。

「ん？」

「あの……ちょっと、緊張してまして」

「……は？」

　錦は『意味不明』といった顔をして、私の方に歩いてくる。

「なにに？」

　問いかけながら、私の髪を指で梳く。

　私の心臓が、ひっくり返ったような拍動をした。

「その……本当に、恋人の家にお泊まりっていう、このシチュエーションに」

　彼の視線から逃げ、無意味に両手の指を交差させて、ボソボソと呟く。

「はあ？　別に、泊まるの初めてじゃないだろ」

　錦が呆れたように返すのも、まあ当然なんだけど。

「だって、今までは……。最初から週末を一緒に過ごすために来たわけじゃなくて。仕事帰りにそのまま……だったじゃないですか」

「……うん？」

「今日は、なんというか……ちゃんと着替えもお泊まりセットも用意して来てるっていうのが、その……」

「ヤル気満々……って感じで、いやらしい？」

「っ！」

　私の言葉の続きを引き取って、わざわざ背を屈めて耳元で囁く錦に、ドクンと鼓動が跳ね上がった。

「な、なにを言って……!!」

　頬はカアッと熱を帯び、言い返した声は上擦る。

　錦は、口元に手を遣って、どこまでも余裕でクックッと肩を揺らした。

「まあ、確かに。今までは俺が連れ込んでただけだったかもな」

「つ、連れ込むとか。そんな言い方……」

「でも今日は、唯も泊まる準備してここに来たんだ。自分の意思みたいで、恥ずかしい？」

「っ！」

　耳を吐息でくすぐられ、私はビクンと身を竦めた。

　そんな私に、彼はやっぱり楽し気に忍び笑いをしている。

「～……!!」

　私は、錦から逃げるように、窓際に駆け寄った。

「あ、こら」

　彼の声が、背を追ってくる。

　カーテンを摘まみ、窓の外に広がる夜空を見上げる私を、錦が後ろから抱きしめた。

　反射的に息をのむ私の頭上で、彼が「お」と短い声を漏らす。

「今夜、満月だな」

「え？」

　私の頭に顎をのせて呟くのを聞いて、そっと目線だけ上げた。

「あ、本当。すごい、大きい……」

　錦の部屋はタワーマンションの高層階だから、地上から見上げるよりもずっと、近く大きく見える。

　私は、肩口に回された彼の腕に両手をかけながら、黄金色に輝く幻想的な月に目を凝らした。

「十三夜、ですね」

「へ？　十五夜じゃなくて？」

「十月の満月は、十三夜って言うんです。九月の中秋の名月の次に美しいって言われてます。秋の収穫にちなんで、栗くり名めい月げつとか、豆まめ名めい月げつって別名もあって」

　錦の体温を背で感じながら、私は大きな窓に両手をついた。

「ふ～ん。唯、詳しいな。残念ながら、ここには栗も豆もない。食いながら月を愛でて夜を明かす……ってわけにもいかないな」

　錦はそう言って、私の頭から顎をどかした。

　彼が、夜空にぽっかり浮かぶ月を見上げているのを感じて、私はそっと肩越しに仰ぎ見る。

「俺、月に詳しくはないけど、なにかで聞いたことがある。新月は〝始まり〟。満月は〝達成〟って意味があるんだとか」

「達成？」

　顎を上げて黄金色の月を見つめる彼に、繰り返しながら問いかける。

　それには、「そう」と短い相槌が返ってきた。

「まさに、今の俺たちの状況を表す、そんな言い方だな」

　錦はふっと微笑んで、私を見下ろしてくる。

　清家さんを取り戻して、会社を守った。彼がなにを言わんとしているか、もちろんわかる。

「……はい」

　私は少し緊張を緩ませ、笑みを返した。

　けれど。

「でも、俺たちにとって、これがゴールじゃない」

「え？　……んっ」

　聞き返そうとした途端、錦が私の顎を掴み、覆い被さるように口づけた。

　私はくぐもった声を漏らしてしまう。

「に、しき」

　唇がわずかに離れた隙に、吐息混じりに彼を呼んだ。それに応えるかのように、錦が私の肩を抱く腕に力を込める。

「すべて、もとに戻った。もう、なにも憂いはない。俺たちの恋人としての始まりは、ここからだ」

「っ！」

「心置きなく……って意味で」

　直接耳を掠めるように動く彼の唇。私の心臓が、ドクッと大きく沸き立った。

「食事なんか、どうでもいいな。唯、ベッドに行こう」

　甘い囁きを私の耳に落としながら、しなやかな指先で頬を撫で、首筋を伝う。

「あ……」

　抗いようもなくゾクゾクと湧き上がる戦慄にビクッと身を竦ませる私を、彼はクスッと笑った。

「月は、寝室から愛でよう」

　そう言って抱擁を解き、私の腕をグイと引っ張る。

　ドキドキしながら寝室に入ると、錦はすぐに私をベッドに組み敷いた。

「好きだよ、唯。愛してる」

　彼の瞳に宿る熱情を真下から見上げて、私の鼓動が高鳴る。

　彼の言葉に応える間もなく、唇を熱く塞がれた。

「ん、ふ、う……」

　すぐに舌をからめとられ、鼻から抜けるような吐息が漏れる。

　薄く開いた目に、カーテンを開け放った窓の外に浮かぶ、十三夜の月が映った。

　〝達成〟という意味を持つ満月の夜、私たちは今度こそ恋人としてスタートする。

　そのせいだろうか。

　始まりなのに、とても心が満ち足りている。

「錦……」

　私は、この上なく幸せな気分で、彼に身を委ねた。
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つれない秘書に片想い




　先日、俺の秘書が〝自主退職〟した。

　それからしばらく、秘書不在のまま。スケジュール管理も、全部自分で行わないといけない。

　さすがに、不便を感じ始めていた時――。

「秋津、唯？」

　執務室を訪ねてきた清家が差し出した、社員の身上書を手に、俺はそこに書かれた名前を読み上げた。

「営業部所属の、中途採用者か。……別に、誰でも構わないけど、どうして彼女だ？　かえって、営業部から文句が出そうだ」

　営業部での貢献度は上々。上司からの覚えも目め出で度たい。彼女の秘書室異動が発令されれば、恐らく営業部では『優秀な人材を引き抜かれた』と、大わらわになる。

　それを見越して、俺は執務机の前に直立する清家を上目遣いに見遣った。

「正直言うと、いっそ、錦の秘書は男にした方がいいとも思っている」

　高校時代からの付き合いの清家が、淡々と表情も変えずにそう言った。

　俺はさすがにムッと唇を結ぶ。

「あのなあ。別に俺は、歴代秘書に手を出してもいないし、色目を使った記憶もないんだぞ？」

　はあ、と声に出して溜め息をつき、手にしていた身上書をやや乱暴に机に放り出した。

「わかってる。秘書を男性にしたら、錦が不平不満をこぼすことも承知だ。だからこそ、秋津さんに。彼女は、俺が選んだ逸材だ」

「……へえ？」

　清家がそれほどまで自信を持つ人事。いったいどういう人材だ？

　俺は、もう一度身上書を手に取った。

「彼女なら、いい意味でお前のストッパーになってくれる。だから、思う存分暴れ馬になっていい」

「へ……？」

　長い付き合いの親友だが、これほどまでに強気に言ってのけるのを、俺は聞いたことがあるだろうか？

　興味を引かれて、身上書に目を凝らすが……。

　貼付された写真は、中途採用時の履歴書のものだろうか。ガチガチのスーツに真面目くさった顔をした、肩下に届く長さの髪の女。地味だが、多分、実物はそれなりの美人だ。俺は一見でそう判断して、ちらりと清家に視線を戻した。

　俺が興味を引かれたのを確信したのだろう。彼は、うさんくさいほどにっこりと微笑んだ。

「辞令は、来週発令される。今度はうまくやってくれよ？」

「……はいはい」

　話を終え、引き上げていく清家の背中を見送って、執務室にひとりになると、俺は再び手元の身上書を見遣った。

「秋津、唯、ねえ……」

　椅子に大きくふんぞり返り、足を組み上げて呟いた。




　初めて唯と対面した時の印象は、『堅い』のひと言に尽きた。

「この度、ＣＥＯ秘書の任を賜りました、秋津と申します」

　俺ですら、口にしたら舌を噛みそうだと思うほど、仰々しい言い回し。身上書の写真で、『多分美人』と判断したのは間違っておらず、その上俺好みの顔立ちだった。

　ＣＥＯを前に、緊張しているのかと思った。だから俺は、スッと立ち上がり、彼女に手を差し伸べた。

「神楽です。よろしく」

　彼女は俺の手に視線を落とし、一拍分の間を置いて、ほんの少し、ちょんと手を預けた。

「よろしくお願いいたします」

　俺が握り返すより一瞬早く、手を引っ込めてしまう。

「え、えと……」

　手の遣り場に困り、俺はわずかに頬を引きつらせた。

　彼女は俺にはかまわず、すぐに自分のデスクに着いて、パソコンを操作し始めた。

「申し訳ないのですが、私、秘書経験がありません。正直言うと、右も左もわかりませんので、最初のうちは仕事を振っていただけますか？　もちろん、すぐにキャッチアップします」

　俺に目線を上げることなく、見事なタイピングをする細い指。

「あ～……。……はい」

　――手強い。清家が高評価した俺の新しい秘書は、人工知能を搭載したロボットかと思ったくらいだった。

　今までの秘書は、最初の挨拶の時から、俺に媚びるような目を向けてきた。おかげで、こちらから歩み寄ろうとしなくても、〝ボスと秘書の関係〟の構築という意味では、特段苦労もせずに済んだ。

　しかし、彼女には付け入る隙というものがない。

　これは……どうしたもんか。

　仕事中、初めて、〝前途多難〟という言葉が、脳裏をよぎった気がする。

　俺はドスッと椅子に腰を下ろし、天井を仰いで、ふうっと息を吐いた。




　秘書就任から一週間経つと、唯は俺が一度振った仕事はすべてルーティン業務に取り込み、宣言通り、見事にキャッチアップしていた。

　清家や営業部長の高評価も納得。仕事ぶりに、文句のつけどころはない。

　ただ一点、俺の不満は――。

「なあ。午後一から外出だし、少し早く出て一緒にランチしないか？」

「いえ。私は経理に回さなければならない書類がありますので、神楽さんはどうぞお先に」

　提案しながら上着を羽織った俺は、すげない返事に身も笑顔も凍りつかせる。

　唯は俺と目を合わせもせず、粛々と仕事を進めている。

　くそっ。外出のついでを装ったランチも、応じてくれないか……。

　意気揚々と袖を通した上着は、執務机の端に放り投げる。気付いた唯が無言で立ち上がり、俺の上着をハンガーラックに丁寧にかけてくれた。

　それを横目に、ドスッと椅子に腰を下ろす。深く背を預け、喉を仰け反らせて天井を仰いだ。

　仕事は早いし、気も利く。それに、なかなか俺好みの顔立ち。

　もうちょっと愛想よくしてくれれば、秘書としては完璧なのに……。

　俺は執務机に頬杖をつき、デスクに戻った彼女の横顔を窺った。

　一週間も経てば、いい加減緊張もほぐれただろう。それなのに、ガチガチに張り巡らされた、キープアウトの有刺鉄線。これは、彼女の絶対的な警戒心だ。

　なぜだ？　俺は彼女を怖がらせるようなこと、もしくは嫌われるようなことをしたか？

　知らず知らずのうちに、口をへの字に曲げて、不躾なほど彼女を観察する。

　しかし、能面のような表情には、これっぽっちも感情が滲んでいない。

　俺は目を伏せ、溜め息をついた。




　唯との間の広く深い溝に手をこまねくうちに、一カ月が過ぎていた。

　食事の誘いはことごとく断られ、もう今では、彼女の身持ちの固さに敬服し、あっぱれとまで思っていた。

　そんな、ある日――。

　社内での会議を終えて執務室に戻ると、唯が電話応対をしていた。

「ええっと……。ぱ、パードン？　Please speak in English……」

　……と頼んでいるところを見ると、英語圏からの電話ではないようだ。

　たどたどしい英語で必死に対応しているが、どうやらまったく通じないらしい。

　途方に暮れた様子を見て、「どうかした？」と声をかけた。

　唯は、それでやっと、俺が帰室したことに気付いたらしい。

「あ……！」

　電話の通話口を手で押さえ、わかりやすくホッとしたような、なかなか珍しい表情を浮かべた。

　見慣れぬ反応に、俺の胸がドキッと跳ねる。

「神楽さん、申し訳ありません。海外からお電話なんですが、英語が通じず……」

　唯は困り果てていて、眉をハの字に下げる。その顔もまた、レアだった。

「どこから？」

　なぜか騒ぎ出す胸の反応をやり過ごし、唯のデスクに歩み寄る。

　俺の質問にも、彼女は首を傾げた。

「それが、本当に全然聞き取れなくて……」

「わかった。代わる」

　彼女の手からＰＨＳを受け取り、「Hello?」と言ってみる。相手の声に耳を傾け、「はーん」と合点しながら苦笑した。

　これは、いくら高性能ＡＩの唯でも、聞き取るのは無理だろう。

　俺は「Hej!」と言葉を挟んだ。電話の向こうの相手が、《Nishiki, Hur är det?》と返してくる。

「へ、ヘイ……？」

　唯が目をパチパチさせて、ぽかんとした顔で俺を見ている。

　彼女には、仕事を続けるように手振りと目配せで指示し、俺は窓際に移動した。

　執務机には着かず窓に肩を預け、外の風景を眺めながら電話を続けた。

　十分ほどで電話を終え、唯のデスクに戻る。

「はい。サンキュ」

　そう言ってＰＨＳを差し出すと、彼女は一度目線を上げてから立ち上がった。

「も、申し訳ありませんでした！　ありがとうございますっ」

　軍隊か、とツッコミたくなるほど、腰を折って深く頭を下げる。

「英語でお願いしますって言ったんですが、私の発音じゃ通じなかったのか、聞いてもらえず……」

「ああ、無理無理。あの人、英語しゃべれないから」

「……はい？」

　唯が頭を上げ、鳩が豆鉄砲を食らったような顔をする。

「あの……それじゃあ、次またかかってきたら、私はどうすれば」

　絶望一歩手前のような、真顔がおもしろい。

「俺に繋ぐしかないんじゃん？」

「そんな！　外出中や会議中だったらどうするんですか……」

　大真面目にがっくりとこうべを垂れるのを見て、俺は口に手を当て、声を殺して笑った。

　うなだれていたのは、ほんのわずかな間。彼女は、気を取り直したように勢いよく顔を上げた。

「神楽さん。そもそも、さっきのは何語でしょうか」

　やけに深刻そうな顔をして、そう訊ねてくる。

「フランス語でもドイツ語でも、スペイン語でもないですよね」

「それだったら、しゃべれた？」

　そうツッコミを入れると、唯が「う」と口ごもる。

　俺は、先ほどの、彼女のブロークンな英語を思い出しながら、軽く腕組みをした。

「スウェーデン語」

「……はい？」

「だから、スウェーデン語」

　唯が、大きく目を丸くした。

「俺、父親の仕事の都合で、小学生までスウェーデンで過ごしてたんだよ」

「……えっ!?」

　彼女のひっくり返った声を背に、執務机に戻る。

「あの……神楽さんのお父様って、いったいなんのお仕事を……」

　机を回り込んで見遣ると、彼女は顎に手を遣って思案している。

「商社マン」

「ま、まさか神楽さん、英語とスウェーデン語以外もしゃべれるんですか!?」

「いや。まともに話せるのは、そのくらい」

　驚きで目を丸くした顔がレアだ。

　俺は肩を揺らして笑いながら、椅子に座った。

「それなら、私も電話応対くらいは、数カ国語対応できなきゃですよね……」

　彼女はなにやら深刻な顔をして、「英語もしゃべれないのに」と独り言ちている。

「いい、いい。フランス語とかドイツ語とか、メジャーな言語くらいは、電話応対も頑張ってくれるとありがたいけど」

　唯の反応がいちいちおもしろくて、俺は悪戯っぽくそう答えた。

「フランス語とかドイツ語……」

　唯は真に受けて、どんどん追い詰められていく。

　俺は、さすがに「ブッ」と吹き出した。

「いやいや。秋津さん、気負わなくていいよ」

「で、でも」

「スウェーデン語で電話してくるのは、あの人くらいだし。そんなグローバルな秘書にならなくていいから」

　軽い口調でたしなめ、ひらひらと手を振ってみせると、唯はきゅっと唇を結んだ。無言でストンと腰を下ろし、パソコンに向かって仕事を始める。

　しかし、その横顔はまだなにか思案気で、俺はなんとなく彼女を気にしていた。




　俺は日々の仕事に忙殺され、二週間も経つと、唯とそんなやり取りをしたことも忘れていた。

　取引先との商談のスケジュールが重なり、タクシーで丸の内界隈を移動して、ビルの正面玄関の路肩で降りた。

「神楽さん。お約束の時間、ギリギリです。すみませんが、急いでください」

　俺を振り返りながら、唯がキビキビと急かしてくる。

「そんな急がなくても、間に合うだろ」

　腕時計と睨めっこする彼女に、呆れ半分で返したものの……。

「おい、前見ろ！」

　正面玄関の自動ドアが開き、そこから数人のビジネスマンが出てきた。前方不注意だった唯が、彼らにぶつかりそうになる。

「きゃっ……」

　すんでのところで衝突は回避したものの、唯は黒い鞄を落とした。なにが入っているんだ？と思うほどパンパンだった鞄の口が開き、派手に中身をぶちまけている。

「す、すみません！」

　ビジネスマンたちの足を止めた形になり、彼女は慌てて頭を下げた。彼らが一緒に拾ってくれようとするのを見て、俺が声をかける。

「ありがとうございます。大丈夫ですから」

　彼らの背を見送ってから、その場にしゃがみ込んだ。

「ほら、言わんこっちゃない」

「う。すみません……」

　さすがに唯も、殊勝になって声を尻すぼみにした。

　そして、アスファルトに散らばった本に、手を伸ばした俺を見て、

「っ、あっ！」

　上擦った声をあげた。

「あれ。この本……」

　カバーがかかっていないせいで、その表紙とタイトルが、しっかりと俺の目に入る。

「スウェーデン語基礎会話……？」

「っ……！」

　何気なく読み上げた俺の手から、唯が勢いよく本を引ったくった。真っ赤に染まった顔を背け、鞄に乱暴に突っ込む。

「秋津さん、スウェーデン語、勉強してるのか？」

　首を傾げて直球で問いかけると、彼女はグッと言葉に詰まった。

「自己啓発？　マイナー言語なのに、感心だね」

「そ、それは、そのっ……」

　落ち着かない様子で、盛大に目を泳がせる。

　触れられたくない話題だったのだろうか。彼女は、俺と目線を合わすまいと、そっぽを向いていたけれど。

「……この間。あまりに情けなかったので……」

　消え入りそうな声で言って、がっくりと肩を落とした。

「情けない？」

「覚えてらっしゃいませんか。スウェーデンのお客様から電話がかかってきて、私の英語じゃちっとも歯が立たず……」

「ああ、あれか」

　唯の説明に記憶を導かれ、俺は何度か頷いて応えた。

「私は、もっと英語力を磨くことが先決なのはわかってますが、神楽さん、仰ったじゃないですか。あのお客様は、英語がしゃべれないって」

「もしかして、それ、そのため？」

　言葉の先を読んで、俺は軽く驚きながら質問を挟んだ。

　図星だったのか、唯が「うっ」と口ごもる。呆気に取られる俺に、勢いよく背を向けた。

「か、神楽さん！　急いでください。時間ギリギリって言ってるじゃないですか……！」

　やけに強引に話を切り上げ、落ち着きなくバタバタとビルに駆け込んでいく。

「あ」

　その背を一度見送って、俺は無意識に口元に手を遣った。そして……。

「……くっ」

　笑いが込み上げてきて、思わず小さな声を漏らした。

　唯も自分で言っていたが、秘書として電話対応レベルでよければ、普通英語だけで十分だ。スウェーデン語が必要なのは、本当にあの時の相手くらいなもの。

　なのに、そのたったひとりのために、彼女はくそ真面目にスウェーデン語を勉強し始めたのか。

「ははっ……」

　身体を曲げる勢いで笑った。

　俺の横を通り過ぎていく人たちが、怪訝そうに振り返っていく。

　しかし、そんな視線も気にならないくらい、胸に温かいものが広がっていく。

「やっべえ……俺、アイツ、好きだ」

　思うがまま、口をついて出た言葉が、自分で聞いていてもおかしい。

　俺への警戒をほんの少しも緩めない、つれなくすげない秘書。ひょんなことで知った、一生懸命で健気な一面がかわいく思えて、胸がきゅんと疼く。

「……なんだ、きゅんって」

　自分の胸の淡い反応が、たまらなくこっ恥ずかしい。

　誰の目を気にするでもなく、俺はガシガシと頭をかいた。

「神楽さん！　急いでくださいっ！」

　手際よく入館手続きを終えた唯が、ビルの外で立ち尽くしている俺に焦れたように、小走りで駆け寄ってきた。

「これ、入館証です。胸元につけてください」

　すでに仕事モードの能面に戻り、キビキビとバッヂを手渡してくる彼女に、俺はふっと目元を綻ばせた。

「行きましょう」

　さっさと踵を返すその背を追って……。

「なあ」

「なんですか」

「電話応対くらいでいいなら、俺が教えてやろうか？　スウェーデン語」

　やや歩幅を広げて、カツカツとヒールを鳴らして先を歩いていた唯が、ピタリと足を止める。

「え？」

　目を丸くして振り返る彼女に、俺はバチッとウィンクで返した。

「本読むのも勉強だろうが、発音はどうにもならないだろ？　なんせマイナー言語だし、テレビなんかでもそうそう聞かない」

「！　そ、それはそうなんですけど」

　俺の提案に、唯は何度も瞬きをした。

「……神楽さんは、ただでさえ忙しいのに。いいんですか」

　その質問には、やっぱりまだ警戒心が滲んでいるけれど。

「いいよ」

　俺は、口角を上げて返事をした。

「だから、移動の合間のランチくらい、誘ってもいいだろ？」

「っ、えっ……!?」

　彼女の返事を待たずに横を擦り抜けると、ひっくり返った声が聞こえる。

「ちょっ……ちょっと待って、神楽さんっ!!」

　慌てた様子で、唯が後を追ってくる。

　俺は、なんともいえない満足感で、彼女を肩越しに見遣った。

「早速、明日のランチ、どうだ？　唯ちゃん」

「明日？　って、え？　ゆ、唯ちゃん……!?」

　目を白黒させてしどろもどろになる彼女は、かなりツボだ。

「ほら、ギリギリなんだろ？　早く来い」

　俺はニヤニヤしそうになるのをなんとかこらえて、先に立ってエレベーターホールに向かった。




　そして、今――。

「Ja.Vante lite」

　流りゅう暢ちょうとは言えないまでも、スウェーデンからの電話を受けても、臆せず応対できるようになった唯が、目線を上げた。保留ボタンを押し、俺のＰＨＳに転送してくる。

「錦、アールベック様から、お電話です」

　電話がかかってきた瞬間から、ずっとその横顔を探っていた俺に、澄ました顔をしているけれど……。

「あの……。まだまだ下手くそだな、って思ってます？」

　恥ずかしそうに、目を泳がせる。

　俺は「いや」と、肩を動かして笑い、

「上等」

　短く答えて、ＰＨＳを取った。










ブーケのジンクス




「いろいろ迷惑かけたが、ぜひ、秋津さんと出席してほしい」

　身体を休めるだけの年末年始休暇が終わり、一月の第三金曜日を迎えたその日――。

　年明けの繁忙が続く中、今日も朝から仕事に追われ、気付けばもう午後十時。

　一日の業務を終え、帰り支度をしていると、執務室を訪ねてきた清家が、白い封筒を差し出してそう言った。

「なんだ？　これ」

　俺はコートに袖を通してから、封筒を受け取った。裏表にひっくり返してから、中を確認する。『Wedding Invitation』と、金色のカリグラフィーが刻まれたカードを見て、執務机の前に直立する彼に、弾かれたように顔を向けた。

「いよいよか」

　清家は、特に表情を変えずに、「ああ」と頷く。

「ＧＷに入る前に。挙式は親しい人だけ招いて、軽かる井い沢ざわの教会でな」

「おめでとう。随分と長い春だったねえ……」

　高校時代からの親友である清家の恋に、俺は辟へき易えきするほど巻き込まれてきた。だから、祝辞に幾分かの嫌みを含めてしみじみと言っても、自覚のある彼は言い返せない。

　一瞬、グッと口ごもった後――。

「それについては、本当に申し訳なかったと」

　ぎこちなく目線を横に流す清家に、俺もふっと口角を上げる。

「冗談だよ。唯と一緒に出席させてもらう。ご招待、ありがとう」

「錦……」

「今度は、ただの恋人じゃないんだぞ。離婚繰り返したりするなよ」

　念を押すつもりで、遠慮なく釘を刺す。

　清家は言葉に詰まったものの、すぐに「もちろん」と返事をした。

「でもまあ、どちらかと言うと、それは絵里の方にこそ言ってほしいもんだが……」

「バーカ。『別れる』なんて言わせないようにするのが、お前の役目だろ」

「……そこは、問題ない」

　清家の返事に満足して、俺は「よし」と笑ってみせた。

「お前も、もう終わりだろ？　一緒に出ようぜ」

　通勤用の鞄に招待状を収め、執務机を回り込んで、彼の肩をポンと叩いて促す。「ああ」という返事を背に、先にドアに歩いていった。




　ビルから一歩出た途端、オフィス街特有の冷たいビル風にあおられる。

「うー、寒」

　コートの襟を立てて首を縮める俺の隣で、清家が「冷えるな」と相槌を打つ。

「四月なら、軽井沢も寒くないよな？」

「多分」

　短く返しながら、俺の横顔をジッと見つめてきた。

「ん？　なに」

　なにか言いたげな彼に、俺も視線を流す。

「いや、軽井沢だし。宿泊先、こっちで手配するつもりなんだが」

「？　うん？」

「絵里が、お前たちはスイートルームでいいだろうって言うんだが。それでいいか？」

　わりと真顔で問いかけてくる清家の前で、俺は思わず咳き込んだ。

「錦？」

「なんだよ、いきなりスイートって」

　口元に手を当て、咳を鎮めながら答える。

「ツインか、シングルで別々の方がいいか？」

　清家が眉をひそめて、言葉を挟んでくる。

「いや、そうじゃなくて」

　俺はお腹の底から息を吐き、真っ黒の空を見上げた。

「忙しくて、まだ一泊旅行もしてないんだ。泊まりで出かけるの、初めてだなあって」

　そう言って苦笑すると、彼は「へえ」と眉尻を上げた。

「それで……まさか緊張するとでも言うのか？　らしくない」

　なにやら、ニヤニヤした顔が腹立たしい。

「……うるせーな」

　俺は、悔し紛れにそっぽを向いて、ガシガシと頭をかいた。

　清家は、目を細めて俺を見遣っていたけれど。

「あ、悪い。今日俺、こっちだから」

　途中の分かれ道で、俺とは逆の方向を指差した。それにつられて、俺も足を止める。

「絵里んとこか？」

「週末だしね。藤間頭取のご機嫌取りだ」

「早くも所帯じみてるな、お前」

　俺がそう揶揄しても、清家は動じもせず、やけに強気に右の口角を上げた。

「お前だって、じき、そうなる」

「え？」

「考えてるんだろ？　秋津さんに、プロポーズ」

「っ……」

「じゃ、また来週」

　口ごもった俺の返事は待たずに、清家は軽く手を上げた。

　その背中が、地下に降りる階段に吸い込まれていくまで、俺はなんとなく見送って――。

「……見抜かれてるか」

　ボソッと独り言ち、ガシガシと頭をかいた。

　高校時代から、なにかと競い合ってきた親友も、とうとう年貢の納め時。清家の姿に自分を重ねてこの先の将来を考えた時、どの瞬間も隣にいるのは、もちろん唯だ。

　ただ、まだ付き合って一年も経たないのにプロポーズって……。

　俺というより唯が戸惑うのがリアルに想像できるから、タイミングが掴めない。

「ふう」と声に出して溜め息をついた時、ひと際強いビル風に襲われた。

「うおっ、寒っ」

　俺は思わず両肘を抱えて、先ほどよりも大袈裟に首を縮めた。

　俺も、早く家に帰ろう。今日は金曜だから、唯が来て待っているはずだ。

　恋人になってすぐの頃から、金曜の夜から彼女が俺のマンションに泊まりに来るという、〝週末婚〟的な過ごし方が習慣になっている。

　気楽なのは否めない。しかし、この関係のまま、長引かせてはいけない、とも思っている。

「結婚式、か……」

　俺の隣で、清家と絵里の挙式に参列する時、唯の胸にはどんな思いがよぎるのだろう……。

　俺は彼女の心を胸に描きながら、無意識に歩を速めた。




　仕事はキビキビとこなし、週末は唯に甘えて自堕落に。理想的ともいえる日々を過ごしていたら、いつの間にか新年度が始まり、あっという間に清家たちの結婚式当日を迎えていた。

　挙式は午後三時からとゆっくりだし、ふたりとも荷物が多く、俺の車でドライブがてら、軽井沢に向かった。

　道すがら、今日の挙式は親しい友人知人だけを招いてのもので、後日、都内のホテルで経済界向けのお披露目会が予定されていると話すと、唯はギョッと目を剥いた。

「そ、そうですよね。絵里さんはメガバンクの頭取のひとり娘だし、清家さんは清家さんで、ＳＫトレーディングのＣＯＯだし……」

　なにやら怯んだ様子でボソボソと呟いていたが、俺は「そうだな」とだけ相槌を打って、久しぶりの長距離ドライブを楽しんだ。

　清家が宿泊先に手配してくれたのは、挙式が執り行われる教会からもほど近い、高原の高級リゾートホテルだった。

　まだ、チェックインできる時間ではない。俺たちはフロントに荷物を預け、それぞれ挙式に参列する準備を急いだ。

　俺はスーツに着替え、髪をセットするくらいだが、唯はそういうわけにはいかない。結局、俺の方が待つ格好になった。

　なかなか立派なロビーを歩いていたら、清家と共通の友人たちと、バッタリ顔を合わせた。「久しぶり」と、懐かしい顔ぶれに挨拶していると、支度を終えた唯がやってきた。

「錦、待たせてごめんなさい」

　当たり前なんだろうが、普段オフィスで見る時とは、メイクも服装もヘアスタイルも違う。

　春らしいペパーミントグリーンの、上品な膝下丈のワンピース。長い髪は、ハーフアップにまとめている。唯はもともと清楚な印象が強いが、今日はとても華やかで美しく、俺の心拍は右肩上がりだった。

　一瞬素で見惚れてしまい、綺麗だと褒めることも忘れていた。

　友人たちに、「錦の彼女か？」と興味津々に探られ、やっと我に返る。

　結局、彼らに唯を紹介するうちに、挙式開始の時間を迎えてしまった。




　静せい謐ひつな教会に、パイプオルガンが奏でる荘厳な音楽が響き渡る。

　藤間頭取にエスコートされて、豪華な純白のドレスの絵里が入場すると、花嫁側の席から、「ほおっ」と感嘆の声があがった。

　白いタキシード姿の清家が、頭取から彼女の手を託される。新郎新婦が祭壇前に並ぶと、ややざわついていた参列者がしんと静まった。

　俺の隣で、唯はまるで祈るように、両手を組み合わせていた。誓いの儀式に臨む清家と絵里を、どこか緊張気味に、真剣な眼差しで見守っていた。




　式が終わり、教会の外に出た参列者たちが、ライスシャワーやクラッカーで派手に祝福しようとドア付近に集まった。ドアが開き、新郎新婦が出てくるのを、今か今かと待っている。

　俺は少し離れた木陰で、唯と並んでその様子を眺めていた。

「錦は、皆さんと一緒にお祝いしなくていいんですか？」

　唯が俺を見上げて、そう訊ねてくる。

「ん？　ああ。俺は、どうせオフィスですぐ会うしな」

「でも、お友達は久しぶりでしょう？　ゆっくりお話できる、いい機会なのに」

　確かに、挙式の前は挨拶程度で、近況報告……という時間はなかった。

「私をひとりにするのを気にしてるなら、大丈夫ですよ。お話、してきてください」

　さすが、俺の秘書。プライベートでも気が利く。

　しかし俺は、首を横に振った。

「いや、唯の紹介ができたから、それで十分だ」

「でも」

「ヤツらとは、今度また時間作るよ。……あ、ほら。出てきたぞ」

　俺の言葉の途中で、教会のドアが開いた。清家と絵里が姿を見せた途端、わあっと歓声が湧いた。ライスシャワーがぶわっと舞い上がり、ドア付近が白くけぶったように見える。ライスシャワーがはらはらと地面に落ちていくと、俺の視界に、主役ふたりが再び姿を現した。

「おめでとう、絵里！」

「清家、幸せにな～!!」

　友人たちの賑やかな祝福に、ふたりが嬉しそうにはにかむ。

「絵里さん……すごく綺麗」

　唯がゆっくりと強い拍手をしながら、無意識のような、ぼんやりとした声を発した。

　俺は彼女を見下ろして「そうだな」と同意を示し、再び同じ方向を見遣る。

「清家の方は、童話の王子様みたいで嘘くせえけど」

「もうっ……。錦ったら」

　唯は俺を咎めるように頬を膨らませたものの、すぐに相好を崩した。

「でも、お似合いすぎて夢の中のカップルみたいって言えば、正解かも」

　自分の言葉で言い換え、クスクス笑っている。

「お前、言い方うまいな」

「錦は、心のまま、口に出しすぎなんです。ほら、いつだったか、藤間頭取のことも狸だなんて」

　記憶を導くような唯に、俺は「ん？」と首を傾げる。

「お前の前で言ったことあったっけか」

「ありますよ！　まさに、その頭取がお勤めの銀行で、すごい辛辣に。結構ギョッとしたんですからね」

　彼女が頬を染めて憤慨する。

「んー。でも、紛れもない真実だしな……」

　目線を空に向けてうそぶく俺を、唯がやや呆れ顔で見上げた、その時。

「狸の娘で悪かったわね」

　わりとすぐ近くから絵里の声が聞こえて、唯の方がギクッと身を竦めた。

「え、絵里さんっ……！」

「おめでとう、絵里。今日は随分と綺麗だな」

　声を上擦らせて慌てる彼女をよそに、俺はそんな言葉で今日の主役を祝う。

　長いヴェールを風に揺らした絵里が、唇を尖らせて、俺の目の前まで歩いてきた。

「馬ま子ごにも衣装って思ってるのが、バレバレの顔つき」

「思ってないって。せっかくの結婚式だろ。わざわざ突っかかってひねくれるなよ」

「まあまあ、ふたりとも」

　間に挟まれる形になった清家が苦笑いして、俺たちを仲裁する。

「錦も秋津さんも、遠いところをご参列いただき、ありがとう」

　非の打ち所のない完璧な〝王子様〟の顔で、唯ににっこりと笑いかける。

「こちらこそ、ご招待いただきありがとうございました。本日は、おめでとうございます」

　唯は頬を紅潮させて、清家に丁寧な祝辞を述べた。

「ありがとう」

　目を細める清家の隣で、絵里はふたりに交互に視線を向けていた。唯が頭を上げるのを待って、

「秋津さん、これ」

　白いレースのグローブを嵌はめた手で持っていたブーケを、グッと突きつける。

「っ、えっ？」

　唯は顎を引いて、胸元に差し出されたブーケに視線を落とした。

「秋津さんに、あげます。いろいろ迷惑かけたお詫びに」

　そう言われて、大きく目を瞠る。

「い、いえいえ、そんな……！　せっかくのブーケですし、親しいお友達に差し上げてください」

　恐縮しきって、両手を振って辞退する彼女に、清家が柔らかく微笑んだ。

「絵里、最初から君に渡すつもりで、ブーケトスしなかったんだ。もらってやって」

「で、でも……」

　唯はなにか困った様子で、俺にちらりと目線を上げてくる。そのくせ、目が合う前に自ら逸らす。

「ありがたく、もらっとけば」

「えっ……!?」

「ほら」

　俺は絵里の手からブーケを抜き取り、唯の手に押しつけた。

「に、錦っ……！　なんてことを……」

　ブーケを手に、彼女は絶句して固まった。

「大袈裟だな。たかだか花だろ」

　呆れて首を傾げる俺を、清家と絵里は、呆気に取られたように見ていたけれど。

「まあ……錦はこんな男だから。秋津さんも、あんまりいろんなこと気負わなくて大丈夫だよ」

　清家が、なにやら物知り顔で、くくっとくぐもった笑い声を漏らした。それに加勢するように、絵里も大きくうんうんと頷いている。

「唯が、気負う？　なにを？」

　俺は怪訝に眉間に皺を寄せ、答えを求めて唯を見遣る。しかし。

「……知らないっ」

　彼女はブーケに埋まるほど顔を伏せ、耳を真っ赤に染めて呟いた。




　その日の予定を終えて、ホテルにチェックインしたのは、午後八時を過ぎてからだった。それまで、ずっとブーケに視線を落とし、ぼんやりしていたわりに、スイートルームと知った途端、唯はギョッとしたように目を剥いた。

「出かけた先で一緒に泊まるの初めてなのに、こんな形で悪いけど。別に、構わないだろ？」

　俺は、先に立ってエレベーターに乗り込んだ。彼女はグッと言葉に詰まりながらも、すごすごとついてくる。

　スイートルームは、最上階だった。広々としたリビングと、バーカウンターのようなキッチン。奥のベッドルームには天てん蓋がい付きのキングサイズのベッドが置かれていて、なかなかゴージャスだ。しかし、週末、俺の家で過ごす時のような、リラックスできる空気もある。

「清家が、ワインボトル用意してくれたって言ってたな。唯、風呂入ってから、ゆっくり乾杯しないか？」

　リビングのソファに深く身を沈め、ネクタイを解きながらそう提案した。

　しかし、返事はない。

　俺は、首を捻ってリビングのドア口を振り返った。

「どうした？　突っ立ってないで、早く入ってこい」

　促しても、唯はそこに立ち尽くしたまま。ブーケから顔を上げようとしない。

　そんな彼女に戸惑い、俺は勢いをつけて立ち上がった。大きな歩幅で彼女の前に進むと、そっと手を伸ばす。

「……唯？」

　一瞬ためらってから、彼女の髪に指を通し、軽く揺らした。

　唯はビクッと肩を竦めたものの、俺の手を払おうとはしない。

　それでも、目を合わせようともしないのを見て、俺は小さな溜め息をついた。

「どうした？　なんかお前、今日変……」

「錦……なんとも思わないんですか？」

　俺を遮った声は、ブーケに埋まっていくようで、聞き取りづらい。

「え？」

　俺が聞き返すと同時に、彼女は思い切った様子で勢いよく顔を上げた。

「私は、こんなに緊張してるのに……!!」

　ガチガチに肩に力を入れて、ほとんど吐き出すように叫んだ。

　彼女にしては珍しい剣幕の前で、俺は何度も瞬きをした。

「……緊張って？」

　首を傾げて訊ねると、唯はグッと言葉をのんだ。そして。

「ブーケ……」

「ブーケ？」

「花嫁のブーケのジンクス……知らないの？」

　らしくないほど歯切れ悪く言って、彼女は自分の爪先に視線を落とす。

「知ってるよ。幸せのお裾分けって意味だろ。未婚女性が受け取ったら、次の花嫁ってヤツ」

　自分で聞いてきたわりに、俺が即答すると口ごもる。

　俺は、軽く腕組みをして、彼女の頭を見下ろした。

「受け取るのを拒んだってことは、次の花嫁になる気はない。結婚など、考えていない。……そういうことか？」

　探るように問いかけると、唯はビクッと身を竦める。

　その反応に、俺が無言で息を吐くと、

「ち、違いますっ。むしろ逆に、私、考えすぎちゃって……！」

　唯が、肩を力ませて、絞り出すように言った。

「……え？」

　唯は口を手で覆って、俺から目を逸らす。

「世界的なメガバンクの頭取の娘と、日本の金融界で躍進を続ける金融会社のＣＯＯ。……のわりに、結婚式は友人知人だけって、アットホームでいいなって思ってたら、やっぱり後日すごいお披露目会があるって聞いて」

「？　ああ？」

　早口でまくし立てる彼女に、俺は半分怯んで相槌を挟む。

「それなら、錦もＣＥＯだから……そうなるのかなって。私、清家さんと絵里さんの結婚式、自分を重ねる気分で、緊張してたの」

「うん……？」

「でも、考えてみたら、私はまだ錦に言われたわけじゃなくて。勝手に舞い上がってた自分に気付いたら、とにかく、ものすごく恥ずかしくて……！」

「絵里のブーケ、俺の前で受け取ったら、プロポーズの催促してるみたい……とでも、考えた？」

「っ……」

　俺の質問は図星だったのか、唯は返事に窮して言葉に詰まった。

　みるみるうちに真っ赤に染まる彼女の顔を見て、俺は口に手を遣ってクックッと笑った。肩を動かして息をしてから、スーツのポケットに手を突っ込む。

「よかった」

「え？」

「どうやら、期待以上に意識してくれたようで」

　そううそぶき、そこに忍ばせていた指輪を摘まみ出す。天井から降り注ぐ明かりに照らされ、キラッと光った。

「っ、え……」

　一瞬、眩しそうに目を細めた唯が、戸惑った声を漏らす。

「唯、俺と、結婚してください」

　俺はそう言いながら、彼女の左手を取った。手元に視線を落とし、白く細い指に指輪を滑らせる。

「言っとくけど、ここのホテルの売店じゃ売ってないぞ。〝催促〟されて、慌てて用意したわけじゃないから」

　こういう展開を目論んでいたものの、さすがに少し照れくさい。ややつっけんどんな言い方になってしまった。

「返事は？　まあ、期待してくれたなら、ＹＥＳ以外はないと思ってるけど」

　反応を探って、彼女の顔を覗き込む。

　唯は、キラキラと輝くダイヤモンドをちりばめた指輪に、目を凝らしている。

　無理矢理目線を合わせようとする俺を、おずおずと上目遣いに見上げた。

「それから、変に気負う必要もないぞ。俺には、大袈裟なお披露目会は必要ない。お前がやりたきゃやってもいいが、俺も、今日みたいなアットホームな結婚式で十分」

　至近距離で目が合うと、唯は一瞬瞳を揺らしたものの、すぐに柔らかく微笑んだ。

「私も、普通がいいです」

「了解。……で？」

　俺は彼女の華奢な肩に腕を回し、力いっぱい抱き寄せて、返事を促した。

　不意を衝かれた格好の唯が、「きゃっ」と小さな悲鳴をあげる。そして、一瞬の間の後――。

「……はい。よろしく、お願いします」

　俺の胸元で、そう答えてくれた。

　照れているのか、頬をすり寄せる彼女に、心臓がドキッと跳ね上がった。そこに耳を当てられてしまっては、胸の鼓動をごまかせない。

「錦、ドキドキしてる」

　わざわざ、といった感じで指摘され、俺は思わずそっぽを向いた。

「そりゃ、するだろ。プロポーズなんて大仕事控えて、今朝から唯の反応、ずっと探って……これでも緊張してたんだ」

　それを聞いて、彼女がふふっと笑う。

「よかった。私だけじゃなかった」

　ホッと吐息を漏らす気配を、腕の中で感じた。

「でも、言われる側の唯が緊張するって、おかしくねーか？　普通、言う俺の方だろ」

　彼女の長い髪を撫でながら、ぼやくように呟く。

「言われる方だって、緊張するんですよ。いつ来るか、いつ来るかって」

「お化け屋敷みたいだな」

「……錦ってば。ほんと、言い方……」

　唯が俺の胸から顔を離し、溜め息をついた。

「せっかくのムード、台無し」

　呆れた口調には、ふんと鼻を鳴らして返す。

「そんなもの、また一から作ればいいだけだろ」

　強気に言って、唯をひょいと抱え上げた。

「ひゃっ！　に、錦っ」

　耳元でひっくり返った声をあげる彼女を気にせず、俺はまっすぐ寝室に向かった。

　広いベッドの端で降ろし、トンと肩を押して腰かけさせる。

「錦、あのっ……!?」

　唯は目を白黒させて、ゴージャスな寝室を見回している。

「多分、清家たちの部屋の次くらいに、高級なスイートだろうな。この部屋」

「そ、そんなに？」

　俺は首からネクタイを抜き取ってから、背を屈めて彼女の顔を覗き込んだ。

「俺のプロポーズを夢見て期待してたくらいだから、唯ってわりとこういうお姫様みたいなの、理想だったんじゃない？」

「夢見て、って……！　別に、そんなこと……んっ」

　ギョッと目を剥いた唯が言い返す途中で、その唇を塞いだ。一度軽く啄ついばんだだけで、舌で唇をこじ開ける。一気に攻め込み、彼女のそれに絡めた。

「ふ、うっん……にし……」

　鼻から抜けるような声が、俺の欲情を煽る。

　さらに強引に仕掛けていくと、唯が俺の二の腕をポンポンと叩いた。

「錦っ……お風呂入って、ワインで乾杯するって、さっき……」

「風呂は、後で一緒に」

「いっ……？　えっ!?」

　唇を離してから答えると、彼女は声を裏返らせた。

「バスルームもカップル仕様だろうな。バスタブも広々してて、ふたりで寝そべっても余裕あるぞ、きっと」

　茹ダコみたいに顔を赤らめる唯の前で、俺はシャツのボタンを上から外していった。

　前を全開にしてから、彼女の背に手を回そうとして――。

「……褒め忘れてた。すまん」

「っ、え？」

　唯が、俺の言葉に虚を衝かれたように、俺を見上げた。

「そのワンピース。お前、そういう淡い色合いも似合うな、って。最初に見た時に言いたかったのに、見惚れてタイミング逃した」

「……ふふ」

　パチパチと瞬きをしてから、まん丸に開いた目を細めて、嬉しそうにはにかむ。

「白も……似合うかな」

　上目遣いで、俺に返事を求めてくる。

　わかりやすい探り方に、俺もついプッと吹き出した。

「ドレスでも白しろ無む垢くでもいけるだろ、絶対」

「錦、どっちがいい？」

「……うーん」

　彼女の質問に、俺はわりと真剣に考えかけてから、ニヤッと笑った。

「今は、一糸纏わぬ唯がいいかな」

　彼女の耳元に顔を寄せ、唇でくすぐりながら囁きかける。

「……っ！」

　唯が、小さく喉を鳴らして息をのんだ。

「似合ってるけど、脱がすぞ」

　今度こそ背中に手を回し、指でなぞるようにして、背筋のファスナーに辿り着いた。

　唯が、くすぐったそうに身じろぎする。

「に、錦」

　もったいぶって、ジジジ……と音を立ててファスナーを下げる俺に、彼女が戸惑った声で呼びかける。肩越しに自分の背を見下ろし、俺の手の動きを目で追っている。

「ワンピースじゃ、一枚ずつ脱がす楽しみって意味では、呆気なくてちょっと物足りない」

「……！」

「だから、ここはゆっくり」

　頬を染め、もどかしそうな彼女の仕草が、俺の嗜し虐ぎゃく心を刺激する。

　唯を焦らすほどスローペースで下ろしていくと、彼女のちょうど腰よう椎ついのあたりで引っかかりを覚えた。それ以上動かないのを確認して、ファスナーから手を離す。

　唯が、なにか言いたげに、目線を上げた。

　一瞬、宙の真ん中で視線を交わしてから、俺はベッドに片膝を乗せた。

「唯、愛してる」

「私も」という返事の途中で彼女の唇を奪い、その背をゆっくり倒していく。

　ベッドに横たわった唯の視線を感じながら、ワイシャツを脱ぎ捨てる。

　ワンピースの肩を抜いて脱がすと、

「あ……」

　唯は恥じらうように、ブラジャー一枚で覆われた胸元を両腕で隠した。

「こ～ら。隠すな」

　俺はクスッと笑って、その手を観音扉のように開く。そして、最後の一枚を脱がせるべく、彼女の背に手を滑らせた。
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　ここまでグイグイ来るヒーローを書いたのは、初めてかもしれません。『俺様』というのとは違う、とにかく強いヒーローにしたくて考えたお話ですが、正直言うと、自分では不完全燃焼の作品でした。

　書籍化のご連絡をいただいた直後は、初めてですが、断ろうと思いました。当時、いろいろと苦しいことばかり続き、執筆意欲を失っていたところで、『不完全』な部分を修正するだけの身体的、精神的余裕がなかったからです。

　返事をする前に、ベリカフェでこの作品を読み返しました。そして思ったのが、『この先、錦のようなヒーローを書く日が来るだろうか？』――。書きたくても書けないような気がして、このヒーローを埋もれさせるのはもったいないかな……と考えたのが、作業に臨むきっかけとなりました。

　普段は、ヒロインが恋愛に向き合う様が一番書きたい部分なのですが、この作品は私の中でも異色で、男の友情にも同じくらい重きを置いています。

　この作品で私が一番好きな、心を折った錦が涙に暮れるシーン。この場面の臨場感を演出したくて、書籍ではヒロインと二人で仕事に臨むエピソードを追加しました。

　番外編は、前日談と後日談の二本立てです。

　ベリーズ文庫で前日談を書くのは初めてでしたが、実は、私が今作で一番お気に入りの錦のセリフが、ここにあります。錦目線だと、本当に彼らしい……と思えるセリフですので、『ここかな』と、想像しながら読んでいただけると嬉しいです。




　カバーイラストは、前回、マカロン文庫で初めてご一緒させていただいた、えまる・じょん先生がご担当くださいました。担当さんも『錦のキャラにぴったりでしたね』と絶賛してくださいましたが、錦と唯、想像以上にイメージぴったりに描いていただき、嬉しかったです。ありがとうございました！

　最後に、今作の書籍化にお力添えいただいた皆様に、御礼申し上げます。

　ご購入くださった読者様に、少しでも楽しんでいただけると幸いです。
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